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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　異世界レコルトに転生して早十三年。ようやく中学二年になった。

　中学二年生といえば青春真まっ盛さかりで、箸はしが転げても楽しい年頃。俺おれも前世の時は恋に胸をときめかせたり、輝かしい未来を夢見ていた。

　しかし、今は領地の運営や貴族のお付き合いに胸を痛め、魔王が復活するというヤバすぎる未来を危き惧ぐする毎日だ。この学校で一番冴さえない顔をしているのは、俺だと思う。

　今一番の悩みは夏から始まる新規プロジェクト『女性も楽しめる新たな娯楽場』が大詰めを迎えている……といえば聞こえは良いが、次々に問題点が浮かび上がり睡眠時間がドンドン削けずられていってる。

（これだけ金を注つぎ込こんで大コケしたらどうしよう。なんか目玉になるイベントが欲しいんだけどな……有名吟遊詩人や演奏家を呼ぶにしてもコネがないし）

　色々と追い詰められて、学校の廊下を歩きながら策さくを練ねる始末。絶対に体に悪いし、良いアイデアも閃ひらめかないのも分かっている。結局、心配事や中ちゆう途と半はん端ぱなアイデアだけが浮かんでは消えていく。

「ジョージ先せん輩ぱい」

　突然、背後から声をかけられたので思わず振り向く。

（先輩なんて呼んでくれるほど、仲の良い一年はいないはずなんだけどな……えっ？）

　声の主を確かめようとしたら、頰ほおに何かがあたった。頰にあたっているのは人差し指、後ろから声をかけ振り向かせて頰を突つっつく悪戯いたずらだ。

「誰だ？」

「お兄様、おはようございます」

　そこにいたのは、悪戯が大成功して喜んでる新一年生アミ。アミも四月から中学生になった。……色々と忙しすぎて入学式は欠席してしまったけど。アランはアミのために王都に家を建てたらしい。平日はその家ですごして、用事がある時や週末になると城に帰っているそうだ。

　取りあえず、お兄様の疲れが一瞬で癒いやされたのは言うまでもない。

「アミか。よくここまで来れたな」

　俺のクラスメイトは、獣人や市民の子供がほとんどだ。中には貴族や騎士の子弟に対して良い顔をしない奴もいる。伯はく爵しやくの娘であるアミにとって、決して居心地がよい場所とは言えない。

「だって、お兄様全然会いに来てくれないんですもの」

　アミはプッと頰を膨ふくらませながら、俺を睨にらんでいる。私怒ってますよって、アピールだ。

「ごめん、なかなか時間を作れなくてさ。それに俺なんかが行ったらアミに迷惑だろ？」

　もう少しイケメンな兄貴ならアミも自じ慢まん出来るかも知れないが、俺の場合はマイナスになってもプラスにはならないと思う。

「お兄様っ!!　そんな事を言う口は、こうしてさしあげます」

　アミは俺の頰を指で摘つまむと、ムニムニと弄いじりだした。

「ふぁにするんだよ」

「お兄様はアミの自慢のお兄様です……もう、目の下に隈くまが出来てますよ。お兄様はお仕事のしすぎです」

　アミから聞いた話では、俺のワーカホリック振ぶりは社交界でも有名らしい。俺からしたら、この世界の貴族は仕事をしなさすぎなんだけど。

「もう少ししたら、落ち着くから大丈夫だよ」

「いーえ、アミはもう騙だまされません。サンダ先生がこの間おっしゃっていました。〝ジョージ様は一つの仕事が落ち着く前に、次の仕事の構想を練り始めるんですよ〟って。少しはご自分の体を大切になさって下さい」

　そう言われてもレコルトには、ネットどころかテレビすらない。歌劇オペラや芝居はあるが、上演されるのは甘ったるい恋愛物か過剰に装飾された勇者の活躍譚たんばかり。休んでも暇ひまを持もて余あましてしまうので、仕事をするか鍛たん錬れんしてる方がよっぽどマシなのだ。

「分かった。これからは週に一回はきちんと休むから」

　ゲームを自作すれば少しは暇を潰せるだろう。もっとも、そのためには休みを潰してプログラムを組まなきゃいけないんだけど。

「お休みの日は、ぱそこんに触さわるのも鍛錬するのも禁止ですよ……お忙しいところ申し訳ありませんが、今日の放課後時間はありますか？　お兄様にご相談したい事があるんですが……」

　色々と立て込んではいるが、他ならぬアミの頼みだ。

　最悪、睡眠時間を削けずれば何とかなるだろう。

「分かった。待ち合わせは校門でいいか？」

「はい。それでは失礼します」

　アミはそう言うと元気良く走り去って行った。

「あの子がアミ・アコーギ様か。可か愛わいい子だね」

　ちょうど教室から出てきたカリナが声をかけてきた。カリナの話ではアミは勇者の子孫に負けない人気があるらしい。お兄様、鼻高々です。

「だろ？　俺の自慢の妹さ」

「デレデレしちゃって……どうする？　〝お兄様、好きな男の子が出来たから相談にのって下さい〟って言われたらさ」

　……なんて怖い事を言うんだ。顔が青ざめてしまったじゃないか。

「まず、相手の素す性じようを調べあげるだろうな。そして遊びだったら、とことん追い詰めてやる」

　ボーブルの誇ほこるアサシン部隊の出番だ。場合によっては非合法な手段も使ってやる。

「話には聞いてたけど、噂うわさに違たがわぬシスコンっぷりだね。そういやアミ様には婚約者はいないのかい？」

　カリナが年下のアミに様を付けるのは、周まわりへの配はい慮りよだろう。

「今は社交界にデビューさせて好条件の相手を探してる最中だと思うぜ。社交界での評判が高まれば公爵家や王族との婚約もあるからな」

　実家は伯爵家だし親戚にはコーカツ公爵がいる。条件的には申し分ない。しかもアミは兄おれが太鼓判を押す美少女、引く手数多あまただと思う。

　難点は生き真ま面じ目めな性格だ。アミはアランの第三、第四夫人に嫌悪感を顕あらわにしている。もし自分の旦だん那なが側そく室しつを持ったり浮気をしたりしたら、激怒しかねない。人としては怒るのが当たり前だけれども、オリゾンでは一夫多妻制を禁止していないから場合によってはアミが責せめられるだろう。

　貴族の場合、奥さん一筋の旦那と結婚出来る方が稀まれなのである。

「まるで物みたいな扱いだね。あんたはそれでいいのかい」

　カリナは悲しそうな顔でそうつぶやいた。日本にいた頃は一夫多妻制なんて空想でしかなかった。浮気をする奴はいても、重婚をする奴はいない。ましてやハーレムなんて単なる夢でしかない。

　しかし、レコルトに来て生で見てみると、反へ吐どが出そうなくらいにムカつくものでしかなかった。他人の都合や欲だけで、自分の人生を決められるなんて許せるわけがない。

「いいわけないだろ。そのためにも力をつけてんだよ。妹アミを泣かしたら怖いお兄様が黙だまってないってね」

　力のない奴がどんなに喚わめいても、スルーされて終わりだ。マリーナとの婚約も含めて、権利を主張するには力が必要だと思う。

「なかなかのシスコンだね。程ほど々ほどにしないと、アミ様に嫌われちゃうよ」

　カリナはそう言ってクスクス笑うと、オレンジ色のポニーテールを左右に揺ゆらしながら小走りで立ち去って行った。













　放課後、校門に向かうと既すでにアミは待っていた。漫画やゲームなら不良やチャラ男に絡まれるんだろうけど、ノープロブレム。アコーギ騎士団から派遣された騎士がしっかりとアミをガードしている。

（アランも心配性だね。俺おれの時は一人も寄よ越こさなかったクセに）

　まあ、俺の場合小学校から独自で護衛を雇やとってんだけど。

　よく考えれば可か愛わいげのないガキである。

「ご苦労、アミは借りて行くぞ。アミお待たせ」

「ジョージ様、遅くなると我々がアラン様に叱しかられますので」

　ゲームや漫画のお兄様なら騎士を一いつ喝かつするんだろうけど、俺は元サラリーマン。彼らの辛つらい立場が分かる。嫡ちやく子しである俺には逆らえないし、アミに気分転換もさせたい。でも上司アランに怒られたくないのだ。

「一時間くらいなら大丈夫だろ？　行く店も決めてるから、一緒に付いて来ればいい。たまには嫡子としての義務を果たさなきゃいけないしな。昼飯、食べてないだろ？　好きな物を食べていいぞ」

　護衛騎士は、持ち場を離れる事を禁じられている。だが、うちの場合は交代制。しかも、ボルフ先生に至いたっては、昼飯代を俺のツケにしてくる。

「しかし、ジョージ様やアミ様と食事を共にするわけにはいきませんので」

　そりゃそうだ。彼らにも立場があるし、外がい聞ぶんが悪い。何より領主の息子や娘と飯を食ってもうまくないだろう。俺だって社長の子供達と、お食事会なんてなったら緊張で喉のどを通らないと思うし。

「それなら俺の護衛と意見交換会って事で。去年から護衛してるんで色々と詳くわしいと思うぞ……帰りの護衛は」

「ジョージ様、俺ですよ。さぁ、護衛同士腹を割って話しましょう。今日はお土産みやげ付つきですよ……いいだろ？」

　いいだろの部分だけ、小声で話すボルフ先生でした。

　話がまとまり、行く先は、お約束のカリナの店。

「いらっしゃい。ボルフさん、お昼も来てくれたそうで、ありがとうございます……ジョージ、支払いよろしく」

　団体を連れて来たのでカリナはホクホク顔だ……今日の支払いは交際費で落としてやる。アミと俺は向かいあって座り、ボルフ先生達は少し離れた席に腰をかけた。

「分かったよ。後ろにいる騎士の注文も聞いてやってくれ。アミは何食べる？」

　声をかけたがアミの返事はなし。何しろアミは、メニューに書かれたデザートに釘くぎ付づけになっている。

「凄すごい……生クリームを使ったクレープに、ワッフルもある。どれにしようかなー」

　カリナの店には、ボーブル特産の砂糖や生クリームを格安で卸おろしている。貴族のご婦人がお忍びで来る事もあるらしい。

「好きなのを頼めばいいよ……それで相談ってなんだ？」

「あっ……いえ、ごめんなさい。お兄様にお願いしたのに、デザート選びに夢中になっちゃって……」

　失敗、アミは顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまった。転生したからといって、女性の扱いがうまくなるって事はないらしい。

「もう、もう少し女の子の気持ちに配慮しなよ。アミ様初はじめまして、ジョージ様と同じクラスのカリナ・アイビスです。獅し子し人びとが作るデザートで良かったら、食べて下さいね」

　メニューを聞きにきたカリナからダメ出しをくらってしまう。しかし獅子ライオンが、見事に猫を被かぶったな。さすがは客商売のプロ。一方のアミは獅子人って事より、俺と仲が良い女の子がいる事に驚いていた。

「お兄様と同じクラスなんですか？　カリナ先せん輩ぱい、こちらこそよろしくお願いします……それとカリナ先輩にも聞いて貰もらっていいでしょうか？」

　アミは人種や立場に関係なくきちんとした挨あい拶さつが出来て、お兄様は鼻高々である。

「私でよろしかったら、大丈夫ですよ」

　カリナはオーダーを通すと、俺の隣の席に腰をかけた。アミが頼んだのはドライフルーツのクレープ。普段、過か剰じようともいえるダイエットをしているから、随ずい分ぶん嬉うれしそうだ。

「ありがとうございます。実は何派に入れば良いか悩んでるんです」

　まずい、知らない単語が出てきた。

　何派？　オリゾンに男性アイドルグループはいないし、まさか目玉焼きに醬しよう油ゆをかけるかソースをかけるかで分裂するわけないし。

『カリナ、何派ってなんだか分かるか？』

『あー、最近マリーナ派やアニエス派ってのが出来たんだよ』

　何でも学園全体でマリーナ・アニエス・ベル・ヴァネッサを信しん奉ぽうするグループが生まれたそうだ。それぞれ有力な生徒を取り込むのに必死で、アミも複数のグループから声をかけられているらしい。

「また、面倒な事を始めてくれちゃって……そうだな。アミが何を習いたいかで、決めてもいいんじゃないか？　それなら角かどが立たないし。例えば治癒魔法を習いたいならアニエス派、攻撃魔法を習いたいならヴァネッサ派に入るとかさ」

　あの人が好き、とかじゃなく、あの人から何かを教わりたいで決めれば文句の付けようがないだろう。

「そうですね……考えてみます。お兄様は誰派に入られるんですか？」

　四グループの他に不良が多いボーンタ派もあるそうだ。

「俺は無所属さ。そんな暇ひまがあったら仕事をするよ」

「あんたはジョージ派に決まってるだろ。うちのクラスはあんたがいるお陰かげで、強引な勧誘がないんだし。人数は少ないけど、ギリアム商会の三男ヴエルデもいるんだ。他の派閥もおいそれと手を出せないよ」

　知らぬ間に担かつぎ上あげられてました。まあ、勧誘や運動はせずに、面倒事を避さけたい奴が断る理由になればそれでいい。ジョージ派なんてこっ恥ぱずかしいだけだし。

「ジョージ派ですか!!　カリナ先輩、私もお兄様派に入ります」

　そしてアミの悩みはあっさり解決したらしい。お兄様は、妹がクレープに夢中になってる間に対応策を考えるとしよう。





　　　　　◇






　妹アミとのお茶会は夢のようなひと時だった。あれから五日。今思い出すだけで口がほころび仕事を頑張れた。

　だがアミパワーをもってしても解決出来ない事がある。今俺を悩ませているのは、一枚の招待状。

（ヌボーレ伯爵家主催のパーティーか……正直行きたくないんだよな）

　ヌボーレ伯爵は王都の北北東に領地を持っており、主な産業は織おり物もの。ヌボーレ伯爵領の織物は良質で安価だとオリゾンでも有名だ。洒落しやれ者ものを自じ負ふする人の中には、ヌボーレ産の織物を使った服以外には袖そでを通さないって人もいるくらいだ。

　そのため、ヌボーレ伯爵領の経済は大いに潤うるおっているらしい。問題はどうやって良質の織物を安価に輸出する事が出来ているかにある。

　答えは簡単、奴ど隷れいを使って人件費を抑おさえているのだ。

「ジョージ様、おはようございます。早速ですけど、歯ブラシの追加注文をお願いしたいんですが……それとご相談があるんですけど、ジョージ様もヌボーレ家のパーティーにお呼ばれされたんですね。当然、参加しますよね。人を覚える絶ぜつ好こうの機き会かいですよ」

　挨拶と同時に発注をしてきたのは狸たぬき小こ僧ぞうヴェルデ。確かにヌボーレ家のパーティーには各界の有名人が招待されるそうで、人脈を広げるには格好の機会である。

「参加した方がいいよな」

　頭では分かっているが、どうも気のりがしない。

「当たり前じゃないですか。王族の方々や貴族以外にも有力商人や人気歌手、有名スポーツ選手も参加するパーティーなんですよ。呼ばれただけでも社交界での地位が上がるんですよ」

　ヌボーレ伯爵のパーティーに呼ばれるのは社交界のステイタスとの事。そんな場違いな場所に、俺なんかが行ったら顰ひん蹙しゆくを買ってしまいそうだ。

「だよな。個人の好き嫌いよりも、領地の損そん得とくの方が大切なんだし」

　貴族としての地位も領地の経済力も、向こうの方が数段上なのである。そして新規事業に織物は不可欠。

「まさかヌボーレ伯爵が奴隷尊そん重ちよう派はだからじゃないですよね？　……気持ちは分かりますが、対立するにはまだ早すぎます。それにヌボーレ領では奴隷にも人権が与えられていますし」

　ヌボーレ領で織物製造に携たずさわっている奴隷は寝食が保ほ証しようされているそうだ。しかし、ゴルド公爵やモデスト男爵の領地だと家か畜ちくと変わらない扱いをされているらしい。

　しかし、ヴェルデの奴キャラが変わりすぎだろ。ゲームだと〝ぼ、僕ぼくには分かりません。パパに聞いてきます〟がお約束の台詞せりふだったのに。

「分かったよ。あまり深入りしないように立ち回るさ。それで相談ってのは、なんだ？」

　表面的な付き合いと、どっちつかずな態度はサラリーマン時代に散さん々ざん鍛きたえてきたし、どうにかなるだろう。

「はい、うちの支店で布を専門に扱っている店があるんですが、ここ何日か五色の布が飛ぶように売れているとの報告がありました。そして布を主に買っているのは、うちの学生らしいんですよ」

「例の派閥か」

　布の色は白・赤・水色・黄色・紫の五色との事。白はマリーナ派、赤はヴァネッサ派、水色はアニエス派、黄色はベル派、そして紫はボーンタ派が買っているらしい。

「ええ、所属している派閥の色の布を身に着けている生徒が大勢いました」

　学生時代って、そういうノリ好きなんだよね。

　ヴェルデの話ではスカーフやバンダナのように使ってみたり、これみよがしに腕に巻いている生徒もいるそうだ。

「どうせ下したっ端ぱの連中が勝手に盛り上がってるだけだろ。そのうち恥ずかしいって気付いて止やめるさ」

「そうもいかないんですよ。布を身に着けていない生徒が強引な勧誘にあっているんです。そこで僕達ジョージ派でもシンボルカラーを決めようと思いまして」

　そう言ってヴェルデが取り出したのは、灰色の布。ジャパニーズサラリーマンスーツのポピュラーカラー、グレーである……俺のイメージはグレーなんだろうか。

「それをシンボルカラーにしろと？」

「ええ、ちょっと在庫がダブついてまして……いえ、渋しぶい灰色は大人っぽいジョージ様を連想させますので」

　本音は在庫処理かい。まあ、あまり派手な色を選ばれるよりマシだけど。

「わかったよ。お前に任まかせる。その代わり価格は抑えてくれよ」

　うちのクラスは金持ちが少なく、バイトや家業の手伝いをしてる奴も多い。余計な負担はかけさせたくない。

「ジョージ様、ちょっとよろしいですか？……丁ちよう度どいい、ヴェルデ君もいますね。新しいマジックアイテムを作ったので、見てもらえますか？」

　と、俺達二人の所にやって来たのはヘッポコ発明家のヘゥーボ。グルグル眼鏡めがねがピカッと光った。

「いいけど、何を作ったんだ？」

「これです。消えるインク〝秘密まもる君〟です」

　ヘゥーボが取り出したのは小さなインク瓶びん。しかし、ネーミングセンスのなさはゲームと変わらないな。

「消えるインク？　文字が消えたら読めなくなるじゃないですか」

　さすがは商人狸。既に値踏みに入ってやがる。

「フ……。この秘密まもる君の凄いところは、自由自在に文字を消したり浮かび上がらせたり出来るところなんです。これがあれば機密文書の秘ひ匿とく性せいは更さらにアップ……ついてきて下さい」

　ヘゥーボが肩で風を切りながら向かったのは理科室。理科室にはバットが置かれており既に準備万端だ。

「まず秘密まもる君をペンにつけ文字を書きます。そして数秒すると字は綺き麗れいさっぱり消えるんです」

　確かにヘゥーボの書いた文字は跡あと形かたもなく消えた。

「どうしたら文字が出るんですか？」

「秘密まもる君は熱に反応するんです。見ていて下さい」

　ヘゥーボはヴェルデのジト目を華麗にスルーしながら、バットにお湯をはった。そしてそこにさっきの紙を投入すると──

「……紙が跡形もなく溶とけて消えたな」

　これぞ安心のヘゥーボクォリティー。

　さすがは違う意味で期待を裏切らないエルフ。

「待って下さい。火で炙あぶれば大丈夫です………って、熱いっ」

　今度は紙に火が燃え移り焼けてしまった。そしてズドンと落ち込むヘゥーボ。

「字が読めないと意味がありませんよ。商品としての価値はありませんね。ジョージ様はこの後新規事業の面接が控ひかえているんです。終わりますよ」

　ヴェルデの情け容よう赦しやない突っ込みが炸さく裂れつする。

　確かにこのままでは何の意味もない。でもあれを使えば……。

「二人共ちょっといいか？」

　ヘゥーボの才能も俺がうまく活いかしてやる。
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　ヴェルデとヘゥーボに指示を出した後、俺はカリナの店に寄る事もなく城に直帰した。城に着くと休憩も入れずに、そのまま会議室へと向かう。俺の側近は男の割合が高いせいか、会議室はいつも男臭い。ハウスキーパー部門の職員から会議終了後には換かん気きの徹てつ底ていをお願いされているくらいだ。

　しかし今日の会議室には、女性独特の甘い匂いが充じゆう満まんしていた。

（胸に視線を移すな……男のチラ見は女のガン見。これが通勤電車なら痴漢冤えん罪ざいが怖くて、絶対に逃げてたな）

　大勢の異性に囲まれて幸せを感じられるのは、勝ち組か自信家の人だけだと思う。俺はこの世界レコルトでは勝ち組の貴族であるが、その中身は負け犬根性が染み付いてる独身中年なのだ。

「皆様、初めまして。ジョージ・アコーギです。今回はアコーギ領の新規プロジェクトに応募してくれた事を感謝します」

　新規プロジェクトに応募してきたのは全部で二十五人。種族も年齢もバラバラ、彼女達に共通しているのは現役の冒険者という事だけだ。護衛や魔物退治で日常的に命のやり取りをしているせいか、皆威圧感が凄い。優しげな顔付きをしている神官でさえ、ヤクザ顔負けの威圧感を放っている。

「質問がある。私達は長期の護衛という話を聞いて来たんだ。まさか、お前の寝室の護衛をしろってんじゃないよね」

　最初に口を開いたのは、齢よわい三十そこそこの猿えん人じん女性。ここで機き転てんの利いた言葉で彼女のハートを鷲わし摑づかみに出来れば格好良いんだろうけども、俺にそんな芸当が出来るわけがない。

「口を慎つつしみなさい。貴女あなた方より歳は下ですが、ジョージ様はボーブルの領主です。本来なら直じき答とう等出来ない事を忘れないように」

　オデットさんが冷徹な言葉で猿人女性の質問を、ピシャリと封じ込めた。実力で敵かなわないし、女性相手に口で勝てるわけがない。だからオデットさんに応援を頼んだのだ。

　……直答云々言ったが、うちはその辺は結構フランクである。仕事だから敬語は徹底しているが、取り次ぎを使う事はほとんどない。

「皆様にお願いしたいのは、夏季にオープンする総合商店の護衛です」

　俺に出された課題『女性が喜ぶ施設』。

　その答えが服屋、宝飾店、レストラン、デザートショップ、イベント広場を一か所に集めた総合商店だった。ヴェルデには驚かれたが、日本にあるショッピングモールを丸パクリしただけである。

　そんな簡単に女性を喜ばすオリジナルアイデアが出せていたら、三十前に結婚出来ているのだ。

「質問があります。なんで護衛を女性冒険者に限定されたのですか？」

　おずおずと手を挙あげたのはエルフの神官。彼女の疑問ももっともだ。何しろ冒険者は男の方が多い。女性冒険者限定で依頼するのは、同性に護衛してもらいたい女性か助平すけべな男だけである。今回の依頼を見た人の中に、俺の事を後者の人間と判断した人がいるかもしれない。

「今回の総合商店のメインターゲットは、貴族の女性です。厳いかつい男性冒険者が護衛をしていたら、お客様にリラックスして買い物を楽しんで頂いただけないと思うんですよ。他にもありますが、これ以上は護衛をお願い出来る方にのみお話ししたいと思います」

　冒険者の中には、粗そ野やな言動を好んで使う奴が結構いる。中には女性にエロい事を言って喜ぶセクハラ野郎もいるらしい。早い話が男性冒険者の中には民度が低い人もいて、今回の依頼には向かないのだ。

「ボーブル城に勤つとめている友人から〝福利厚生が充実してるし、有給も取りやすいから絶対に受けなさい〟と言われたんですが、本当ですか？」

「ええ、総合商店の近くに女子寮を作りますし、各集落から送迎ゴーレムバスが出ます。また、ボーブル製の装備を社割りで購入する事ができます。この後、個人面接になりますので、そのままお待ち下さい」

　わざわざ送迎をしなくてもと言われたが、総合商店で働くのは護衛の人だけではない。店員や調理員、清掃担当の人も必要だ。当然、その人達には給料がかかる。どうせ給料をかけるんなら、ボーブルの領民に金をかけて内ない需じゆの拡かく大だいを狙うのだ。
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　会議室から退室すると、どっと疲れが押し寄せてきた。虎オデツトさんの威いを借かりてはみたが、強者から受けた威圧感だけで狐おれはクタクタです。何とか執務室まで移動して、椅子に倒れ込むようにして座る。

（さて、誰を残すかな）

　何しろＶＩＰを対象とした施設だ。安全に配慮しなければならない。彫ちよう像ぞうに擬ぎ態たいさせたゴーレムを各所に配置しているし、騎士団が外周を定時でパトロールを行う。

　問題は施設内の警備。買い物を楽しむ施設にゴツい鎧を着た騎士がいたら興きよう醒ざめだろう。

「お疲れ様です。ホットミルクをお持ちしました」

　サンダ先生が持ってきてくれたのは、蜂はち蜜みつ入いりのホットミルク。柔やわらかな甘みが疲つかれた胃に染しみ込こんでいく。

「ありがとうございます。個人面接にはサンダ先生も参加して下さいね」

　個人面接にはサンダ先生・オデットさん・ボルフ先生・ロッコーさんの四人にも参加してもらう予定だ。

「もちろん、お任せ下さい。しかし、なんで女性冒険者に限定されたんですか？」

　サンダ先生が興味深げに尋たずねてきた。

「この世界の女性、特に貴族の女性は男に抑よく圧あつされています。だから男を気にせずに気ままに買い物を楽しめる場所を提供したら喜んで貰えると思ったんですよ」

　母さんの扱いを見たら貴族の女性に自由がないのが分かる。そして自由があれば物凄く輝ける事も。

「しかし、それなら男性冒険者や騎士でもうまく出来ると思うのですが」

「そして二つ目。女性貴族を対象にしてますが限定は出来ませんからね。怪あやしい人も来る可能性が高いでしょう？　サンダ先生は万引きした女性の身体検査は出来ますか？」

　万引きした品が出てきても、異性に体を見られたとあっては大問題になってしまう。

「確かに。同性なら問題ないですし、スカウト職や盗賊上がりの冒険者なら万引きを見逃さないですもんね」

　餅もちは餅もち屋やではないが、盗みを防ぐにはプロに任まかせるのが一番なのだ。

「そして三つ目。男性冒険者の中には、貴族の女性に近づいて出世を狙ねらう奴がいます。既婚のお客様や婚約者のいるお客様を口く説どかれたらたまりませんからね」

　何しろ貴族の男はプライドが高い。いくら恋愛感情を持っていない配偶者や婚約者でも寝盗られたら激怒間違いなしだ。

「貴族の女性と冒険者の恋は劇でも定番ですしね」

　危険なアバンチュールを楽しむのは勝手だが、巻き込まれるのは勘かん弁べんだ。

「そして最後に彼女達には総合商店で売る新しい服を着て仕事をしてもらいます。総合商店では女性の様々なファッションを提案していく予定なので」

　ＰＣに残しておいて良かった、キャラ画像。俺にはファッションセンスなんてないからキャラ画像を仕立屋に見せて作ってもらう予定だ。

「このシークレットトークとは、なんですか？」

　オープン初日のタイムスケジュールを見たサンダ先生が質問をしてきた。

「それは後のち々のちのお楽しみですよ」

　執務室から出て行くサンダ先生の背中を見ながら、そっと溜ため息いきを漏もらす。サンダ先生に言ったら絶対に怒られるし。
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　……もう、おじさん疲れました。

　ヒロインズ＋αチームによる派閥の色分けが予想外の事態を生んでしまった。各派閥の勧誘が激化してしまったのだ。脅迫紛まがいの強引な勧誘や、他派閥による引き抜きまで出てきて学校でも問題になっているのだ。

　ちなみに派閥の中では、俺の所が一番所属人数が少ない。どうせ担ぐなら年ねん中じゆうしかめっ面つらのブサメンより、勇者の血を引く美少女やイケメンのヤンキー貴族の方がいいとの事。

（しかし、俺にどうしろってんだ……）

　華美な装飾が施ほどこされた手紙から発せられる圧力プレツシヤーが胃を傷いためつける。ただでさえ、農作物の育ちが芳かんばしくなくてストレスが溜まっているのに。

「またお願いの手紙が届いたのか？」

　執務室で机に突つっ伏ぷしていると、ボルフ先生の溜め息混じりの声が降ってきた。

「今度はモデスト男爵からですよ。五女のイリヤさんがヴァネッサグループに深入りしてるから、何とかして欲しいとの事です」

　何とかしろと言われても、イリヤさんと面識がないからどうしようもない。下手に声をかけて勧誘と勘違いされたら、藪やぶ蛇へびだし。

「ヴァネッサって、確か奴隷制反対を唱となえてるんだよな」

　そしてイリヤさんの父モデスト男爵は奴隷推進派に属ぞくしている。

「男爵は一代爵位ですからね。奴隷推進派のトップ、ゴルド公爵の耳に入る前に何とかしたいんでしょ」

　それこそ爵位を持たない小こ倅せがれにお願いするくらいに追い詰められているんだろう。

「しかし、最近この手の手紙が随分届くな。お前みたいな嫌われ者に頼んでも、効果は期待出来ないってのによ」

　ボルフ先生の言うとおり、俺は各派閥から満まん遍べんなく嫌われている。

　マリーナ派からしたら、俺は金でマリーナを縛しばっている嫌な男に映っているだろう。

　ボーンタ派からしたら、俺は大人の力を借りて仲間を他領に追いやった嫌な奴だろう。

　ヴァネッサは祖そ父ふヴァレリーを尊敬しており、ヴァレリーの援助を断った爺じいちゃんを憎んでいるという。ちなみにヴァネッサはマリーナの親友でもある。

　アニエス派は金を稼かせいでいる癖くせに寄付を出だし惜おしむ俺の事を卑しい男だと軽けい蔑べつしているそうだ。

　ベル派には当然ドワーフが多い。俺のスカウトで親戚や幼おさな馴な染じみと離れ離れになった人が少なくないと聞く……こんな俺にどうしろというんだ。

「親の勧すすめる派閥に入っていれば問題ないんですけどね。寧むしろ逆の方が多いみたいですよ。何より各派とも主張に正当性があるから、親御さんも反対しづらいみたいですね」

　最初は親が勧めた派閥に入っても、勧誘で別の派閥に移るパターンが多いらしい。

「それで、お前はどうするんだ？」

「今は何もしませんよ。第三者に頼んで諫いさめてもらうしか出来ませんし」

　俺が下手に首を突っ込んだら逆効果だ。ましてやイリヤさんは女性。俺にその気がなくても、いくらでも悪い噂うわさをたてられる。

「今はか……」

　そう、今は動く時期じゃない。派閥の勧誘や引き抜きが激化すれば、もっと大きなトラブルが起きると思う。全員が全員、派閥の掲げる主張を正しく理解しているとは限らない。

　人を率ひきいるのは、とんでもなく大変なのだ。有給申請の多さと、とんでも陳情クレームに苦しんでる領お主れが言うんだから間違いない。

　そんな簡単に道路は出来ないし、財政が黒字だからって税金は下げられないっての。
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　俺は一応、中学生だ。よっぽど仕事が忙しくなければ、授業を休む事はない。今も真面目に授業を受けている。受けているけど……ある人物が気になって授業に集中出来ないでいた。

　そして俺は配下思いの領主だと思う。決して家柄や見た目で贔ひい屓きはしない……いや、親御さんが実力者の時は、多少は配慮してしまうが。

（おいおいおい、春の陽気で、おかしくなったんじゃねえだろうな）

　今朝からドンガの様子がおかしい。授業中も心ここにあらずといった感じで、全く聞いていなかった。

　そして病状は放課後にマックスになっていた。今俺は、ドンガ、カリナ、ヴェルデ、そして最近俺の派閥に入ったコニー・ラパンの五人で帰き路ろについていた。この面子メンツでいけば、どうしてもドンガが余あまってしまう。それにもかかわらず、ドンガのテンションが高いのだ。

「ウフッ、ウフフッ。ジョージ様、春は良いだなー。心がウキウキしてくるだ」

　もう、ニヤケ顔全開で今にもスキップをしそうな勢いだ……見た目で贔屓をしない俺でも、ドン引きしそうなくらいに気持ちが悪い。

「お、おう。何か良い事でもあったのか？」

「聞きたいだか？　聞きたいだよねー。しょうがないだなー」

　ドンガはそう言うと顔を赤らめながら、モジモジしだした。

（ヴェルデ、ヴェルデ。ドンガの奴なんか悪い物でも食ったのか？）

（思い当たるのは、ウォールナットさんと日直が一緒だったくらいですけど）

　ミリカ・ウォールナットは、ドンガが片思いしている栗り鼠す人びとの少女だ。そう、あくまでドンガの片思い。肝かん心じんのウォールナットさんは、同じ栗鼠人の少年ケイン・ナッツに惚ほれている。

「と、取とりあえず聞かせてくれ」

「今朝、ウォールナットさんから〝ハンカチを忘れたから、ドンガ君が腕に巻いてる布を貸して〟って頼まれただよ。これって仲良しになれた証拠だよな」

　ドンガが腕に巻いてる布。それは俺の派閥に入っている証あかしの灰色の布だ。

「おう、かも知れない……」

『カリナ、ラパンさん……本当にウォールナットさんはハンカチを忘れたの？』

『いや、あたいはミリカが自分のハンカチを使ってるのを見たぞ』

『ミリカは何い時つもケイン君の分と二枚ハンカチを持ってきていますよ』

　ミリカはケインに誘われてボーンタ派に入ったはず。……なんか嫌な予感しかしない。
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　嫌な予感って、当たるんだよな。ラッキーな予感は滅めつ多たに当たらないけど。

　昨晩、マリーナ派に所属している少女が誰だれかに襲われたらしい。

　その側そばに落ちていたのは灰色の布。そう、俺の一派に属している奴しか持っていない物だ。

　そして珍めずらしい事にマリーナが朝一で俺を訪たずねてきた。

　でも、どう見ても婚約者に会いにきたって感じではない。

「最低です。仲間を使ってメイリーちゃんを襲わせるなんて」

　はい、久し振りに会った婚約者になじられています。襲われたのは、兎うさぎ人びとの少女メイリー・イナバ。

「もう一度聞く。イナバさんが抵抗した時に布が外れたんだよな」

「そんなの貴方が一番分かってるんじゃないですか？　か弱いメイリーちゃんを狙うなんて、卑ひ怯きようです」

　マリーナとメイリーは小学校からの友達で仲も良かったらしく、当然マリーナは激怒している……そして俺も怒っていた。

　手の込んだ悪事を企くわだてた犯人に。

「その布は、今どこにあるんだ？」

　布があれば冤罪を晴らせる。問題はどうやって真犯人を追い詰めるかだ。

「動かぬ証拠として私が保管しています。放課後、王宮騎士団に届けますからね」

　マリーナが鞄かばんから取り出したのは灰色の布。話を聞いて調べさせたら、行方不明になっているのはドンガの布だけだったから、あの布はドンガの物だろう。ドンガも事実に気付いてるらしく、半ベソ状態だ。

（さてと、鑑定………………やっぱり、そうか）

　鑑定のスキルが上がったらしく、時間をかければ色んな情報を得る事が出来るようになっていた。

「ちょっと、その布を貸してくれないか？　昼休みにでも俺達が犯人じゃないって証明してやるよ」

「駄目です。そんな事言って、証拠隠いん滅めつをするつもりなんじゃないですか」

　信用ないな、俺……いや、この状況じゃ、どんな関係でも信用されないか。

「そうしたら婚約を解消するなり何でも言う事を聞くよ。布は第三者に預あずかってもらってもいいし」

　この世界には指紋を採取する方法なんてないから、持ってるだけでは証拠を消す事は出来ない。

「それならあたいが預かるよ……メイリーはあたいの幼馴染みでもあるんだから、文句はないよね」

　一緒にマリーナの話を聞いていたカリナがそう提案する。メイリーさんが襲われた事を誰よりも怒っていたカリナの提案に、マリーナも渋しぶ々しぶ納得した。

「昼休みですよ。証明出来なかったら、覚悟して下さい」

　マリーナが出て行ったのを確認して、俺は指示を出す。

「ヘゥーボ、例のインクを持ってこい。ヴェルデは証明に使うあれを持ってきてくれ」

　さてと、逆襲の始まりだ。
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　俺のしている事は、ある意味大人気ないだろう。相手は貴族とはいえまだ中学生だ。そんな子供相手に自領の兵士を動かしているんだから。

　二時間目の休み時間、俺はボルフ先生と校舎裏で落ち合っていた。

「詳くわしい状況が分かったぞ。メイリー・イナバはバイトの帰りに襲われたらしい。場所はメインストリートから外れた裏路地。バイトの帰りいつもその道を通っていたそうだ」

　王都リュエルには情報収集専門の職員を常駐させている。その中でもアサシンギルドに所属していた人の情報収集能力は抜ばつ群ぐんで、大した時間もかけずに事件の概がい要ようを摑つかんでくれた。

「例の奴らとの接点は摑めましたか？」

　今回の事件は中坊こどもがした悪戯いたずらでは済まされない。もし、このまま俺の派閥の人間が犯人と決めつけられたら、ボーブルの経済的損そん失しつは計はかり知れなかっただろう。

　何より許せないのは無関係の少女を巻き込んだことだ。イナバさんは、右腕の骨が折れられた上に、顔に大きな傷を負ったらしい。

「ああ、その路地の近くに奴らの溜まり場があるそうだ」

「ロッコーさんに連絡して女性神官をイナバさんの家に向かわせて下さい。それと護衛として、この間契約した女性冒険者を派遣します」

　何しろ真犯人は男。男性神官や騎士を向かわせたら、恐怖感を煽あおるだけだ。

「しかし、お前の鑑定魔法は便利だな。装備した人間まで特定出来るんだからよ」

　鑑定の結果、最後に布を身に着けていたのはボーンタ・オッニゾーリだった。多分、ボーンタに布を渡したのはケインだろう。そしてケインに渡したのは、ミリカ・ウォールナットだと思う。

「最後に装備した人間を知るまでとなると、一分以上鑑定しなきゃ駄目ですけどね」

　女性の装備品を鑑定する時は、気を付けないとセクハラ扱いされそうだ。

（あの時にこの力があったら、もう少しうまく立ち回れたのかもな）

　ふと、前世の事を思い出す。彼女を鑑定して、違う男の名前が出てくるのは嫌だけども、あんな醜しゆう態たいを晒さらす事もなかっただろう。

「でも、今のままじゃボーンタがやったっていう証拠がねえぞ」

　確かにボルフ先生の言うとおりだ。俺の鑑定をマリーナが信じるとは思えないし、ボーンタも一笑にふすだろう。何しろ二人とも、俺を信用していない。

　だったら嫌でも信じてもらおう。
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　昼休みに俺が呼び出されたのは学校の講堂だった。各派閥の生徒が集まっており、かなりの人数になっていた。

「逃げずによく来ましたね」

　マリーナがゴミを見るような目で俺を見ている。いや、講堂にいる殆ほとんどの生徒から、軽蔑の視線を向けられていた。

「この状況で逃げたら、俺が犯人ですって言ってるようなもんだからな」

　それに今更マリーナやヒロインズの評価が落ちても痛くも痒かゆくもない。でも、世間の評判を落とす訳にはいかないのだ。

「それで真犯人は分かったのかい？　これに懲こりたらちゃんと手下に手た綱づなを付けときな」

　ヴァネッサは正義感が強い性格だから、口を挟はさまずにはいられないんだろう。

「犯人は例の布が教えてくれますよ。ヴェルデ頼む」

「はい、ジョージ様」

　本来ならヘゥーボの晴れ舞台なんだけども、衆目に曝さらされるのは苦手との事でヴェルデにお鉢はちが回った。大人相手に幾いくつもの商談をまとめてきたヴェルデなら、中学生相手に気き後おくれする事はないだろう。

「それはギリアム商会で出しているドライヤーですね。ヴェルデさん、それを何に使われるのですか？」

　アニエスはロングヘアーだから、ドライヤーの愛好者らしい。

「はい、私達ジョージ派が身に着けている布にはある仕掛けが施してあるんですよ。ドライヤーで熱を加えると、こんなふうになります」

　布にドライヤーをあてると、徐じよ々じよに文字が浮かび上がってくる。

「Ｎｏ．３ヴェルデ・ギリアム？」

「ええ、この布には特殊なインクを染み込ませているんですよ」

　ヘゥーボのインクを見た時、俺は偽ぎ造ぞう防止に使えるんじゃないかと考えたのだ。早い話がインクでシリアルナンバーを仕込んだのだ。

「へー、凄いな。装備者の名前が分かるんだ。ヴェルデ、これ俺の杖にも使えないのか？　なあー、頼むよ、ダチだろ」

　ヴァネッサさん、凄い食い付きです。それと俺の時と違って、もの凄くフレンドリーです。

「分かりました。しかし、まだ木材や金属に染め付ける方法は開発してませんので、滑り止めの布に染め付けてみては如何いかがでしょう？　それと分かるのは最後に装備した人の名前ですよ」

　講堂がざわめく。察さつしの良い奴はもう分かったんだろう。

「ねえー、マリーナー。どういうこと？　僕にも教えてよー」

　どうやらベルは分かってないらしく、上目遣いでマリーナに尋ねていた。

「メイリーちゃんが襲われた現場に落ちていた布にドライヤーをあてれば犯人が分かるってことよ。……カリナちゃん、お願い出来るかな」

　マリーナが険けわしい顔をしながら、カリナに布を手渡す。カリナは頷いて、受け取ると布に風をあて始めた。

「ああ、あたいも犯人を知りたいからな……Ｎｏ．２ボーンタ・オッニゾーリ。……ちなみに２はドンガの番号さ。そしてドンガは昨日、ミリカに布を貸している……ミリカ、何か言う事はあるかい」

　みんなの視線が集中するが、ミリカは押おし黙だまったままだ。

「やれやれ、だんまりかい。あたいはこういうのは苦手だからジョージ、あんたに任せるよ」

　だんまりっていうより、ミリカは誰かを庇かばっているのだろう。

「この布はドンガの物だ。そうするとある矛む盾じゆんが出るんだよ。ドンガは昨日の夜ボーブルの自宅にいた。つまりドンガにはアリバイがある。それにドンガは普段、布を腕に巻いてるんだ」

　ドンガの身長は今や百九十を超えている。今はしょんぼりと肩を落として小さくなっているけど。

「メイリーの身長は百三十ちょっと。どうやってもドンガの腕には手が届かないのさ」

　さすがはカリナ。何より伝説の傭兵ギガリさんに鍛えられているドンガが素人の女の子メイリーさんに大切な布を取られるわけがない。

「ウォールナットさんがここまで庇う奴は一人しかいない……ケイン、お前がボーンタにドンガの布を渡したんだろう？　ボーンタ、お前達が襲撃事件のあった路地の近くに、いつもたむろしてるのはもう調査済みだ」

　ボーンタは、メイリーさんが人気のない路地を使うのを見て、今回の一件を思い付いたんだろう。

「だったら、どうした!?　また大好きな爺じいさんにチクるのか？　大人におんぶに抱っこなお前に何が出来る!!　俺は大人の作ったルールになんか縛しばられないんだよ」

　ボーンタの叫び声が講堂に響く。目を吊りあげ、憎にくたらしそうに俺達をにらんでいる。貴族の子弟とは思えない乱暴な口の利き方である。でも中学時代って、そういうのが格好良く思えるんだよな。

「大人の作ったルールに縛られない、か……お前は、バレても自分が罰ばつせられないのを知ってたからやったんだろ？　減らず口は、テメエで銭ぜにを稼かせいでから叩たたいた方がいいぞ」

　現行の法律でいけばメイリーさんへの暴行は罪には問えない。ボーンタは貴族の子弟で、メイリーさんは獣人。そこには身分の差がある。ただ、俺を陥れようとした事は罪に問えるはず。問題はオッニゾーリ家がどうでるかだ。また金で解決しようとするだろうか……それとも。

「金に執着する守銭奴領主と違うんだよ……お前ら、行くぞ!!」

「ケイン、行くのは自由だし止めないが、自分のした事をきちんと考えとけ」

　ここでケインとウォールナットに謝らせても、ドンガが惨みじめになるだけだ。

　ボーンタは周囲を威嚇しながら、講堂を出て行った。ケインとウォールナットさんもバツの悪そうな顔で後に続く。

「ジョージ、ありがと……マリーナ、ジョージに謝りな」

　カリナの問いかけにマリーナはただ俯くだけだった。

「別にいいよ。それにまだ何も終わってないし……ほら、ドンガ、行くぞ」

　謝られてもメイリーさんの傷は癒いえない。何より半ベソかいてるクマ小僧ドンガを講堂から連れ出すのが先である。
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「ジョージ様、午後の授業はお休み下さい。ローレン様からお呼び出しがかかっております」

　講堂を出た俺を待っていたのはサンダ先生だった。事態が事態だけに爺ちゃんにも、報告をしておいたのだ。

　馬車を使えば学校からコーカツ家の別邸までは何分もかからない。コーカツ家の別邸に着くと、有う無むも言わせずに執務室へと通された。

「ジョージ、うまく動いたようだな。しかし、最後に身に着けた者が分かるインクとは、どういう仕組みなんだ？」

　修羅場馴れしているだけあり、爺ちゃんの顔には余裕がある。

「あれはフェイクだよ。鑑定で最後に身に着けたのがボーンタだって分かったから、名前を後から書き加えたのさ。こっちの世界の人間って魔法を過信する傾けい向こうにあるから、そこに付け込ませてもらっただけだよ」

　日本というか地球では古典的なトリックである。念のため、ヴェルデの他にカリナやラパンさんの布にも細さい工くをしておいた。後日、魔法の継続効果が短かったから、装備者判定効果は廃止にしたって言えば大丈夫だろう。

「オッニゾーリの孫は、まんまとお前に騙だまされたという事か……今回の落とし所は、どう考えている？」

「ここで金を要求したら、オッニゾーリ家から恨うらまれるだけだから難しいよね」

　前回の賠償金は、オッニゾーリ家の家計に大打撃を与えたそうだ。それにこれ以上賠償金を請求したら、オッニゾーリ領の税率が上がってしまうかも知れない。

「ふむ。なら、他には一族の誰かを妾めかけとして貰い受けるか、宝飾品か家伝の武具を貰うかだな」

　妾なんてもらったら、母さんやオデットさんに叱られてしまう。あの時のオデットさんの笑顔は、未だに俺のトラウマなのだ。

「やっぱりボーンタに罰を与えて貰うのが一番妥当でしょうね。一度、痛い目に合わないと懲りないでしょうし」

　出来たらオッニゾーリ家が自発的にやってくれたら助かるんだけど。
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　それから爺ちゃん達と今後の対策について話し合いをした。事が事だけになかなか進まずに、気が付けば三時間がすぎていた。でも。さすがにローレン・コーカツが立てる策には隙がない。

「もう、こんな時間か。どれ、ちょっと一休みするか」

　爺ちゃんが人を呼ぼうとしたら、タイミング良く扉がノックされた。

「ジョージ様にお客様でございます。獅子人の娘ですが、ただならぬ様子でございます。お通ししてよろしいでしょうか？」

「……獅子人の娘？　名はなんと言うのだ……分かった、通せ」

　爺ちゃんは執事と小声で密談した後、静かに頷いた。

　獅子人の娘……カリナだろうか。もし、カリナだとしたら、まずい。いくら俺の知人とはいえ、ローレン・コーカツの私邸に獣人の娘が来るのは前ぜん代だい未み聞もんの出来事のはずだ。

「ジョージ、大変だよ？　ケインがボーンタの仲間を辞めるって言ったら、あいつらに連れて行かれたんだ？　そしたらミリカがドンガに泣いて頼んで、二人でボーンタ達を追い駆けて……仲間の中じゃ、あたいが一番足が速いから来たんだけど……」

　だがカリナは余よ程ほど不安だったらしく俺を見つけるなり、目に涙を浮かべながら抱き着いてきた。

「分かった、場所は予想がついてるから、俺も行くよ……爺ちゃん頼みがあるんだけど……」

　爺ちゃんを見たら、ニヤケ顔で親指を立てていた。うん、爺ちゃんと母さんは間違いなく父娘だ。

「ジョージ、馬車と兵を貸すから急げ。それとカリナ・アイビスさん。朴ぼく念ねん仁じんな孫ですがよろしく頼みます」

　後から聞いた話だが、カリナの事は母さんが爺ちゃんにしっかり報告していたらしい。
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　急いで事件があった路地に向かうと、ドンガがケインとウォールナットさんを背中に庇いながら、戦っていた。

　でも、多勢に無ぶ勢ぜいで体中傷だらけである。

「ドンガ・シンセロは我が配下だ。その者達を拘束しろ」

「ドンガ君は僕の友達です。皆さんお願いします！」

　同じ時、ヴェルデもドンガを助けるために、私兵を引き連れて駆け付けてくれた。コーカツ家の兵士とヴェルデ商会の私兵が相手では、ボーンタ達が敵うわけもなく瞬またたく間に捕縛されていく。

「ドンガ!!　大丈夫か……ハイドロヒール！」

「……ジョージ様、おで悔くやしいだ。修行したのに大切な人も守れなくて悔しいだよ……」

　ドンガは大粒の涙を溢こぼしながら大泣きした。負けた悔しさと、失恋の悲しみが混じった涙である。

「これだけ出来りゃ上出来だよ。頑張ったな」

　ヴェルデに目配せしてケインとウォールナットさんを移動させる。

「お、おで、ウォールナットさんの事、本当に好きだったんだ。でも、ウォールナットさんはケイン君の事を好きで……一生懸命修行したのにうまく戦えなくて、おでおで」

　ドンガを懐ふところに抱き寄せる。でかい図体はしているが、こいつはまだまだ子供なんだ。












「泣きたいだけ泣けよ。そして俺に付いて来い。あの二人が悔しがる位に凄え奴にしてやるから」

　ひとしきり泣いた後、ドンガがしゃくりをあげながら尋ねてきた。

「凄え奴って、何か当てはあるだか？」

　丁度、タイムリーすぎる当てがある。

「今度、イグニス荒こう野やに修行に行く。お前も付いて来るか？」

　ドンガは無言で力強く頷く。その顔はさっきより少しだけ大人びていた。

「あたいも行くよ。ダチを守れるようになりたいし……それに、ローレン様に頼まれたしね」

　カリナは何かを誤魔化すように、早口でまくし立てた。装備の確保、パーティーの連れん携けい、考える事がさらに増えた。でも、頑張ろう。こんな俺に付いてきてくれる人のために。
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　メイリーさん襲撃事件から一週間が経たった日、俺は王都リユエルにあるコーカツ家の別邸に呼びだされていた。

「ジョージ、この間の事件に判決が下った。ケイン・ナッツとミリカ・ウォールナットは市民権を一定期間剝はく奪だつされ強制労働の刑だ」

　爺ちゃんが淡々と二人の刑を告げる。

「期間は進学にかかった金を払い終えるまでだよね。推すい薦せんした貴族の面子もあるし」

　元々二人はハイードロ進学基金で中学校に通っていた。犯罪に加担した奴に、引き続き公金をかける訳にはいかない。二人にかける予定だった金は来期に回すそうだ。

　そして進学基金の対象者に選ばれるには伯爵以上の爵位を持つ貴族からの推薦が必要らしい。二人はその貴族の面子を見事に潰してしまったのだ。プライドの高い貴族なら処刑しかねない。

「あまり軽くしては進学基金が廃止になりかねないからな。そしてボーンタ・オッニゾーリはオッニゾーリ家から離縁となり、ゴルド公爵領領都グロリアスで幽閉となる」

　つまりボーンタは、継承権だけではなく貴族としての地位も失った事になる。

「ゴルド公爵領？」

　普通、幽閉に選ばれるのは辺へん鄙ぴな場所と決まっている。ゴルド公爵領領都グロリアスはオリゾン有数の大都市で、幽閉場所には相応ふさわしくない。

「オッニゾーリ家はゴルド公爵派だったからな。ゴルド公爵が相当な圧力を掛けたらしい。〝何い時つまでも問題児を放っておくから、コーカツに付け込まれる事態を招まねいたんだぞ。お前が出来ないんなら、俺の所で教育し直してやる。領地を失うのが嫌なら、分かるよな〟と」

　爺ちゃんの息がかかった貴族や騎士がゴルド公爵派に潜り込んでいて、その人達からの情報だそうだ。

「まさか……」

　ボーンタは三男で以前に俺を襲った時に継承権を失っている。オッニゾーリ伯爵は継承権のないヤンチャな三男ボーンタと領地を天秤に掛けさせられたんだろう。ボーンタが無事ゴルド公爵領に着いたら、修行を名目になぶり殺されるかもしれない。それよりも、苦しませずに逝いかせる方が……。

「うちのギルドにも依頼が来たそうだ。もっとも、ここで動いたら、お前からの依頼と邪じや推すいされかねないから断ったみたいだぜ。依頼を受けたのはナイトクロウの連中さ。彼奴きやつらは義賊を自称して筋が通ってる依頼なら何でも受けるからな」

　後ろに控ひかえていたボルフ先生が情報の補足をしてくれた。ナイトクロウは、闇のヒロイン、ユリア・ナイテックが所属している義賊だ。構成員は動物に因ちなんだコードネームを持ち、ユリアの場合は美少女怪盗ナイトキャット……ユリアが美少女だったから良かったようなものの、よっぽどの人じゃなきゃハードルが高いコードネームだと思う。

「暗殺ですか……」

　ボーンタのした事は許せないしムカつく。でも、あいつはまだ子供だ。やり直す事はいくらでも出来ると思う。何より、いい年した大人が餓が鬼きを犠牲にするのが許せない。

「ジョージ、納得がいかないって顔をしているな。だが、今のお前ではゴルドはおろかオッニゾーリにも勝てない事を忘れるな。領主が優先するのは自分の感情や義憤ではなく、領地の安全と領民の生活だ……今のお前の力では、いくら喚わめいても負け犬の遠吠えにしかならぬ。悔しかったら力を付けろ」

　爺ちゃんの言うとおり、今の俺はゴルド公爵はおろかオッニゾーリ伯爵にも勝てない弱小領主だ。負け犬の遠吠えと分かっていて叫んだら、ゴルド公爵はここぞとばかりに名めい誉よ毀き損そんだと俺を責め立てるだろう。そうしたらボーブルは経済的に打撃を受けるし、下手をしたら廃領にされる危険性もある。

「……リーマンの時は、貴族になったら好き勝手出来ると思ったんだけどな。なってみると案外不便なもんだね」

　領民の支持を得ようと思ったら清く正しく優しい領主でなくてはいけない。でも、優しいだけの領主は領民になめられる。そんな事したら衆愚政治モボクラシー一直線だ。

「政治に携わる貴族は、常に綱渡りをしてるようなものさ。力を付ければ付けるほど、渡らなきゃいけない場所も高くなって、綱を踏ふみ外はずしたら、奈落の底まで真っ逆さまだ」

　でも、力がなきゃ言いたい事も言えないと。

「弱小貴族は利用できる物は利用しないといけないと……爺ちゃん、お願いがあるんだけど」

　俺は勇者や英雄になれる器なんて持っていないしがない一般人そのたおおぜいだ。だけど、一般人だからこそ分かる事がある。
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　ボーンタの処罰が効いたのか、勧誘合戦は驚くほど沈静化していた。先生達も事態を重く見て校内での勧誘を禁止にしたそうだ。特に俺に濡ぬれ衣ぎぬを着せてしまったマリーナ派やヴァネッサ派は意気消沈気味らしい。

　そのため、学校には穏おだやかな空気が戻りつつあった。

「ヴェルデ、エンペラーエレファントの革が欲しいんだけど、幾らになる」

　さすがにこれ以上爺ちゃんにねだるのは不ま味ずい。それにヴェルデは友達でビジネスパートナー、少しは割り引いてくれるだろう。

「エンペラーエレファントの革ですか？　一メートル四方五十万ストーンですが、他ならぬジョージ様の頼みですから、四十五万ストーンに勉強させてもらいます」

　勉強して五万かい。日本の電気屋の方が負けてくれるぞ。

「分かったよ。取りあえず十枚分を工業ギルドに届けてくれ」

　バキュームカーの次は消防車タイプのゴーレム車を作る予定なのだ。理論は分からないが風の魔石を組み込んで放水装置を作るそうだ。

「それでは合計四百五十万ストーンですね。毎度ありがとうございます。それとヘゥーボ君が作ったインクですけど、あれを使ったメッセージカードを販売する事にしました」

　あれからギリアム商会で改良を重ねて、人肌で反応するようにしたらしい。デートの別れ際に手渡し、相手が家に着く頃にメッセージが浮かび上がる仕組みだそうだ。

　一見、ロマンチックだが、面と向かって断りにくい相手に使えると女性貴族から重宝されそうだ。デート後にＳＮＳメッセージの既読が付かなくなった経験がある俺としては、身につまされてしまう。

「ジョージ様、四百五十万ストーンも使えるのなら、ケインとミリカさんを救えたんじゃないですか？　貴方はクラスメイトより金の方が大切なんですね」

　急に突っかかってきたのは兎人のピーター・キャロレット……四百五十万くらい、使えなきゃ事業なんて出来ないんだけど。ちなみにピーターは、どこの派閥にも属していない。むしろ理路整然とした話と清せい廉れん潔けつ白ぱくな性格が人気を集めており、ピーターを筆頭にした論客集団が生まれたらしい……。

　ぶっちゃけ、面倒臭そうだから関わりたくないっす。

「ピ、ピーター君やめようよ。何もしてないのは私達も一緒なんだから」

　ピーターの背後から声をかけてきたのはコニー・ラパン。ピーターと同じ兎人で、二人は幼馴染みだ……。ついでにコニーはヴェルデの想い人だったりする。

「今の言葉を取り消して下さい。口だけの貴方にジョージ様を責める資格はありません」

　恋敵という事もあるが、実利主義のヴェルデは理想主義のピーターと反そりが合わないらしい。もっとも、この強したたか狸はコニー・ラパンや周囲への心証に配はい慮りよしておくびにもださないが。

「ふんっ、そうして貴族の点数を稼ぐんですか？　金のためにプライドを捨てるとは、みっともない」

「ピーター君、もう止めてっ!!　ミリカちゃんとケイン君は、ギリアム商会が運営している織物工場で働かせてもらうんだよ。市民権を剝奪された二人が搾さく取しゆされないようにって、ジョージ様がローレン様に頼んでくれたの。それに二人が仕事に慣れるまでギリアム商会が面倒を見てくれるんだよ。騒さわぐだけの貴方に二人を責める資格はないの！」

　普段、怒らない人が怒ると結構怖い。キレた文系女子ってなかなかの迫力がある。それとヴェルデ、冷静を保っているけど、鼻がモフモフしているから気を付けるように。

「あの妖精さえいなければボーンタ様も変わらなかったのに。そうすればケインもフォースボーラーとして活躍出来たのに」

　ピーターが悔しそうにつぶやく。ケインとボーンタが知り合った切きっ掛かけは、一個のフォースボールだったそうだ。幼い頃、ボロボロのフォースボールで練習していたケインにボーンタが新品のフォースボールをプレゼントしたらしい。

　ボーンタは将来を有望視されていたフォースボール選手で、ケインの憧あこがれだったそうだ。

　全てが変わったのはボーンタが小学六年生の時。ボーンタが所属していたチームが全国大会の決勝まで進んだが、一点差で負けたそうだ。そしてボーンタが同点のシュートを決めようとしたその時、一匹の妖精がバランスを崩す魔法をボーンタに掛けた。

　よくある妖精の悪戯だ。しかしその悪戯でボーンタのチームは破れ、ボーンタも二度とフォースボールが出来ない体になったらしい。

　現実には、もしもはない。しかし、もしあの時妖精が悪戯をしなかったら、二人はフォースボールで今も活躍していたんだろうか。

（もし……もう少し俺がうまく動いていたら、小学校のクラスメイト同士、笑いあえていたんだろうか）

　春の日差しの中に無邪気に笑いあうケイン達の幻が浮かんで消えていった。













　かねてより計画していたイグニス荒こう野やに挑戦する日が近付いてきた。

　イグニス荒野で戦えば、火炎属性が強化できる。いくら回復魔法があるとはいえ、火傷やけどは命に関わるのだ。

　イグニス荒野には俺おれ、ドンガ、カリナの三人で挑戦する事になった。

　カリナは身体能力が高い獅し子し人びとなうえに、格闘技もならっており学校でも指折りの強者だ。

　そして保護者兼護衛としてボルフ先生、サンダ先生、オデットさんの三人について来てもらう。今回はカリナもいるので女性の保護者が必要なのだ。

　女の子と旅をするんだから、変な噂うわさが立たないように気を付けなくてはいけない。

「ここがボーブルの工業ギルドか。噂どおり大きな所だね……でも、本当にボーブル製の装備をタダでもらっていいのかい？」

　カリナが遠慮がちに尋たずねてくる。お陰かげ様さまでボーブル製の装備は冒険者の皆様から好評を頂き、売れ行きが絶好調だ。

「お前達にも活躍してもらわないと、俺も困るからな。それに新製品の宣伝も兼かねてるから大丈夫だよ」

　新製品を使って中学生が戦果を上げれば、良い宣伝になるはず。何よりパーティーメンバーの危機は、俺の危機にも繋つながる。

「ジョージ様、おでの装備もあるだか？」

「二人共、防具は闇属性のマナツリーを使った物だ。鉄で補強してるから防御力もあるし、魔法に対しても強い。何より軽いから疲労が溜たまりにくいんだよ。武器はドンガには鉄の斧おの。カリナには水属性のマナツリーから作った棍こんだ」

　プラントにあるマナツリーの数も順調に増え、木材として使えるまでになった。それぞれの属性に特化しているマナツリーは木材としての需要も高い。

「ジョージ様は何を使うだか？」

「俺には専用の武器があるのさ」

　今回は袋の中身を水の魔石に変えて戦うつもりだ。

　そう考えていたんだけど……想定外の事が起きた。

「ジョージ様って頭が良いんだか、お馬バ鹿カなんだか分からないだよね」

　ドンガが呆あきれた目で俺を見ている。

「そりゃ、水の魔石を入れてぶん回せば持てなくなるくらい冷たくなるだろ」

　カリナの言うとおり、水属性の魔石から発せられた冷気は綱つなまで冷やしてしまったのだ。そう、持てないくらいに冷たくなった。

「て、手袋をつければなんとかなる!!」

「甘いね。イグニス荒野には火属性の魔物が出るんだよ……こうなったらどうするんだい？　火か炎えん爪そうっ」

　カリナの爪が伸びたかと思うと、一瞬にして火を纏まとった。そしてそのまま袋を縛っている綱を焼き切る。

　確かに火を操る魔物に綱を焼き切られたら、俺は無力化してしまう。

「この分じゃ、火の魔石も使えないな」

　魔石の熱で俺が火傷するのがオチだ。手袋をつけても袋が燃えてしまうだろう。

「ジョージ様、例の試作品が出来たよ。個人用の消火道具。あっ、カリナおーす」

「よっ、リリル。そういや、お前ここで働いてるんだもんな」

　声をかけてきたのはドワーフのリリル・ハンマー。リリルとカリナは、結構仲が良いそうだ。

「うん、いつも領主様の無む茶ちや振ぶりに苦労させられてるよ。カリナの防具は僕が微調整するね」

　リリルに頼んでいたのはバックパック式の消火器。中に水の魔石が入っており、放水出来るようになっている。

　丁ちよう度どいい。俺の新しい武器が決まった。
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　イジワール公爵は、爺じいちゃんの政友でありオリゾン有数の実力者だ。

　数的には少ない奴隷反対派が推進派と互ご角かくに渡り合えているのは、この二人の力が大きい。

　主おもな収入源はイグニス荒野で取れる火の魔石。火の魔石は暖房や煮炊きにも使われるので、魔石の中でも需要はトップクラスだ。

「いよいよ来週はイグニス荒野に出発だな。ガキ共を引いん率そつするんだから、油断するんじゃねえぞ」

　ボルフ先生の忠告はもっともだと思う。ドンガもカリナもまだ中学二年生だ。何かあったら親御さんに合わせる顔がない。

「入り口付近で戦闘をしますよ。あそこは奥にいったらやばいのがいますし……どっちにしろ、イジワール領に行くだけでも一週間近くかかりますから、実際の戦闘回数は少ないと思います」

　学校には三人分の休み希望を出しているし、移動の間は政せい務むから解放される。

　ここぞとばかりだらけてやろう。

　イグニス荒野には、火炎属性の魔物が多く住んでいる。

　入り口付近にはメイジゴブリン、フレイムスピリット、ファイヤーウルフ等が現れる。特にファイヤーウルフは集団で現れるし、素早さの値が高いから注意が必要だ。ゲームでは遠吠えで仲間を呼んだけど、実際はどうなんだろう……そういや昔、某国民的ロールプレイングゲームで、一時間くらいマドハ○ド狩りをしていた時に、停電が起きて頭が真まっ白しろになった事があったな。

　中間層にはフレイムオーガ、火炎牛、ファイヤーリザードが現れる。中でもファイヤーリザードは三メートル近い体長を持つ上に、炎も吐くという厄やつ介かいな魔物だ。でも経験値が高く魔石もたくさん落とすから、ゲームの攻略本では狙ねらい目の魔物と書かれていた。

　そして奥に行くとフレイムナイト、フェニックス、ナインテール等笑えないくらい強い魔物が出るのだ。どう考えても、入り口付近でウロチョロしているのが得策だと思う。

「そこは移動時間を短くする方法を用意しといたから安心しろ。課題は中間層の入り口とされている巨大岩に辿たどり着つく事……間違ってもファイヤーリザードと戦おうなんて思うんじゃねえぞ」

　ボルフ先生の目は真剣そのものだ。でも、そんな心配は杞き憂ゆうに終わる。俺は危険な賭かけより安全や安心を好む小市民気質である。

「イグニス荒野は見晴らしが良いですから、大丈夫ですよ。六ろく魔ま枢すう出現前は魔物も活性化していないはずですし」

　イグニス荒野に現れる六魔枢はマエストロ・グライツァー。芸術と紅茶を愛する魔族で、物腰が柔やわらかい理知的な性格。しかし、その正体は火炎の魔神イフリート。

　ある程度ダメージを与えると〝この姿は醜いから嫌いなんですけどね……俺の正体を見たからには焼け死んでもらうぜ〟の言葉と共に変身する。そしてお約束で言葉遣いも変わります。〝なんで体の大きさも変わるんですか、物理的にありえません〟って、突っ込むのはやめましょう。

　それとネットに〝最初からイフリートの姿で戦えばいいんじゃね？　グライツァー乙〟って書き込みがあったそうですが、イフリートになると絵画を始めとするグライツァーのコレクションが燃えてしまうからです。それにその方が盛り上がるんです。

　ちなみにグライツァーはイフリートだけあり、全身が炎で包まれている。攻撃しただけで火傷しそうだし、戦闘が長引けば酸さん欠けつになってしまいそうだ。

　グライツァーも、勇者パーティーに丸投げにしよう。
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　イジワール領にはコーカツ領を通って行くのが定番なはず。しかし、俺の乗ってるゴーレム馬車はなぜかタスク山へと向かっていた。

「ボルフ先生、どこに行くんですか？　ゴーレム馬車だとタスク山を越せませんよ」

　イジワール領に行くには、タスク山を超えてナイテック領を突っ切るのが最短距離ではある。それなのになぜ、わざわざコーカツ領を通るのかというと、ナイテック領に問題があるからだ。

　領地を通り抜けるだけでも莫ばく大だいな通行料が取られるし、高価な品を持っていたら難なん癖くせをつけられ取り上げられたりするらしい。その上、お国柄というか盗賊が多く、治安も悪い。ゴーレム馬車でナイテック領に入るのは、生肉を身につけたままアマゾン川に入るようなもの。盗賊という名のワニに丸かじりされる危険性が高いのだ。

「タスク山に向かっているんだから、当たり前だろ……もう少しで待ち合わせ場所だ」

　もうオチが読めた。だってゴーレム馬車の進行方向に巨大なドラゴンがいるんだもん。ちなみに鱗うろこが赤いからアカダマさんだと思う。

「まさか、アカダマさんにお願いしたんじゃないですよね？」

　ドラゴンに乗って移動するのはゲームの定番イベントだけど、リアルでは勘かん弁べんしてもらいたい。

「さすがに察さつしがいいな。アカダマさんがイジワール領まで運んでくれる。往復で巨大魔石一個だから安いもんだろ」

　ドヤ顔をする狼男ボルフせんせいが憎い。しかし今はオデットさんも一緒だ。母さんから俺のガードを頼まれているはずだから、きっと反対してくれる。

「オデットさん、どう思いますか？」

「ナイテック領の治安はますます悪化していますから、私は賛成ですね。新たに魔石を渡す事でドラゴンとの信頼関係も厚くなりますし、何より時間が短縮出来れば戦闘の機会が増え、ジョージ様の成長に繋がりますので」

　さすがは永年母さんの護衛をしていただけありドライな判断です。やはり、一番の常識人サンダ先生に期待しよう。

「いやー、子供みたいでお恥はずかしいのですが、楽しみで昨夜はあまり眠れませんでした。空の旅なんて物語みたいですよね。友人に自慢が出来ますよ」

　……駄だ目めだ、サンダ先生は学者スイッチが入ってしまっている。

（サンダ先生、アドレナリンでまくりじゃん。ここから逆転するには子供の涙しかない）

　特にビビりのドンガは反対するはず。

「ジョージ様、雲ってフワフワしているだか？　お日様に近づいたら火傷しないだかね？」

「空の旅なんて、まるで勇者みたいだね。ブレイブ・アイデックのフライング・シップも今は動かないっていうし、王様でも空の旅をした事ないよね」

　予想に反して子供達はワクワクしていました。

（そうか、この世界には飛行機がないから航空機事故の怖さが分からないんだ）

　昔はフライング・シップもたくさんあったらしいが、魔王ミステリーオとの戦いで製造技術が失われたらしい。

「と、取とりあえず厚着をした方がいいと思うぞ。それとドンガ、雲は触ふれられないから間違っても手を出すなよ」

　どれくらいの高度を飛ぶかは分からないけど、ゴーレム馬車の気き密みつ性せいはそんなに高くないから車内は寒くなると思う。

「そうなんだか？　ジョージ様は色んな事を知ってるだな」

　俺には異世界の知識があるんだよなんて言えないし、言えても雲が水で出来てるなんて誰だれも信じないだろう。何より俺がうまく説明出来る自信がない。

「そ、そうか？　そういえばブレイブ・アイデックの乗っていたフライング・シップは何で動かないんですかね」

「ブレイブ・アイデックの神しん使しピュリア様が天空神スカイ様の力を媒ばい介かいして飛んでたって話だからね。神使様がいないと飛ばないんじゃないか？」

　それじゃ俺がフライング・シップを飛ばすとしたら、ミケに乗ってもらわなきゃいけないんだろうか？

（そういや、ネズミを取ってもらうために船に猫を乗せていたって話を聞いた事あるな……でも、ミケの体型じゃ隙すき間まに入られたらお終しまいか）

　まあ、ゲームでジョージが持っていたフライング・シップはボートに毛が生えたような大きさだから、隙間が出来るスペースなんてないだろうけど。

　挨拶の機会を窺うかがっていたら、アカダマさんの方から近付いてきてくれました……そんなに気を使わなくていいのに。

「皆様、お待ちしておりました。今日は空の旅を楽しんで下さいね」

　アカダマさんは、今日も紳しん士しです。

（シートベルトも酸素マスクもないけど、覚悟を決めるか……まあ、アカダマさんの背中は広いし、揺ゆれも少ないだろ）

　背中なら、少しくらい動いても落ちる事はないだろう。

「それではお願いします。イジワール領まで運んで下さい」

　ボルフ先生の合図と共にアカダマさんが翼を羽ばたかせた。そしてミシリと軋きしむゴーレム馬車。

（う、噓うそだろ？　文字どおり運ぶのか）

「凄すごいですよ。タスク山の上空を飛んでます」

「ジョージ様、森があんなに小さいだよー」

「凄いや……空って、こんなに綺き麗れいだったんだ。あたい知らなかったよ」

　皆さん、テンションが高くていいですね……まあ、俺も初めて飛行機に乗った時は、テンション上がったけど。

「俺はードラゴン。今日も大空を飛ぶ。あの山、あの海ひとっ飛びー。それ、エンヤコリャー、どっこいさー。あの娘こが待つ山までひとっ飛びー」

　そしてアカダマさん、物凄く上機嫌。テンションが低いのは俺だけかも知れない。

（馬車の耐久性は大丈夫か？　……もし、アカダマさんがクシャミしたらどうなるんだ？）

　答えは簡単。どっちも地上目がけて真まっ逆さかさまです。

「さあ、着きましたよ。では一週間後にこの場所でお待ちしております」

「一週間後？　予定が短くなってませんか？」

　この流れだと、滞在期間はみっちり戦闘になってしまう。

「色々と政務が詰つまってますからね。ボルフ先生と私で相談をして日程を変更したんですよ」

　さすがはボーブルの政務の要かなめ、サンダ先生。その心遣いが今回は辛つらい。

「総合商店が落ち着いたら、土と水の属性強化にも行かなきゃな」

　絶対にゲームより早くフライング・シップを手に入れてやる。そして、安全で割安な空の移動手段を手に入れたら、ワの国に行って米と醬しよう油ゆを輸入するんだ。
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　俺達が降りたのはイジワール領の北端。ここからイグニス荒野までは、普通の馬車なら二日はかかるらしい。でも、俺達が乗ってきたゴーレム車は新型だから半日程度で着く計算になる。

「今更ですけど、他領でゴーレム車に乗るのはまずくないですか？　今から普通の馬車に乗り換えた方が安全ですよ」

「安心しろ。コーカツ様が許可をとってくれている。正確にはイジワール公爵がゴーレム車に興味を持ってコーカツ様に頼んだそうだ」

　今、ゴーレム車を使っているのはボーブルとコーカツ領だけ。

「奴隷反対派にだけ売れって事ですね」

　最近、ゴーレム車を売って欲しいとの問い合わせが多い。特に奴隷推進派の貴族から多く届いていた。中には爵位を笠かさに着た脅きよう迫はくにちかいものもあり、困っていたのだ。情けないと揶や揄ゆする奴もいたが、領民の安全を思えば誤魔化すのが精せい一いつ杯ぱいである。

「ああ、人を大勢運べるゴーレム車は、奴隷商なら喉のどから手が出るほど欲しい代しろ物ものだからな」

　でも、爺ちゃんだけでなくイジワール公爵も後ろ盾に付いていたら強要できる貴族はいないだろう。

（戦闘だけじゃなく政治的にも強くならなきゃな）

　魔族が現れて食糧不足になったらゴーレム車なんて比べ物にならないような理り不ふ尽じんな交渉が来るだろう。今のうちに力を蓄たくわえなくてはいけない。
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　イグニス荒野はイジワール領都イグニアの近くにある。

　イグニアがイグニス荒野の近くに作られたと言ったほうが正確なのかも知れない。

　イジワール領のイメージはスペイン。フラメンコ風の音楽がユーザーの皆様から好評でした。あくまで風であり、フラメンコ専門の人が作曲してないからなんちゃってフラメンコなんだけど。サウンド担当の中なか田たさん、ご苦労様でした。

「おう、街の入り口に着いたから全員降りろ。ジョージ、お前が代表なんだから、とっととしろ」

　ボルフ先生、今日も安定の怖さです。これでゴーレム車から降りた途と端たん、従順な騎士に早変わりするんだからあざとすぎる。

「ジョージ・アコーギ様でございますね。キョーユウ様がお待ちです」

　事前に言っていたせいか、イジワール騎士団の皆様が総出でお出迎えしてくれました。騎士の皆様が放つプレッシャーが凄すぎて、タマがヒュンッとなる。何も悪い事してないのに、警察や騎士って見ただけで緊張するのは何でだろう。

「出迎えご苦労さ、ゴッフッ!!　……ご苦労。ゴーレム車はどうすればいいんだ？」

　ご苦労様と言おうとした瞬間、ボルフ先生の肘ひじが脇わき腹ばらに入りました。外では、貴族らしい偉えらそうな態度をとらなきゃいけないのだ。

「こちらでお預かりします。ようこそ、イグニアへ」

　荷物は騎士団の皆様が運んでくれるらしい……ぶっちゃけ、騎士団に取り囲まれてるから歓迎ってより連行って感じです。

（イグニアもゲームと変わらないな……花はな山やまさん、あんた本当に凄いよ）

　心の中で花山さんに賛さん辞じを送る。

「レンガ作りのお家にレンガの道路、絵本の世界に迷い込んだみたいだよ。あっ、真っ赤な屋根のお家もあるっ!!」

　カリナの言うとおりイグニアの建物はレンガで作られた物が多く、屋根は色とりどりに塗ぬられている。

　言葉遣いは男っぽいが、カリナも年頃の女の子。綺麗な物や可か愛わいい物を見るとテンションが上がるらしい。イグニアの街はメルヘンチックだから女子受けはいいと思う。

「おでもレンガの家は初めて見るだ。でも、レンガの家って崩くずれたりしないだかね？」

「レンガの家は頑がん丈じようで保温性も高いんですよ。特にイグニア製のレンガは高品質で有名です。しかもイグニス荒野で取れる土を使って火の魔石で焼しよう成せいするから、石材より安価で建てられるそうですよ」

　アーシック領にもレンガで作られた家があったが、アーシックの土はレンガに向いていない上に焼成にコストがかかるからあまり普ふ及きゆうしていないらしい。

「レンガは重いから輸送コストが掛かるのが難点だな。ボルフ、どう思う？」

　王都の近くで良質な石が取れるためか建物は石を使った物が多く、ボーブルには鉄筋コンクリートの建物が増えている。鉄筋コンクリートだけじゃ味あじ気けないからボーブルでもレンガを作ってみようかな……ピザも食いたいし。

「ジョージ様、イジワール領の皆様にゴーレム車の素晴らしさを分かって頂いただけたら輸送コストを抑えられますよ」

　演技なんだけど、ボルフ先生を呼び捨てにするのは胃に来る……後から鍛たん錬れんが厳きびしくなるし。

「そ、そうだな……しかし、随ずい分ぶんと冒険者が多いな」

　イグニアの町はメルヘンチックなんだけど行いき交かう人々はバイオレンスな冒険者が多い。わざわざ騎士団を迎えに寄よ越こしてくれたのは、俺がトラブルに巻き込まれるのを防ぐためかも知れない。

「ジョージ様、イグニアにはイグニス荒野への入り口がございます。イグニス荒野に行く冒険者は、ここイグニアを拠きよ点てんにするんですよ」

　さすがは元冒険者のオデットさん。ちなみにオデットさんは、俺を睨にらんできた冒険者を一いち瞥べつしただけで震ふるえさせていた。

「なるほど、だから酒場や武器屋が多いのか」

　これはあれか、夜になるとセクシーなお姉様方が誘惑してくれたりするんだろうか……これは市場調査が必要になってきたな。

「ジョージ様には、お城に泊まって頂きますのでご安心下さい」

　当たり前だけど、城は夜になると門もん扉ぴを閉ざす……夜の市場調査計画、僅わずか数秒で頓とん挫ざ。

「あたいは町の宿屋に泊まるから、待ち合わせ場所を決めておかないとね」

　基本、城に泊まれるのは賓ひん客きやくとその従者だけである。だから、カリナには前もって宿泊費を渡していた。

「カリナ・アイビス様ですね。勿もち論ろん、カリナ様もお城に泊まって頂きます」

　……おかしい、カリナは俺の同伴者とはいえ、今さっきイグニアに入ったばかりだ。イジワールの騎士が彼女の名前を、知ってるわけがない。

「だ、駄目ですよ。あたいじゃない……私は市民ですし獣人ですし……」

　突然の事にテンパりまくるカリナ。

（待てよ。騎士はカリナ・アイビス様って言ったよな。貴族ならともかく騎士が年下の女の子に様をつけるわけがない……あるとしたら）

「祖父の指図ですか」

　騎士が敬語を使うのは格上の相手か主あるじの招待客ゲスト。イジワール公爵が市民を、ゲストに迎えるとしたら上位の貴族の関係者くらいだ。カリナの事を知ってる有力貴族は爺ちゃんしかいない。

「その辺りはキョーユウ様に、伺って下さい。さあ、城が見えてきましたよ」

　イグニア城は勇者ブレイブ・アイデックの物語にも出てくる由ゆい緒しよ正しい城だ。高さ十五メートル位だけど威圧感が半はん端ぱじゃない。

（これが魔族との戦いを潜くぐり抜ぬけた城か）

　オリゾン、いやこの世界の城はあまり高さがない。対人戦争が滅めつ多たにない事と、あまり高くなると飛行系の魔物の標的にされやすくなるそうだ。レッドドラゴンのアカダマさんも飛行空域に障害物があると、イラッとしますって言ってたし。

　高い城が魔物に壊された結果、低い城が主流になってしまったのかも知れない。ちなみにコーカツ城も前回の魔王大戦で破壊され、今の城は二代目になるそうだ。

「ジョージ、よく来たな。歓迎するぜ」

　出迎えてくれたのは城主のキョーユウ・イジワール。見た目は貴族というより、マフィアのドンだ。城主自ら出迎えをするなんて破格の待遇である。決して政友の孫だからなんて理由ではないはずだ。

（そういや爺ちゃんに魔王出現の予言を伝えたよな。それにジェネラル・グローリーも魔王出現の話を聞いてるはずだ）

　爺ちゃんや王様が魔王対策の相談をするとしたらイジワール公爵だろう。つまりイジワール公爵は魔王出現と俺に関する何らかの情報を知っている可能性が高い。

　イジワール公爵は俺から有益な技術や情報を得たいから、自ら出迎えてくれたんだと思う。

「キョーユウ様、お久し振りでございます。今回は勝手を申し上げ誠まことに申し訳ありません」

　向こうは海千山千の化ばけ物もの、俺のみみっちい腹芸が通じるわけがない。俺が出来るのは技術と情報を小出しにするくらいだ。

「ジョージには色々と聞きたい話がある。リーズン、客人のお相手をしろ」

「はい、お祖じ父い様さま……皆様、こちらにいらして下さい」

　キョーユウの背後から現れたのは白髪の青年だった。

　ＤＮＡは不公平だと思う。リーズンさんは二十歳くらいの正統派イケメン。鍛きたえられた体に爽さわやかな笑顔。日本に行ったらアイドルにスカウトされてスターダムを駆け上がると思う。

　同じ強こわ面もての祖父を持っているのに、この違いはなんだろうか。

　ボルフ先生達はリーズンさんとメイドさん達に導かれ城内に姿を消した。

「ジョージ、こっちだ。来い」

　一方の俺は強面領主キヨーユウとフル装備の騎士団に取り囲まれ城内に連行されている……この違いはなんだろう。

　俺を取り囲んだ一行は、無言のまま城内を進んで行く。中田さん、この場面の音楽はド○ドナ風でお願いします。

（イジワール公爵は美術品の収集が好きだって聞いてたけど、凄いもんだね）

　廊下には数多あまたの美術品が飾られ、さながら美術館である。掃除を担当しているメイドさんのストレスは凄いと思う。

「ここだ、ジョージ入れ……お前達は外を見張ってろ。蟻あり一匹通すんじゃねえぞ」

　このマフィアのドンと二人っきりになれと……無理ゲーすぎる。

「お、お邪魔します」

　キョーユウの執務室は廊下と違って絵が一枚しか飾られておらず簡素なものだった。

「大方の事はローレンから聞いている。随分と変わった知識を持ってるそうじゃねえか。おっと、さっきみたいな下手な演技をするんじゃねえぞ」

　やっぱり聞いていたか……何よりイジワール公爵から放たれるプレッシャーが凄すさまじく嫌ですなんて言えない。

「分かりました。話せる事は話しますよ」

　あくまで話せる事はと注釈をつけておく。サラリーマンと一緒で領主業も逃げ道が大切なんです。出来たら来週頭までにプログラムを完成させます……あくまで出来たらだし、来週頭で何曜日とは言っていない。

「まずゴーレム車を売って欲しい。条件はあるか？」

　譲れではなく、売れか……。事故が起きたら、うちの責任が重くなってしまう。交通事故を防ぐには運転の怖さを知る事、そして運転技術の向上だ。

「事故の懸念があるので、まずは運転技術を身につけさせたい人をボーブルに派遣して下さい。そうですね、うちの騎士や兵士をイグニス荒野で強くさせたいので、交換研修の名目にしませんか？」

　ボーブル自動人形ゴーレム車学校、開校します。今なら宿泊パックで短期取得も可能。入校にはボーブル・コーカツ・イジワール各領主の許可書がいりますのでご注意下さい。

「分かった。次に魔王が現れるってのはマジか？」

　多分、イジワール公爵が一番聞きたかったのはこれだと思う。

「ええ、神使ミケ様から宣せん託たくがありました。明確にいつ出現するかは分かりませんが、対策を練っておくべきかと」

「神使様の宣託か……魔物を倒せば強くなれるってのは、本当なのか？　そうだとしたら、ウチの騎士れんちゆうを強くするにはどうすれば良い？」

「ウォーテック領内にあるルラキ湖に才能のある者を向かわせてはどうでしょうか？　そして経験の浅い者はイグニス荒野で強くさせるのが良いと思います」

　魔族出現前から魔物の活動は活発化する。それはイグニス荒野も同じだ。そんな時、民と街を守る騎士や魔法使いが魔物を倒せなきゃお話にならない。

「冒険者を活用してみるのはどうだ？」

「冒険者は現金な生き物ですから、火中の栗くりは拾ひろってはくれませんよ。彼らが大切なのは金と自分の命、いざって時には当てには出来ません」

　物語のように義勇心に溢あふれた冒険者なんて一握りもいない。そしてそういう人達は清せい廉れん潔けつ白ぱくな領主を好む。つまり俺や爺ちゃん、イジワール公爵は対象外になるだろう。

「魔石の産地でうまく戦えば効率的に強くなれるってわけか」

　イジワール公爵の言うとおり、魔石の産地には、魔物が多く棲せい息そくしている。魔石の産地には六魔枢が拠点を築きずくので領主としては痛手だが、事前に準備しておけば対策を取れるし配下を鍛える事が出来る。

「ええ。ですがあまり派手に騎士団を動かせば世間に勘かんづかれます。そうしたら魔族に付け入られて人心を失うでしょう」

　人は不吉な予言を聞くと怯おびえてパニックに陥おちいってしまう。ノストラダムスの大予言でシェルターを買った人もいたという。神使が魔王が現れるって予告したなんて話が流出したら、どんな事態になるか分からない。

「勇者が確実に魔王を倒せる保証はないしな……そういえば何故新興貴族のアコーギ家が魔石の産地を保有しているか知っているか？」

　魔石の産地は黄金の卵を産み続ける鶏にわとりのようなもの。確かに、うちのような新興貴族が持っているのはおかしい。

「あまり父と話す事がなかったので……」

　俺の言葉を聞いてイジワール公爵が頷く。

「ローレンはこの手の話が嫌いだしな。アコーギ家は元々ヴェント谷の管理を任まかせられていた一族だったんだよ。前魔王大戦の時お前の祖先モブ・アコーギが活躍して爵位と領地を与えられ、モブの子孫の功績もありアコーギ家は伯爵家にまで登りつめた……これが表向きの理由。本当はカゼツグ家の始祖ツバキ・カゼツグがお前の祖先モブと恋仲だったんだよ。それを勇者ブレイブ・アイデックが奪うばったのさ。王が報ほう酬しゆうを聞いた時モブは〝ツバキとの思い出が残っているヴェント谷が欲しい〟って言ったそうだ。あの辺りは治めていた貴族も滅びたから、ヴェント谷はアコーギ家のものになったんだよ」

　ご先祖様も寝ね盗とられ男だったとは……アランが勇者の血に固こ執しつするのは、アコーギ家の宿願でもあるんだろうか。

「話を聞く度たびにブレイブ・アイデックがろくでなしになるんですけど……」

「扱いやすくて良い奴だと思え。女と名誉を与えとけば強い魔族や魔王を倒してくれるんだぜ。勇者になびいてお前を裏切る女なら、それだけの女なんだよ……ローレンから聞いたぜ。獅子人の女と仲が良いらしいな」

　最愛の人を奪われた上に、そいつが勇者と称しよう賛さんされているのを見ていたご先祖様モブやジョージはどんな気持ちだったんだろう……それと爺ちゃん、孫の恋話をリークするのはやめて下さい。
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　ＳシステムＥエンジニアになった専門学校の同級生が、俺はＳＥじゃなくＳＺＥだと話していた。サービス残業エンジニアの略らしい。さしずめ俺はＳＺＲ、サービス残業領主になるんだろうか。

「ボーブルに港を作ろうと思っておりまして、どうかイジワール様にお力添えをお願いしたいのですが」

　夕食終了後、俺はボーブルに港を開港するため、イジワール公爵の私室にお邪魔していた。夕食後、ゲストを私室に招くのはよくある事……そこで仕事の話をするのは無ぶ粋すいなんだけども、チャンスは確実に活かしたい。

「港だと？　ボーブルにもあるじゃねえか」

　確かにボーブルにも港はあるが、漁師が小舟を停泊させているだけの小さなもの。それとイジワール公爵、安定の怖さです。

「あれを港と呼んだら笑われますよ。貿ぼう易えきが出来る大きさの港が欲しいんです」

　外国との貿易となると国の許可が必要になってくる。普通に申請してもいいんだけど、何事も根回しは大切だ……オリゾンにお歳せい暮ぼとお中元を導入出来ないだろうか。

「貿易にも手を出すのか」

　貿易と聞いた瞬間、イジワール公爵の表情が変わった。そりゃそうだ、爵位を持たない弱小領主に分不相応な願いだ。

「貿易と言いましても、しばらくは補給地点になると思います。前々からギリアム商会から打だ診しんされていましたし」

　ボーブルに港があると、王都リュエルに品を届けるのが楽になるそうだ。しかもうちにはゴーレム車があるから、短時間で大量に物資を運ぶ事が出来る。

「ローレンの奴が羨うらやましいぜ。ジョージ、リーズンを見てどう思った？」

「文武共に優れた方とお伺いしております。それに人に爽やかな印象をお与えになる容姿をお持ちですので、必ず領民に慕したわれるご領主様になられると思います」

　俺は文武共に人並み、容姿もブサメン。第一印象は神経質そうである。政治に容姿は関係ないと言いたいところだけど、人目を惹ひく容姿を持っていれば民衆の支持を得やすいのは事実。そして今日もおべっかが絶好調です。上司の子供を褒ほめまくった経験が異世界で活いきるとは思わなかった。

「ただあれは経験不足で甘ちゃんなところがあってな。それに半端に才があるせいで苦境を知らないのが心配なんだよ」

　羨ましい、凡才の俺は苦境とデスマーチしか知らないんだぞ。お陰で人を疑う癖くせが付いたけど。

　イジワール公爵から聞いたところ、リーズンは良く言えば生真面目、悪く言えば融ゆう通ずうの利きかない性格らしい。

　リーズンの生真面目エピソード・１

　賄わい賂ろを持ってきた商人を、公衆の面前で批判する。かなり手て酷ひどく批ひ判はんしたらしく、商人の店は売り上げが落ちたそうだ。

　エピソード・２

　パレード中、彼女に手を振った騎士を降こう格かくさせる。皮肉なことにその彼女はリーズンに夢中になってしまい、騎士は振られてしまったそうだ。

「リーズン様はまだ二十歳と伺うかがっています。経験不足は当然かと」

　俺は前世の経験に加えて、爺ちゃんやサンダ先生に下地を作ってもらえた。それに加えて絆きずなの神リヤン様のお陰で人材に恵まれ、何とか領地の運営が出来ているだけだ。

「全く。前はローレンに孫リーズンの自慢が出来ていたのに、今は逆にお前の自慢をされっ放しだ……お前が前にいた世界では、こんな時はどうしていたんだ？」

　爺ちゃん、前そ世れも話していたんだ。世間で俺の活躍は爺ちゃんの入れ知恵と噂されている。噂を流させたのは俺だし。

　でも爺ちゃんと永年苦楽を供にしてきたイジワール公爵なら事実ではないと気付くだろうし、爺ちゃんも誤魔化しきれないのが分かっているだろう。何より政治的価値で見たら、俺よりイジワール公爵を重要視するのは当たり前だ。

（誤魔化す方が不利だな。ここは知恵を貸して恩を売っておくか）

「同業者の元で経験を積ませるのが一般的でしたね。でも、リーズン様の場合はどこで経験を積んで頂くのかが問題になります。王都が適当なんですが、良からぬ者が近寄って来るのが目に見えてますし」

　まあ、リーズンを寄越される領主こそいい迷惑である。

　経験を詰ませるためには、政務の裏を見せなきゃいけない。でも、場合によってはあの生真面目な青年が騒ぐ危険性がある。リーズンは見た目も爽やかで、性格も生真面目。そんな青年が政務の闇を暴あばいたりしたら領民がどっちを支持するかは明白だ。

「良からぬ者？　リーズンは人を見る眼は確かだぜ。それに自分を律する事を覚えている」

　イジワール公爵も人の子、孫が可愛いんだろう。

「何も自分から接触する必要はありませんよ。配偶者や婚約者に冷遇されている女性を〝リーズン様に相談してみては〟と勧すすめます。優しいリーズン様は相談を断らないでしょう。それを何度か繰り返した後に、女性の婚約者を相談の現場に向かわせたらどうなりますか？」

　貴族や商人の場合、婚約は親が決める事が多い。当然、婚約を不服に思う者は一定数いる……例えばマリーナとか。

「リーズンの性格からして、その女の婚約者を責せめ立たてるだろうな」

　リーズンは頭の回転も速いし、弁べんもたつ。十中八九、相手を論ろん破ぱするだろう。しかし、貴族は無駄にプライドが高いし、商人は評判を重んじる。男の怒りは治まらない。当然、婚約は破は棄きされるし、女性の家との仲も険悪になる。後は黒幕がリーズンの責任を追及するだけだ。

「リーズン様は女性におもてになるでしょう。そういう人って、女性の好意を疑いませんから」

　顔良し、家柄良し、性格良し、ついでに頭も良く武も優すぐれているリーズンがもてないわけはない。リーズンにとって、女性に好意を寄せられるのは日常茶飯事だと思う。

「好意に応えなくても、相手が騒げばリーズンの婚約にも影響するな」

「ちなみにリーズン様のご婚約者様は、どなたですか？」

「プリムラ・オリゾン様だ」

「ホートー様の妹君ですか」

　つまりは王様の親戚。この婚約が破談になれば、奴隷反対派は弱体化してしまう。

「俺が勧めた縁談だが、二人共、心から愛し合っている。権力者の癖に甘いと思われるかもしれねえが、リーズンは幸せにしてやりてえ」

　不味い、イジワール公爵がヒートアップしている。怖い顔が更に怖くなっている。

「い、今思い付いた策ですので、実際に実行される確率はゼロに等しいと思いますよ。やっぱりイジワール様の側そばで経験を積むのが一番だと思いますよ」

　思い付きで言った提案が、思わぬ事態を招き寄せてしまった。

「いや、お前の言った他の領地で経験を積ませるのは妙みよう案あんだ。要はリーズンを安心して任せられるところを選べばいいんだろ？」

　うん、俺絶対にその家から恨うらまれるよね。貧乏クジを超えて爆弾クジだもん。

「リーズン様のお気持ちもありますし、あまり王都から離れたらプリムラ様が寂さみしがると思いますよ」

「そこは考えるさ……ジョージ、ありがとよ。港の件は、俺に任せておけ」

　まだ見ぬリーズンの実習先の領主様。先に謝っておきます。思い付きで変な提案をして、すいませんでした。
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　罪悪感からだろうか、昨夜はうなされてあまり眠れなかった。

「ジョージ様、目の下の隈くまがひどいだよ」

　熊に隈の心配されてくまった……思い付きでボケるのもやめよう。親父ギャグは若い後輩から嫌われるって言うし。

「今日はイグニス荒野に行くんだよ。大丈夫かい？」

　カリナが溜め息をつきながら俺の顔を覗き込んでくる。俺は絶対にロリコンじゃない。ドキッとしたのは、偶然だ。

「ああ、熟睡出来なかっただけだから、大丈夫だよ」

　徹夜と違って睡眠は確保出来ている。これくらいなら、戦闘に影響は出ないはず。

「イグニス荒野は、町の西側にある門の向こうなんだよね」

「通行券は一人三千ストーン。通行券は一日有効だから疲れたら、無理しないで戻るぞ」

　……偉そうに言っているが、俺が一番最初にダウンすると思う。だってこいつらが寝てる時、俺は仕事してたんだし。

　十分ほど歩くと、巨大な門が見えてきた。見る者を圧倒する巨大な門はレンガで作られており、鉄製の分厚い扉が付いていた。この門はイグニアの町に魔物が入って来ないように設置されたそうだ。

（門もゲームと同じだな。しかし、凄い数の露店商だな）

　ゲームでは門番しかいなかったが、現実では、大勢の露店が立ち並んでいた。装備を売る店もあれば、食糧や水を売る店もある。正に門前市だ。

「凄いだなやー。この門があるから、町の人は安心して暮らせるんだな」

　ドンガは口をアングリと開けながら、門を見上げていた。その純じゆん朴ぼくなリアクションを見て、露店の商人達が好意的な笑みを浮かべる。生活の支ささえとも言えるこの門は、彼らの自慢なんだろう。

「門に刻きざまれた紋様で、魔法を無効化するらしいね」

　カリナの言うとおり、門にはびっしりと紋様が刻まれている。聞いた話では、紋様が風化しないように定期的にメンテナンスしてるらしい。

「それなら安心だな」

「この門を壊せる魔物なんていやしないよ」

　二人はそう言って、頼もしそうに門を眺ながめている……でも、ごめん、壊せる魔物いるんだ。

　マエストロ・グライツァーの副将ルストア。種族はフレイムジャイアント、体長は三メートルを超すパワー型の魔物。そして副将と書いて中ボスと読む。

　ルストアはそのパワーでイグニアの門を破壊する。直接攻撃と火炎属性の特殊攻撃しかしてこないから、特殊攻撃の対策をしておけば比較的容よう易いに倒せた……あくまで、ゲームではだけど。

（この門を壊せる力で攻撃されたら、ひとたまりもないぞ）

　イジワール公爵には悪いが、ルストアの情報は伏せておこう。きっとまだ見ぬ勇者君と、リーズンが実習に行った先の領主が協力してくれると思う。

　俺なんかじゃ、足手まといにしかならないし。

「ジョージ様、陣形はどうするだか？」

「前衛はドンガとカリナ。俺は後衛をする」

　ドンガとカリナは直接攻撃が主体。年下と女の子の後ろに隠れて情けないが、俺の今回の装備を活かすには後衛が最適なのだ。

「そのバックパック式の消火器を何に使うんだい。リリルの話じゃ、攻撃力は低いって話だよ」

　そりゃそうだ。消火器の攻撃力が強かったら、建物を壊してしまう。

「そこはちゃんと考えてるよ。さっ、行くぞ」

　門を潜り抜けると、辺りの様子が一変した。

　どこまでも広がる赤茶けた大地。樹木の類たぐいは一切見えず、僅かに丈の低い草が点在するだけ。

「ふぇー、広いだなー。端はしっこが見えないだよ」

「体を隠す場所が何もないね。これじゃ、いざって時逃げられないんじゃないか？」

　ゴブリンなら何とかなるが、ファイヤーウルフが相手だとまず逃げ切れないだろう。

「それだけじゃないぜ。遮しや蔽へい物ぶつが少ないから、常に日光に晒さらされるんだ。イグニス荒野は魔物の他にも脱水とも戦わなきゃいけないんだ」

　身を隠せるとしたら僅かに点在する岩だけだ。その岩も大きな物は少ないから、日陰は無ないに等しい。隠れても裏からは丸見えだし、回り込まれでもしたら、大ピンチなのだ。

「水を買いに戻らなくていいのかい？」

「二人共、この魔法の事は内緒にしてくれよ……シャイニングボディ・タイプクリアー」

　透明クリアなのに、シャイニングとはこれいかに。魔力に敏感な人じゃなきゃ、俺が叫んだだけに見えるだろう。

　今回のシャイニングボディは透明、つまり目には見えないのだ。そのせいかカリナとドンガはポカンとしている。

「ジョージ様……何しただか？　まさか暑さで頭が……」

「透明な魔法の膜まくを体に纏わせたんだよ。防御力は低いけど、体温の上昇は防げるぞ」

　チートとは言いい難がたいが、シャイニングボディはなかなか使い勝手が良かった。ゲームに登場させるのには地味すぎるけど。

「確かにさっきよりは暑くなくなったね。これなら、安心して動けるよ。それで見渡す限り魔物は見えないけど、どうするんだい？」

「見てのとおりイグニス荒野には水源が少ない。それを利用するんだよ。まず、あそこに見える岩まで移動するぞ」

　岩の高さは一メートルくらいで、屈かがめば三人とも身を隠す事が出来る。

「それでどうするんだい？」

「まあ、見てなって……放水!!」

　バックパック式の消火器から、岩の前に少しだけ放水する。

「ジョージ様、イグニス荒野で水は貴重だったんでないのか？」

「ああ、貴重だ。魔物にとっても貴重さ。水に勘付いた魔物がやって来る。そいつを背後から襲うぞ」

　先制攻撃を取れれば、確実に俺達の方が有利になる。それにシャイニングボディがあるから熱中症の心配もない。

「なんか……こすいだな」

「しっ!!　魔物が近付いて来たよ……ゴブリンが二匹にメイジゴブリンが一匹……ジョージ、どうするんだい？」

　俺には点にしか見えないが、獅子人のカリナにはしっかりと見えるらしい。

「ゴブリンが水を飲み始めてからが勝負だ」

　そう言って岩に身を潜めた。イグニス荒野で水場は正に生命線。近付いてきたゴブリン達は夢中になって水を飲み始める。

「ジョージ様、まだだか？」

「俺が先制攻撃をする。二人共、それに続いてくれ……放水」

　岩陰から出て一息ついてるメイジゴブリンの顔目がけ勢い良く放水する。攻撃力は小さくても、のけぞらせるには充分なのだ。

　重戦士のドンガ、格闘家のカリナにかかれば体勢を崩したゴブリンを倒すのは容易な事。

　メイジゴブリンはドンガの斧で頭を砕くだかれ、ゴブリンはカリナの棍で首をへし折られた。

　安全かつ確実に勝つ。これが俺の戦い方だ……評価は低そうだけど。
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　イグニアに来て四日が経たっていた。幸いな事に俺達は怪我を負う事もなく、順調に魔物を倒して成長している。

「それじゃ、俺は冒険者ギルドに行って魔石を換金してくるよ」

　本来なら換金は従者であるドンガの役割なんだけど、ドンガは人見知りなうえに強面の大人が大の苦手。交渉どころか会話すら出来ない。そのため換金は俺の役割になっていた。

「頼むよ。あたいはオデット先生のところに行ってくる」

　カリナはイグニアに来てから、オデットさんに何か教えてもらっているそうだ。

「おでは、お城の手伝いに行ってくるだ」

　ドンガだけ何の役割もないのはよくないので、城の力仕事を手伝わせている……聞いた話によるとメイドのお姉様方に随分と可愛がられているらしい。純情な性格とモフモフの毛並みが受けているそうだ。
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（今日も凄い人だかりだな）

　冒険者ギルドには大勢の人が集まっていた。しかし今集まっているのは冒険者ではなく、商人と野次馬である。

「聞いたか。あのボーブルから来た狼人。あいつ一人でナインテールを狩ったらしいぞ」

「凄いのはオークの方だろ？　フレイムナイトを近接戦で倒したらしいぞ」

　先生達もイグニス荒野で戦っており、既に奥地まで辿り着いたそうだ。

「お前らにわかだな。一番凄いのは猿人のメイドだぞ。投げナイフだけでフェニックス撃ち落としたんだぞ」

　なんか領主の立場がなくなるくらいの人気です。

「すいません、換金をお願いします……」

　イジワール公爵の配慮で、ギルドには俺の立場を伏せてもらっている。

「おっ、今日も稼いだな。そういや、お前もボーブルの人間だよな。噂の三人とは知り合いなのか？」

　はい……一応、雇やとい主ぬしです。影が薄いですけど、ボーブルで領主しています。

「さ、三人共有名人ですから」

「だろうな。あの三人も凄いが、俺は腕のたつ補助系の魔法使いを雇っていると睨んでるぜ。あの三人は水を少ししか持たないで、イグニス荒野を攻略しているんだからな」

　イグニス荒野の最大の敵は魔物よりその暑さだと言われている。真夏の昼間だと一時間で熱中症になる冒険者もいるそうだ。防ぐためには飲み水を大量に持ち込むか、こまめに帰還するしかないと言われている。

　しかしボーブルから来た三人は水をあまり持ち込んでいないのにもかかわらず、短期間で奥地まで辿り着いた。ギルドの職員は三人に補助魔法がかかっていると睨んだらしい。

　概ね正解だ……でも補助魔法シヤイニングボデイをかけているのは雇い主おれです。

　今日の稼ぎは三万ストーン。頭割りすると一万となる。そこからイグニス荒野入場料を引くと七千ストーン。新装備にかけた開発費や水の魔石の消費量を考えると赤字である。

　しかし、あくまで冒険者としての稼ぎは赤字なだけで、領主としての稼ぎは黒字なのだ。そして今、俺の財布には三十万ストーン入っている。港を作れば新しい娼館が必要になるだろう。そのために必要なのは市場調査だ。

（アサシンモード発動）

　衆目は先生達にいっている。そしてイグニアで俺の顔を知っている人はごく僅か……そう、今の俺は自由だ。

　足音と気配を消してギルドの出口に向かう。だが、外に出たと思った瞬間、誰かに襟首を摑まれた。

「この馬鹿!?　こんなところで足音を消したら、かえって目立つだろうが。その場に溶け込める足音にしろって教えただろ」

　素人しろうとは騙だませてもボルフ先生は騙せませんでした。

「ボ、ボルフ先生……ですよねー。反省します……不ふ肖しようの弟で子しは所しよ用ようがありますので、これにて失礼します」

「あんっ？　お前も城に戻るんだろ。さあ、行くぞ……イジワール配下のアサシンに後をつけられてんのが気付かねーのか？　娼館なんかに行ってたら、いい笑い者だぞ」

「マジっすか!?」

　俺にもしもの事があったら、イジワール公爵の面目は丸潰れだ。かといって騎士を派遣したら目立ってしまう。だからアサシンを派遣したんだろう。

「ああ、どこかのスケベ領主と違って、きちんと町に溶け込んでいる」

　そのままボルフ先生に連れられイジワール城へ帰還する。

　城の入り口には見知ったイケメンが立っていた。

「ジョージ君、お帰り」

「リ、リーズン様」

　ここ二、三日城に戻ってくると、何故かリーズンが玄関で出迎えてくれるのだ。

　……嫌なフラグが立っていない事を祈ろう。
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　無事に経験を積めたので、ある検証を試みたいと思う。

　実験場所は騎士の鍛錬場。

「ジョージ様、本当によろしいのですか？」

「サンダ先生、お願いします。本番では試ためせないので」

　グッと腹に力を入れて待ち構える。

「行きますよっ……パイロボール！」

　パイロボールは火炎属性の初級魔法で、相手に火の球をぶつける魔法だ。そしてバスケットボール大の火の球が俺めがけて飛んできた。

「ちょ……でかすぎ！　……グフッ！」

　思いっきり殴なぐられたような衝撃が腹に走る。あまりの痛みに息が出来なくなってしまう。

（し、失敗した……サンダ先生の体の大きさを考えれば、パイロボールもデカくなるよな）

「どれ、腹を見せてみろ。おー、成功だ。全く火傷をしてねえぞ……まっ、衝撃のせいで、青あお痣あざになってるけどな」

　ボルフ先生の言うとおりで、ある意味成功である。今のはシャイニングボディを使用する事で、どの程度火傷を回避出来るかという検証だ。実験結果、シャイニングボディで熱量は防げるが、衝撃を防ぐ事は出来ないらしい。さすがは防御力三のゴミスキル。

「ド、ドラゴンのブレスなんて浴びたら、全身打撲で死んじゃいそうですね」

「無茶しすぎですよ。これがジーオボールやアネモカッターなら重症を負っていましたよ」

　ジーオボールは土属性の初級魔法で、拳大の岩を相手にぶつけるという魔法。シャイニングボディを使っても岩で殴られるのと変わらないだろう。

　アネモカッターは風属性の中級魔法で、風の刃で敵を切り裂く魔法。シャイニングボディを使っていても、体が真まっ二ぷたつになってしまうと。

「でも服が燃えませんでしたから、防御力の高い装備を身に着ければ何とかなるかもしれませんね」

　鉄の鎧が熱せられて大火傷を負ったなんて事態は防げるだろう。

「最初はしょぼい魔法だと思ってたけど。案外使い道があるんだな」

「これで明日からイグニス荒野の攻略に入れます。それに今のままじゃ、強くなれても戦い方を覚えられませんから」

　敵の背後から攻撃するのは効率も良く安全だけど、戦い方を覚える事が出来ないのだ。強くなれても戦い方が下手だと元も子もない。

「確かに戦い方を覚えるのは重要だけども、間違ってもファイヤーリザードとは戦うなよ。今のお前らじゃ、傷一つ付けられねえぞ」

　ファイヤーリザードの皮は分厚く、ある程度の攻撃力がないとダメージを与える事が出来ないそうだ。

「ファイヤーリザードを見かけたら出来るだけ距離を取るようにして下さい。特に尻尾には気を付けて下さいね」

　なんでも大きな個体になると尻尾で岩も砕くらしい……先生達って、そんな化け物を倒してるんだよな。逆らうのは絶対にやめよう。





　　　　　◇






　次の日、俺達はイグニス荒野中間地点の入り口にある巨岩を目指していた。

「ここまでは順調だな」

　経験を積んだお陰で、ゴブリンやフレイムスピリットに苦戦する事はなかった。目的地の巨岩まであと少しとなった時、カリナが歩みを止めた。

「……ファイヤーウルフが近付いて来るよ!?　数は三匹」

　カリナの言葉どおり、ファイヤーウルフが唸り声をあげながら近づいてくる。

「俺が先制をかける──水の形は円盤状に固定。回転数は一秒毎に三十回転……ハイドロカッター」

　勢いよく飛んで行ったハイドロカッターはファイヤーウルフの胴体を両断した。

「今のでひるんだね。次はあたいの出番だよ」

　カリナの棍がファイヤーウルフの顔面に直撃。ファイヤーウルフはたまらないといった感じで後ずさるが、カリナは蹴りで追撃をかけた。哀れ、ファイヤーウルフは顎あごを砕かれ撃沈。

「ジョージ様、もう一匹が遠吠えをするだよ」

「させるかよ……放水っ!!　ドンガ、頼むぞ」

　突然の放水に面喰って、動きを止めたファイヤーウルフにドンガの斧が襲いかかる。

「なんとか倒せたな……うん？」

　聞こえてきたのは、今にも途と絶だえそうなか弱い遠吠え。ハイドロカッターをくらったファイヤーウルフが最後の力を振り絞って鳴いたらしい。

「ジョージ、今度は五匹だよ」

　仲間を殺されて怒り心頭なファイヤーウルフが俺達の下に近付いて来る……と思ったら、一瞬で吹き飛んだ。ファイヤーウルフを吹き飛ばしたのは、炎のように真っ赤な尻尾。

（あれはファイヤーリザード！　なんでここにいるんだ？）

「ドンガ、カリナ、あそこの岩陰に身を潜めるぞ」

　二人に声をかけ、見つかる前に岩陰に隠れる。こっそり覗いてみたら、ファイヤーリザードは放水で出来た水みず溜たまりに舌をつけていた。

（水溜りを独占するためにファイヤーウルフを吹き飛ばしたのか）

　ファイヤーウルフ八匹分の魔石は惜しいが、命あっての物もの種だね。ここはファイヤーリザードが水溜りに夢中になっている間に逃げるとしよう。

　ドンガとカリナに目配せして、そろりそろりと岩から離れる。

　岩から二十メートルくらい離れたとき、俺達が身を潜めていた岩が跡形もなく吹き飛んだ。

　岩を砕いたのは言うまでもなくファイヤーリザードさんだった。

「水が足りなくて不機嫌みたいだね……全く、店に来る酔っ払いみたいだよ」

　見るとファイヤーリザードは舌をチロチロ出しながら俺達を追ってきている。

「足が速い……遮光率九十九％。対象はファイヤーリザード……纏わり付く・闇ストーキング・ダークネス」

　ストーキング・ダークネス、名前は凄いが相手に闇を纏わせるだけで攻撃力はゼロだ。

「さすがはジョージ様。闇で包んでおら達を見えなくしたんだな……ってまだ追ってくるだよ」

「舌で匂いを感知してんだよ」

　やはり、なりはでかくても生態は爬は虫ちゆう類るいと同じなんだろうか。

「俺の狙いは目隠しじゃないんだよ……水の形は円盤状に固定。回転数は一秒毎に五十回転……ハイドロカッター」

　ハイドロカッターの詠唱を終えて、再び逃走。












「不発だか？　なんも見えないだよ」

「どこ狙ってんのさ？　……って、動きが鈍にぶった？」

　なんとかうまくいった……ファイヤーリザードの動きは徐じよ々じよに鈍くなり、今はほとんど動いていない。

「日光を遮断して体温を下げたんだよ……今のうちに逃げるぞ」

　ファイヤーリザードは爬虫類、変温動物だ。ましてやあの巨体で素早い動きをするには、かなりのエネルギーが必要なはず。俺は日光を遮る事で、ファイヤーリザードを一時的に休眠状態にさせたのだ。でも、あくまで一時的なものであり、いつ動き出してもおかしくない。

　ファイヤーリザードが動き出したらやばいので俺達は必死で逃げた。一応、きちんと前を見ていたつもりだったが、誰かにぶつかってしまった。

「すいません……魔物ファイヤーリザードから逃げていた……もので……」

　俺がぶつかったのは二人組の男性。一人は穏おだやかそうな痩やせ型の青年。もう一人は岩のようにごつい体格の中年男性。

（こいつらは、六魔枢のマエストロ・グライツァーと副将のルストア？　まじかよ……詰つんだ）

　俺がぶつかったのはマエストロ・グライツァーと副将のルストアだった。二人共、人間形態のため、ドンガとカリナは何も気付いていない。

（どうやって二人を逃がす？　……グへッ!!）

　二人を逃がす算段を考えていたら、何かに吹き飛ばされた。見るとボルフ先生がマエストロ・グライツァー達と対たい峙じしている。

「悪い。うちの馬鹿弟子が迷惑をかけたみたいだな。俺がきちんとしめておくから勘弁してくれ」

「いえいえ、私も前を見ていませんでしたので……失礼します」

　…………た、助かった。





　　　　　◇






　ジョージ達と十分に距離が離れたところで、ルストアが口を開いた。

「グライツァー様、なんであの餓が鬼きを見逃したんですか？　あの狼人は厄介ですが、俺が元の姿に戻れば余裕ですよ」

「少し離れたところに狼人と同じくらいの強さを持ったオークがいました。それにかなり強い猿人の女性の気配もありましたからね。今は目的の方を優先しなくてはいけません」

　グライツァーは心底嬉うれしそうにルストアに話しかける。

「ですがグライツァー様には勝てないでしょ」

　確かにグライツァーが本気になれば、サンダやボルフでは、到とう底てい歯がたたないだろう。

「気付かなかったのですか？　上空からドラゴンが私達を狙っていたんですよ。それにあの子は神使持ちです。神使とドラゴンを同時に相手するのは、今の私には荷が重すぎますよ」

「それじゃ、あの何の変へん哲てつもない小僧が勇者なんですか。ただの生意気そうな餓鬼にしか見えませんよ」

「……いいえ、あの子は勇者より面白いですよ。外見は子供ですが、精神は大人です。あんな面白い物を途中で壊されたらたまりませんから、他の六魔枢には釘くぎを刺しておきますか……あれは私の獲え物ものですよ。あそこにいるファイヤーリザードを見なさい。足の筋をハイドロカッターで切られています。だから逃げられたんですね……あの子が成長したら、面白いですよ」

　グライツァーは芸術を好む。特に自分で作り上げた作品を、自らの手で灰かい燼じんに帰す事を最も好んでいる。

　こうしてジョージはマエストロ・グライツァーのフラグを立てたのだった。





　　　　　◇






「丈じよう治じ!!　仕事中に寝るとはいい度胸だなっ」

　いきなり大声で叫ばれ、反射的に立ち上がってしまう。慌あわてて声のした方を振り向くと、同僚の花山さんが立っていた。

「花山さん？　なんでオリゾンにいるんですか？　花山さんも転生したとか？」

　でも、周りを見ると会社のオフィスで、目の前にあるのは俺のデスク……周りの視線が冷たいです。

「転生だ？　お前は厨ちゆう二に病か!?　居眠りの言い訳なら、もう少しまともなのにしろ」

　俺は寝ね惚ぼけてなんかいない。ついさっきまでオリゾンにいたんだし。でも、どう見てもここは会社だ。いまいち釈しやく然ぜんとしないが、イグニス荒野にいたんですって言わなかった自分にグッジョブと言いたい。

「いいか。ここはジョージの部下をうまく誘導すればＳ評価を取れるんだ」

　どうやって誤魔化そうか考えていると、後ろからテストプレイの声が聞こえてきた。これはチャンスだ？　話題をすり替えてやる。

「あれ？　テストプレイをするゲームなんてありましたっけ？」

　貴族をしていたはずなのに、スラスラと責任逃れのセリフが出てきた。三つ子の魂百までも……どうやら俺は根っからの小物体質らしい。

「他のチームが作ったキミテの戦略シミュレーションだよ」

　花山さんが溜め息混じりに説明してくれた。でも、いつの間にそんなの作ったんだ？　キミテが売れたから二匹目のドジョウってやつか。確かにキミテⅡやＲを作るって企画は出ていたけど……取りあえずオリジナルチームの権限でアミのイベントを減らしてやる。アミはフラグが立ったからって、すぐにデレるような安い子じゃないんだぞ。アミと仲良くなるには、一いち途ずである事がお兄様の出す絶対条件だ。

「ほら見ろ。こうしてジョージの部下をマエストロ・グライツァーの盾にするんだよ」

　どうやら戦略シミュレーションゲームでも、ジョージの扱いは酷ひどいらしい。

　画面を覗き込むと、見覚えのある人達がマエストロ・グライツァーに突撃していた。

「そしてジョージの部下が攻撃されている間に、後ろへ回りこんで攻撃すればいいのさ。何しろジョージは突撃しか指示出来ないように設定しているんだ」

　そして次々と燃やされていく俺の部下達。

（止やめろ、トムは来月結婚するんだぞ。ブルックは子供が生まれたばかりなんだ。サンダ先生が……ボルフ先生が……みんな、死んじゃうじゃないか）

　テストプレイを止めようとしたが、何故か体の自由がきかず指すらまともに動かせない。それどころか声も出せない。そうこうしているうちに、俺の部下は全滅……ゲームだと分かっていても、目の前が暗くなっていく。そして全てが闇に包まれた。




「……夢か……」

　周囲を見回すと、俺はベッドに寝かされていた。

「ジョージ様……随分とうなされていたので、心配しましたよ」

　次に見えたのは心配そうな顔をしているサンダ先生だ。どうやら、俺はグライツァー達が離れた直後に気絶したらしい。そう、気を失うくらいに、グライツァー達の力は圧倒的だった。ある程度、闘いを経験したから分かる。俺とグライツァー達とは絶望的なくらいに力の差があったのだ。努力や策では、埋うめようがないくらいの圧倒的な力の差が。

「やっと目を覚ましたか……それで、あいつらは誰なんだ？」

　それはボルフ先生も同じらしく、その顔は青ざめていた。多分あの場面では、俺を殴ってグライツァー達から引き離すのが精一杯だったんだろう。

「ボルフさん、ジョージ様は今、目を覚ましたばかりでございます。いくら守護騎士とはいえ立場を弁わきまえて頂けませんか」

　メイドとして永年母さんに仕つかえてきたオデットさんにしてみれば、ボルフ先生の言動は容認出来ないのかも知れない。でも、今優先すべきは、俺の体調ではなく六魔枢が現れたという情報をイジワール公爵に伝える事だ。

「オデットさん大丈夫ですよ。イジワール公爵にアポイントを取ってもらえますか……そういえばドンガとカリナはどうしています？」

　精神が大人の俺でさえ、恐怖のあまり気絶してしまったんだ。中学生のあいつらには精神的負担が大きすぎる。トラウマにならなければ良いが……。

「普通に飯を食って寝たよ。実戦経験が少ないのが幸いしたんだな……お前はあいつらが何者なのか分かっているんだろ？」

　マエストロ・グライツァー達は人間に化けていた。カリナ達の目には普通の冒険者に映ったのかも知れない。

（正体か……でも、ここにはオデットさんもいる。ここは、敢あえてしらを切るか）

　母さんに俺の正体を知られるわけにはいかない。

「大丈夫でございます。ローレン様からジョージ様の大まかな事情は聞いておりますから……私はお嬢様の護衛の他に、アコーギ家を見張る役割を仰おおせつかっておりますので」

　そういや最初、爺ちゃんはオデットさんに俺を見張らせていたんだよな。母さんを大切にしているオデットさんが結果を確認しないわけがない。そしてオデットさんが見張っているアコーギ家の中には俺も含まれているんだろう。

「六魔枢の一人マエストロ・グライツァーとその副将ルストアですよ。ちなみに、あいつらはまだ本当の実力を出せない状態です」

　ゲームと同じ設定なら六割程度の力しか出せないはず。しかも本来の姿に戻れば、さらにパワーアップする……しかし、マエストロ・グライツァーは俺みたいな小物には興味を持ってないだろうから、勇者パーティー丸投げプロジェクトを本格的に発動しよう。

「あれよりも強くなるのかよ？　そういやマエストロ・グライツァー達はあそこに何をしに来てたんだ？」

　俺が気絶した後、グライツァー達は最深部の方へ向かっていったらしい。

「邪悪の魔石を埋めに行ったか、もしくは力を注そそぎに行ったんだと思います。今のイグニス荒野は正の気で満ちているそうです。でも、邪悪の魔石を埋めると、瘴しよう気きが発生して、魔族の実力が発揮出来るようになるって話でした」

　この緊きん迫ぱくした雰囲気の中、邪悪の魔石なんて厨二単語をぶち込むのは結構きついです。

「ジョージ様、その邪悪の魔石にはどういった力があるのですか？」

　オデットさんの顔は真剣そのもの……母さんサイドの人に厨二単語を真面目に聞かれると、精神力がごっそりと削けずられるのが分かった。

「邪悪の魔石を埋めると、そこに住んでいる魔物が活性化するんですよ。そして魔物が倒されると、邪悪の魔石に負の力が溜まっていくんです」

　人の営いとなみに魔石は欠かせないし、活性化した魔物を放置しておくと人的被害が出てしまう。しかし、魔物を倒せば倒すほど、邪悪の魔石に負の力が蓄ちく積せきされていく。

　六魔枢で最初に現れるのは風のオボロだ。出現するのは、アコーギ領にあるヴェント谷……待てよ。確か前にヴェント谷に冒険者が大勢集まっているって報告があった。つまりヴェント谷には邪悪の魔石が既に埋められている可能性がある。

「つまり邪悪の魔石を放っておくと、イグニス荒野は魔族そいつらのテリトリーになるってわけか。坊主、邪悪の魔石を掘り出す事は出来ないのか」

　声の主を確認して反射的に立ち上がってしまった。まさか、夢と同じ行動をしてしまうとは……。

「イ、イジワール卿きよう!?　大変失礼しました」

　体中を冷や汗が伝っていく。何しろ俺はベッドに腰を掛けたまま、イジワール公爵と話をしていた。これは重罪に問われかねない無礼なのだ。俺が訪ねる予定だったのに、どうしてイジワール公爵が客こ室こにいるんだ？

「気にするな。俺はお前が目を覚ましたって聞いて、飛んで来たんだぜ。お前に何かあったらローレンに殺されちまうからな……それで、どうなんだ？」

「無理ですよ。邪悪の魔石は地中深くにありますし、結界が何重にも張られています。あれは魔族にとって最重要物品ですから」

　もし、手を出そうとしたらマエストロ・グライツァーでさえも命懸けで守ろうとするだろう。

「あいつら、今でも驚異的な力を持っているんだぞ。実力を出すだけのためにそこまでする必要があるのか？」

「六魔枢が倒されても邪悪の魔石に負の力が蓄積されます。むしろ魔力が強力な分、魔物に比べようがないくらいの負の力が蓄積されるんですよ……そして六魔枢全員が倒されると、魔王城が出現します。現れる場所は神聖グルウペ皇国にあるオルドル山脈です」

　オリゾンは三つの国と隣接している。東側にはフェルゼン帝国があり、西側にはランドル共和国がある。そして北方にあるのがグルウペ皇国だ。

「グルウペか。それが本当なら魔族も厄介な国に目をつけやがったな。フェルゼンやランドルなら忠告も出来るんだけどよ。あそこはグルウペ様の信者である自分達こそが正しいと信じ込んでいるから、聞く耳を持たねえんだよな」

　イジワール公爵の言うとおり、フェルゼンやランドルとの仲は良好で、国交も盛さかんだ。俺の周りで言うとサンダ先生はフェルゼンに友人がいるし、ホートー様の婚約者はランドルの令嬢だ。しかし、北方に位置している神聖グルウペ皇国との仲だけは微妙である。

「ええ、魔族の司令官ブリスコラがグルウペの神使に化けて代たい皇こうに近付くんです」

　グルウペを治めているのはイデアル代皇。ちなみに代皇は、グルウペに代わって国を治めるって意味らしい。

「しかし、グルウペの人達は信心深く、正義感の強い人ばかりだと聞いていますが」

　サンダ先生の言うとおり、グルウペ人は信心深く正義感が強い人が多い。それだから、ブリスコラに騙される。

「相変わらずのはた迷惑な連中だよな。前もオリゾンで子供が働かされているのが許せないって、文句をつけてきたんだろ」

　そう、グルウペの人間は正義感が強すぎて隣国にちょっかいを出してくるのだ。お陰で他の三国の仲が良好になっているのは、皮肉としかいえない。

「ブリスコラは〝魔族が現れたのは、オリゾンやフェルゼンの治世が乱れたのが原因、グルウペ様はイデアルこそが全ての国を治める人物であると仰っていた〟と。この言葉を信じて三国に宣戦布告をするんですよ」

　ゲームのジョージも兵を率いて、グルウペに出征する時期がある。ジョージが不在だから、マリーナをデートに誘いやすくなり、イベントもサクサク進んでいく。よく考えたら命いのち懸がけで戦いから帰って来たら、婚約者マリーナが勇者に攻略されているなんて、鬼畜すぎる展開だ。

「信心深さに付け込まれるってわけか。こりゃフェルゼンやランドルとの絆を太くしとかねえとな」

　魔族だけと戦う勇者と違い、俺は立場上人間グルウペとの戦闘を避けられないだろう。そうしたら、あの悪夢が現実の物になってしまうかもしれない。もし、背後に王様や民衆がいたら、敵かなわない相手だと分かっていても突撃を命令するだろう。

「フェルゼン帝国と言えば友人の手紙に〝ファルコ家嫡ちやく男なんピークの次女イリスが行方不明になっている。何か情報を摑つかんだら知らせて欲しい〟と書かれておりました」

「ファルコ家って伯爵家のか？　あの爺さん孫を目の中に入れても痛くないってくらい、可愛がっていたから厄介だな」

　うん、厄介極まりない話です。サンダ先生、そんな話は子お供れがいない所でして下さい。

　取りあえず、明日からまたイグニス荒野で経験を積もう。
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　イグニアに来て一週間が経たった。これでようやくボーブルに帰れる。

（誰も怪け我がしなかったし、いい感じに成長出来たな）

　安あん堵どの溜め息を漏らしていると、イジワール公爵はとんでもない宣告をした。

「あの、イジワール卿……今なんとおっしゃいました？」

「リーズンをボーブルで教育してやってくれ。そうしたら、開港に力を貸してやるよ」

　花山さん、会社に帰っていいですか？













　時がゆっくりと流れていく春のお昼すぎ、一台の馬車が路ろ地じ裏うらにある食堂の前で停とまった。大衆向けの食堂には似つかわしくない高級な馬車である。井戸端会議に夢中になっていた奥様方は、誰だれがやって来たのだろうとそれぞれが予想を出し始めた。

　何しろここの食堂ではナベ料理やトーフといった変わった料理を出してくれるのだ。それだけでなく値段が安いうえに、使われている野菜や卵が新鮮とあって、今や王都でも評判の店なのである。高名な騎士や貴族の奥様がお忍びで来る事も珍めずらしくない。

　しかし、馬車から降りてきたのは意外な人物であった。

「あら？　あの子、カリナちゃんじゃない？」

「カリナちゃんに貴族の知り合いなんていたかしら？」

　奥様方の好奇の視線が一斉にカリナに注そそがれる。

（だからあたいは歩いて行くって言ったのに。ジョージの馬鹿っ……！）

　愚ぐ痴ちをこぼしてはいるが、カリナの頰ほおは僅わずかに緩ゆるんでいた。何しろ馬車の持ち主は彼女の想い人ジョージ・アコーギなのだ。普段は聞き流している奥様方の噂うわさ話ばなしであるが、自分とジョージの事を噂しているように思えてどこか面おも映はゆい。

「ただいまー」

　更さらに緩んでくる頰を隠すために、カリナは飛び込むようにして食う堂ちの中に入って行った。お昼すぎのためかお客さんはほとんどおらず、食堂の中にもゆったりとした時が流れている。

「あら、カリナちゃんお帰りなさい。旅はどうだった？」

　声をかけてきたのは、獅し子し人びとのウエイトレス。カリナと同じオレンジ色の髪をしているが、ウエイトレスの少女の方が若じやつ干かん大人びており雰ふん囲い気きも柔やわらかい。獅子人にしては色白な少女で、人目を惹ひく容姿の持ち主である。皮肉な事にその優すぐれた容姿が、彼女の不幸の一いち因いんとなっていた。

「お姉ちゃん、あたいが代わるから中に入って」

　カリナが慌あわててウエイトレスの少女からエプロンを外す。少女の名はスノウ・アイビス、カリナの姉である。カリナと違い、学校に通っていない。

　しかし、スノウの成績は決して悪くなかった。彼女はとある事情から実家の手伝いだけをしている。正確には家族以外の人間と会わないようにしていた。

「カリナちゃん長旅で疲れているのに、ごめんなさい。それと後から旅のお話を聞かせてね」

　滅めつ多たに外に出る事がないスノウは、家族から話を聞く事を楽しみにしていた。

　中でもカリナは中学校に進学してから、物語のような話を聞かせてくれるので特に楽しみなのである。今回も彼女の可か愛わいい妹は王都から遠く離れたイジワール領に行ってきたのだ。だからだろうか、スノウはまるで、昔話を聞かせてもらう幼子のように目を輝かがやかせている。

「鍛きたえ方が違うから大丈夫だよ。それに今回は物もの凄すごい経験をいっぱいしてきたんだよ」

　そしてカリナの話はスノウだけではなく、彼女達の両親をも驚かせた。

　何しろカリナはドラゴンに馬車を運んでもらったり、公爵様のお城にゲストとして招かれたりと、家族の予想を大きく上回る経験をしてきたのだ。

「本当にイジワール公爵様のお城に泊まらせていただいたのか？」

　カリナの父クオーコが、念を押して聞いてきた。イジワール公爵と言えばコーカツ公爵と並んで称しようされる国内有数の権力者である。猿えん人じんの貴族であっても、ゲストとして呼ばれる事は滅多にない。ましてや獣人、しかも庶民の娘がゲストとして呼ばれるのは前ぜん代だい未み聞もんの事なのである。

「うん、何でもコーカツ公爵様がお声をかけて下さったんだって。帰りにお土産みやげも頂いただいたし……ほら、この髪飾りがそうだよ」

　カリナの髪に付けられていたのは、フェニックスが模かたどられた銀色の髪飾り。フェニックスはイジワール家の紋章に使われている魔物で、絶対に獣人の娘が持って良いような物ではない。

　イジワール公爵はジョージパーティーのメンバーに何かしらの土産を渡していた。もっとも、一番とんでもない土産をもらったのは、他でもないジョージだったが……。

「カ、カリナ……恐れ多い事を……早く外しなさい」

　アイビス家の母デボレアの顔は真まっ青さおになっていた。もし、カリナがこの髪飾りを付けて王都を歩いたら、不ふ敬けい罪ざいで捕つかまってもおかしくはない。

　アイビス家の人々はとある事情から、貴族という言葉に過か敏びんになっているのだ。

「でも、公爵様が〝これは俺おれがお前を認めた証あかしだ。何か理り不ふ尽じんな目にあったらこの髪飾りを見せろ〟って」

　カリナは自分や家族の知らないところで、重要人物として扱われているのだ。もし、彼女やその家族を理不尽な目にあわせる者がいたら、とんでもない目にあうだろう。ボーブル城の人間だけでなく、コーカツ＆イジワールの二大巨頭を敵に回してしまうのだから。

「カリナちゃんってジョージ様のお話をしている時が、一番嬉うれしそうだよね」

「なっ……お姉ちゃんの馬鹿っ!!　お、お休みなさい」

　カリナは夕日のように頰を真まっ赤かに染めたかと思うと、大慌てで寝室へと駆け出して行った。ドアも閉め忘れるくらいの慌てぶりである。

　スノウは妹の微笑ほほえましい行動を温かな目で見ていたが、彼女達の両親は哀かなしげな目で見ていた。

　カリナがジョージに恋しているのは、家族全員が分かっている。彼女の話題の中心はいつも彼だし、ジョージが店に来るとカリナの顔は眩まぶしいくらいに輝きだす。

　末娘の一いち途ずな恋を知っているからこそ両親は哀しいのだ。本来ならジョージはカリナと出会う事がない人物である。種族が違うし、何より身分に天と地ほどの差があった。無論、両親も貴族らしからぬジョージの人となりを知っている。

　でも、ジョージは猿人の貴族で、カリナは獅子人で大衆食堂の娘だ。ましてジョージにはマリーナ・ライテックというオリゾンどころかレコルト中から羨うらやまれる婚約者がいた。

　カリナの容姿も優れているが、親の贔ひい屓き目めを加えてもマリーナの容姿の方が優れているのが分かる。そしてマリーナの優しい性格もよく知っていた。だからカリナの恋が一途なら一途なだけ、両親は哀しくなるのだ。





　　　　　◇






　寝室に入ったカリナは勢いよくベッドへとダイブした。赤く染まった頰を誤魔化すように、枕に顔を埋うずめる。

（うー、お姉ちゃんの馬鹿!!　お父さん達の前で言うなよー）

　そして何かを誤魔化すようにマットレスをポカポカと叩たたく。

　カリナはジョージと出会った日の事を今でもよく覚えている。第三小卒の獣人達と一緒に店へ来て、自分の作ったマッシュポテトを美お味いしそうに食べてくれたのだ。

　噂だけなら大分前から聞いていた。守しゆ銭せん奴ど貴族・嫌味なソバカス野郎・コーカツ公爵の権力を笠かさに着て威い張ばる卑ひ怯きよう者もの・獣人しか友達がいない仲間外れ貴族。

　そしてジョージとの婚約が決まった友達（マリーナ）は、とても悲しんでいた。

　出会う前の印象は最悪の一言である。でも、話をしてみると威張るどころか、使いすぎるくらいに気を使ってくれる人だった。他の男子は自分を男扱いするが、ジョージだけは女の子として接してくれた。仕事の話をしている時は、ドキッとするくらいに大人びた表情をしている。婚約者のマリーナや従者のドンガに見せない弱みを自分だけに見せてくれるのだ。

（やだ……また顔が熱くなってきた。明日、どんな顔してあいつに会ったらいいのー!?）
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　幸いというか残念というか、次の日ジョージは学校を休んだ。ドンガの話では、旅行中に溜まった仕事を片付けるのと、イジワール公爵のお土産への対策を練ねるらしい。カリナは少しだけ寂さびしい気持ちになった。

　その日の昼休み、意外な人物がカリナを訪ねてきた。

「カリナちゃん、ちょっといいかな？」

「マリーナ？　大丈夫だよ」

　教室がざわめく。カリナを訪ねてきたのは、勇者の子孫マリーナ・ライテックであった。同じ学校に通っているが、マリーナが十組に顔を出す事は滅多にない。何故なら彼女は婚約者のジョージ・アコーギを嫌っているのだ。頭では仲良くしなくてはと思っていても、ジョージの顔を見ると言い知れぬ嫌悪感が湧わいてくるのだという。

「突然ごめんね。ちょっと心配になったから。カリナちゃん、イグニス荒こう野やに行ってきたんでしょ。火傷やけどとかしなかった？」

　マリーナはカリナの事が心配で、わざわざ離れた場所にある十組まで来てくれたらしい。カリナはマリーナの変わらない優しさにちょっとだけ安心した。マリーナはジョージが絡からまないと、昔と同じ心優しい少女なのである。小学校の時に獣人というだけで苛いじめられたカリナを庇かばってくれたのは、他ならぬマリーナであった。

「大丈夫だって。火傷どころか攻撃すらくらわなかったよ。お陰かげで更に強くなれたんだし」

「カリナちゃん強いから、余よ計けいな心配だったよね。でも、どんな扱いをされたか心配で……」

　マリーナの心配はもっともと言える。貴族の子弟の旅に付き添った獣人は大抵奴ど隷れいのような扱いを受けるのだ。ただ、今回に関して言えば強力過ぎるお目付け役オデツトがいたので、まかり間違ってもそんな事はないのだが……でも、カリナは旅での扱いに、ちょっとだけ不満があった。

「子供扱いかな……ジョージ様は、攻略を終えても仕事三ざん昧まいだったし」

　ジョージに言わせれば子供扱いするのは当たり前なのだが、事情を知らないカリナにしてみれば不満でしかない。

「そういえば向こうにいた時はどこに泊まったの？　まさか、馬車の中とかじゃないよね？」

　今回の旅で使ったゴーレム馬車は、それなりに広く寝泊まりも可能な物である。実際、持ち主のジョージは何回か車中泊をしている。

「まさか？　イジワール公爵のお城だよ」

　カリナの言葉を聞いたとたん、マリーナの表情が曇くもった。イジワール公爵家はライテック家にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である。

「そう……ジョージ様もイジワール公爵のお城に泊まったのね」

　マリーナはそう言うと、そのまま踵きびすを返して戻って行った。その顔は怒りと羨せん望ぼうそして嫉しつ妬とが混じり合った複雑なものだった。
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　その日の放課後、カリナが家の手伝いをしているとジョージが店にやって来た。

「ちょっと、あんた顔が青いよ！　どうしたのさ？」

　カリナが驚くのも無理はない。前日まで元気だったジョージが疲れきっていたのだ。

「リーズン様の処しよ遇ぐうを考えて一いつ睡すいもしてないんだよ。プリムラ様もボーブルに顔を出すって言うし」

　プリムラ・オリゾンはリーズンの婚約者であり、王族の一員である。ボーブル滞在中にもしもの事があったら、廃領は確実だ。当然、警備は厳重にしなければいけなくなり、人件費がかさんでしまう。プリムラは気軽に来るかも知れないが、来られるジョージにとってはプレッシャーでしかない。

「これであたいの気持ちが少しは分かったろ。人の家をお偉いさんとの会合に使うから罰ばちが当たるんだよ。コーカツ公爵様が来た時は一家全員心労でダウンしたんだからな」

　これはジョージにとっては理不尽な話で、ローレンが勝手にカリナを品定めにきただけなのだ。

「とりあえずなんか食わせて」

「はい、はい。マッシュポテト大盛りね」

　ジョージは疲れた体と気持ちを癒いやしに自分の所に来てくれたのだ。カリナは、それが嬉しくまた誇ほこらしかった。













　拝はい啓けい　日本の皆様。そちらの季節は分かりませんが、いかがおすごしでしょうか。

　異世界に転生して十三年経たちましたが、ハーレムやチートとは無縁な生活を送っております。爵位こそありませんが、俺おれは一応貴族をしています。こちらに来るまで貴族は働かなくても贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活が送れると思っていましたが、現実はそんなに甘くありませんでした。

　蓋ふたを開けてみれば仕事漬けの毎日。娯楽が少ないから気分転換もままなりません。

　もし、貴方あなたが異世界に転生する機会があったら、漫画や小説をダウンロードしまくったタブレット端たん末まつとソーラー充電器を持ってくる事をお勧すすめします。

　それと身分の高い人間を部下に迎える時は気を付けて下さい。特に真面目すぎる人は危険です。言う事を聞かないし、大人の事情ってやつを察さつしてくれません。

　もし、可能でしたら俺に胃薬を送って下さい。　　　　　　　　　　　　榕あこう木ぎ丈じよう治じ




　……マジで胃が痛いです。リーズンがボーブルに来て早二カ月。領主家業が更さらにハードワークになっています。

「ジョージ様、次はこの陳ちん情じよう書しよです。それが終わったら、あそこにある書類に目を通して下さいね」

　リーズンは、悪気を一切感じさせない爽さわやかな笑顔で俺に話しかけてきた。そして音をたてて机に置かれるのは陳情書の束たば。向こうに見えているのは、書類の山。

　リーズン・イジワール、イジワール公爵の孫だ。家柄良し、イケメンで頭も良く武術の才能もある。その上、婚約者は王族という恵まれすぎた男。ぶっちゃけ、リーズンが勇者になってもなんの問題もないと思う。

　実務経験を積ませたいというイジワール公爵のたっての願強い制でボーブルで研修をする事になったのだ。

　幸い、リーズンの経験不足は杞き憂ゆうに終わった。何しろボーブルにはオリゾンでも指折りの文官といっても過言ではないサンダ・ギリル・ロッコーの文官三人衆がいる。彼らにリーズンの教育を任まかせたら、二カ月で急成長してくれた……のは嬉うれしいんだけど。

「あのリーズンさん、そろそろ小休止をしたいんですけど」

「なりません。一刻遅れればボーブルにとってマイナスになります」

　真面目なリーズンは自分にも厳きびしいが、他お人れにも厳しい。サンダ先生達は俺の体調を優先してくれるけど、リーズンはお仕事と領民を最優先にする……領主も領民なんだって訴うつたえたい。俺はボーブルの領主でリーズンは研修生なんだけども、客観的に見れば年齢・爵位共にリーズンの方が上である。将来の事を考えると逆らいにくいのだ。

「分かりました。頑張りますよ。リーズンさんは、もう上がって下さい」

　時間はもう十八時をすぎている。リーズンの就業時間はとっくにすぎているのだ。それにプライドの高いリーズンが爵位も年も下の餓お鬼れに様を付けてくれるのだから、頑張らないわけにはいかない。

「分かりました。総合商店の開店と夏祭りが終われば忙しさも一段落すると思うので、それまで頑張って下さいね」

　これは俺の方が目上だから頑張っては駄だ目めだと注意すべきなのか？　でも、リーズンの方が実質的には立場が上なんだし。

「そうですね。それが終われば、ゆっくり出来ます」

　決してビビったわけじゃない。忙しいから、余よ計けいな波風をたてたくないだけだ。リーズンが言ったとおり、総合商店のオープンに加え今年も夏祭りを開く事になったので、俺はとんでもなく忙しい。
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　リーズンが執務室を出て行った後、俺はひたすら事務仕事に没頭した。ここを乗り切れば久し振りに長期の休みが取れるのだ。さすがに外国へのバカンスは無理かも知れないが、海岸でバーベキューでもしながら、ゆっくり心の洗濯をしたい。

（溜ため池いけの水位が下がっているのか。今年は雨が少なかったもんな。水門を閉じて様子を見るか）

　幸いな事に、まだ水不足にはなっていないらしい。でも、このまま雨が降らないと溜め池が枯かれる危険性もある。

　事務仕事が一段落したので小休止していると、窓の外からギターの音色が聞こえてきた。夏らしい爽やかでアップテンポな曲だ。

（チュ○ブっぽい曲だな……ってこの声はミケ？）

　音楽に続いて聞こえてきたのは、神しん使しミケの歌声だった。

「波と一緒に君を追いかけたー遠い夏の日。今でも夢に見ている儂わしを君は笑うかな？　焼けた砂浜で、またノミ取りして欲しいよー。無邪気な夏ーイノセンス・サマー」

　急いで窓を開けてみると、そこにいたのはサングラスをかけたミケ。何故か麦わら帽子をかぶりアロハシャツを着ている。猫用のハーフパンツなんてオリゾンに売っているのか？

「海水に浸つかれば、ノミを退治出来るだろ」

　久し振りに姿を現したと思ったら、夏の歌なんて歌いやがって。

「かー！　歌心が分からんやっちゃな。目を閉じて儂の歌を聞いてみい。夏空の下、ノミ取りをしてもらっている爽やかな光景が浮かんでくるやろ。歌は耳だけで聞くんやない。耳と心を傾かたむけて聞くんやで」

　真夜中にドラ猫から歌の心を説かれている転生者……シュールすぎる。でも、残念ながら俺には歌心どころかリズム感すらない。どんなにありがたい説教も猫に小判なのだ……木像ミケに小判を持たせた招き神使を売り出したら、意外と売れるんじゃないか？

「こんな夜中にわざわざ夏の新曲を披露しに来てくれたのか？」

　まあ、丁度いい気分転換にはなったけど。オリゾンの貴族が聞く音楽はクラシック音楽がほとんどである。俺には高尚すぎて、何回聞いても眠くなってしまう。

「なに、ちょっとお前の記憶で必要になった物があったんや。直接会わんと正確な数字が分からんからの……それはそうとして、随ずい分ぶんと厄やつ介かいな奴が来たもんやな」

　今、ボーブルで厄介なのは一人だけである。

「あれでも大だい分ぶましになったんだぜ。来た当初なんて視察に行かせただけで問題を起こしていたし」

　一番大変だったのは婚約者がいる女性がリーズンに惚ほれた時だった。リーズンが無自覚にかけた優しい言葉を勘違いしたそうだ。彼に悪気がないのは分かるが、悲惨だったのは女性の婚約者だった男。あんなリアルチートな男と比べられたら、世の中の九割の男は霞かすんでしまう。アランといいリーズンといい本当に俺と同じ猿えん人じんなんだろうか？

「あー、あー、儂はリーズンなんて一言も言ってないで。言うてやろー、言うてやろ。イジワールに言うてやろー」

　お前は小学生か!?　神使がチクったら洒落しやれにならないだろ。

「神使が契約者の立場を悪くしてどうすんだよ？　ただでさえ、リーズンに女性人気を奪うばわれているんだぞ」

　キミテには絵姿というブロマイドみたいなアイテムがある。各ヒロインの絵姿が店で売られているのだ。中には宝箱や民家のタンスからしか入手出来ないレアな絵姿もある。

　そしてオリゾンでは実際に絵姿が売られていたのだ。普段は人気役者やブレイブ・アイデックの絵姿が人気なんだけども、最近のボーブルではリーズンの絵姿が爆発的に売れているらしい。

　ちなみに絵姿を販売している店は人気絵師が書いた絵姿を、お抱かかえの絵師に模も写しやをさせて売っているのだそうだ。

「そういやお前の絵姿は作らへんのか？」

　自分の絵姿を領地で売る貴族は少なくない。ちなみに貴族の絵姿は、実際よりかなり美化されている。

「売れない商品を作る馬鹿はいないっつーの。俺の絵姿なんて、鍋なべ敷しきにしか使えないだろ」

　買うとしたら、母さんくらいだろう。いや、きっとアミも買ってくれる……はず。

「魔ま除よけにもなるで」

「嫌な事を思い出させるなよ。ゲームでジョージが自分の絵姿を大量に作るイベントがあるんだよ。当然、誰も買わず大量の不良在庫になってしまうんだ」

「なんでそんなイベント作ったんや？　容量の無駄やないか」

　最初ジョージの絵姿は花はな山やまさんがノリで作ったジョークアイテムだった。でも、あまりの出来の良さにあるイベントで使われる事になったのだ。

「ジョージの絵姿にはある使い道があるんだよ。風の六ろく魔ま枢すうオボロの副将はフーマ三姉妹ってキャラなんだ。フーマ三姉妹はオボロと同じく幻術が得意なのさ」

　あくまでフーマであり風の間にいる三姉妹ではない。ヨーヨーやリリアンを武器として使う設定は危険すぎるので、却きやつ下かされたそうだ。

　それはともかくヴェント谷を進んでいくと、怪け我がをして動けなくなっている少女と出会う。その少女の正体はフーマ三姉妹の三女牡ぼ丹たんで、話しかけると、

「怪我をして動けません。どうか町まで連れて行って下さい」

　そう言われて入り口に強制的に移動となる。次女紅葉もみじは正解の道に幻の壁を出現させて進めなくしてしまう。その後、一定の場所まで進むと長女萩はぎ野のとの会話イベントになり、強制的に偽にせの宿に泊まらされてしまう。そしてまた入り口に戻らされてしまうのだ。

「お前の絵姿とフーマ三姉妹に何の関係があるんや？」

　フーマ三姉妹は美しい物が好きでオボロに心しん酔すいしているって設定がある。

「ジョージの絵姿を持っていると、三姉妹がドン引きして幻術が解けるんだ。そして先に進めるようになるんだよ」

　フーマ三姉妹、覚悟しろよ!?　生の俺ジヨージを見せてやるからな……でも、それで幻術が解けたら泣いてしまうかもしれない。ちなみにシナリオ担当の山さんは、当初このイベントに乗り気じゃなかったそうだ。
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　夏祭りを同時に開催した事もあり、総合商店のオープンは予想を超える大だい盛せい況きようとなった。もっとも、俺は現場には行けなかったから、数字とお客様の言葉でしか判断出来ないんだけどね。

　俺がいるのは華やかな総合商店とは真逆の夏祭りの接待会場。奥様や娘さんが総合商店に行っている間を狙ねらって娼しよう館かんに行く貴族もいるらしいが、ここで飲んだくれている人も少なくない。

「おい、ジョージ。酒が足らないぞ。早く持ってこい！」

　俺を呼んだのは奴隷推進派に属している貴族。これが普通の領主ならブチ切れていてもおかしくはない。でも、取引先の接待に比べたら可か愛わいいもんである……あいつが後から痛い目にあうのは分かっているし。

　俺が酒を運ぼうとすると、会場の入り口がざわついた。

「ほう？　俺の孫まごを執事代わりにするのか……いい度胸だな」

「よお、小僧。随分と儲もうかっているみたいじゃねえか。こっちに来て話を聞かせろや」

　やって来たのは爺じいちゃんとイジワール公爵。突然の二大巨頭の登場に接待会場が静まり返る。俺に酒を運ばせようとした男に至いたっては、うつむいたままピクリとも動かない。

「イジワール公爵様、コーカツ公爵様、本日はお越し頂きありがとうございます」

「ああ、久し振りだな。さっきリーズンに会ったが良い顔になっていた。ありがとな……あいつ、絞しめなくていいのか？」

「大丈夫ですよ。娼館に行けないのが悔くやしくて飲みすぎただけですし。仕返しはもう終わっていますから」

　総合商店目当てで大勢の貴族がボーブルに来ている。当然、身内が来ている貴族も少なくない。さっきの貴族も母親と姉がボーブルに来ており、娼館に行けないそうだ。

「もう終わっているだと？」

　いぶかしがる爺ちゃんとイジワール公爵に一枚のチラシを差し出す。

「仮面娼婦達による赤せき裸ら々らなイニシャルトークショー『Ａ子爵は魔法の詠唱も早いけど夜も早いの』……小僧、これって」

「特別会員限定のシークレットトークショーですよ。こっちの世界、特に貴族の女の人って男に変に遠慮してストレスを溜めているでしょ。だから、たまにガス抜きをしてあげないと。きちんとイニシャルと爵位は変えていますし、奴隷反対派の貴族は事前にカットさせました」

　練習講演を見せてもらったけど、男の威い厳げんが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけてしまった。娼婦の人って演技がうまくないと出来ないらしい。

　そして俺に酒を運ばせようとした貴族も槍玉に上げられている。自称暴れん坊な象ぞうさん、でも本当は可愛いミミズさんって内容でした。俺が娼館に通う自信をなくしたのは言うまでもない。

「キョーユウ、安心しただろ。俺の孫がヌボーレなんかに取り込まれると思うか？」

　開店セレモニーと夏祭りが終わったら、俺はヌボーレ伯爵のパーティーに出席する。ヌボーレ伯爵は奴隷尊重派だから、あまり付き合いを深めたくない相手だ。でも、織おり物もの関連で取引があるから、お義理でも顔を出さなきゃいけない。

　それが終われば、久し振りの長期休暇バカンスだ。
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　総合商店のオープンから一週間ほど経った日、俺はパーティーに参加するためヌボーレ領に来ていた。

　ヌボーレ伯爵領は王都の北北東にあり、ボーブルからだと領都アービトまでは馬車を使っても八時間はかかってしまう。

「ジョージ様、お気持ちは分かりますが顔にお気を付け下さい。眉み間けんに皺しわが寄っていますよ」

　ロッコーさんの忠告で、ふと我に返る。深呼吸をして気持ちを落ち着かせて、眉間の皺を消す。

「ありがとうございます。この光景を見ていたら、ついつい顔に出ていたみたいですね」

　ヌボーレ領に入ってから胸むな糞くその悪い光景がずっと続いていた。青々と茂しげった桑くわの葉は、風にそよぐ白い綿めんの花。そこだけを見たらのどかな農村にも見えるだろう。

　問題は畑で働いている人達だ。彼らは皆真っ黒な首輪を付けていた。ヌボーレ領の畑で働いている人達は、全て奴隷なのだ。真夏の日差しの下、脇わき目めもふらず黙もく々もくと仕事をこなしている……いや、仕事をさせられていると言った方が正確なのかも知れない。

「サンダの奴を連れてこないで正解だったな」

　ボルフ先生の言うとおり、生真面目なサンダ先生がいたら卒そつ倒とうしていてもおかしくない。ある程度の予想はついていたので、今回はボルフ先生とロッコーさんのしたたかコンビに同行してもらった。

「リーズンを連れてこなくてよかったんですか？　あのお坊ちゃまに社会勉強をさせる良い機会だと思うんですが」

　確かに良い勉強になるだろう。でも、リーズンを連れてくると厄介事が起きる可能性が高いのだ。

「あんなモテ男を連れてきたら、ヴァルムが嫉妬で発狂しちゃいますよ。それにリーズンの性格だと〝そんなのは本当の恋じゃない。今すぐマルールさんを解放しろ〟とか言いかねませんし」

　ヴァルム・ヌボーレは、ヌボーレ伯爵家の長男である。見た目も才能も普通だけど、彼のインパクトはなかなか強烈だった。兎うさぎ人びとのマルールさんを恋人にし溺でき愛あいしているのだが、問題はマルールさんが奴隷だという事。マルールさんはヴァルムの言葉に絶対逆らえないのだ。

　そしてヴァルムとリーズンを比べたら、全てにおいてリーズンが圧倒してしまう。もし、マルールさんがリーズンを見て頰を赤らめでもしたら、ヴァルムが自殺しかねない。自殺は言いすぎだとしても、ヴァルムの恋心が傷付くのは確実だ。

　ヴァルムが傷付くのは別に構わないが、それに巻き込まれたらたまったモンじゃない。確実に俺が一番損そんするし。

「それは考えすぎじゃないですか？」

　イケメンエルフのロッコーさんには、もてない男の気持ちが分からないのかも知れない。

「ヴァルムと初めて会ったのはアコーギ城のパーティーでした。あの時、ヴァルムは俺を選んで話しかけてきたんですよ。そしてその後、すぐにテラスへ向かったんです。自分より格好良い男がマルールさんと話すのが、怖いんだと思いますよ」

　俺が領主アランから疎うとまれているのは社交界でも有名だ。そんな俺にヴァルムが話しかけるメリットは少ないと思う。

　それにリーズンには現在王都で開かれているパーティーに出席してもらった。爺ちゃんやイジワール公爵も参加しているから、良い社会勉強になるだろう。

「あー、確かに碌ろくな事にならねーな」

「貴族ってあまり否定される事がありませんからね。打たれ弱い人が多いと思いますよ。ましてやヴァルムはマルールさんにベタ惚れですし」

　俺の場合は社会の荒波で揉もまれてきたから打たれ強いけど。

「そんなに好きなら奴隷から解放してやりゃいいのによ」

「マルールさんの本音を聞くのが怖いんだと思いますよ。主あるじと奴隷でいる限り振られる事はありませんから……あくまで推測ですけどね」

　でも、それだと本当の恋人になる事も出来ないんだけどね。恋人ってのは気持ちで繋つながっているもんで、一方的な契約でなるもんじゃない。

「相変わらず捻ひねくれた考えは得意だよな……っと、危ねー!?　おい、どこ見てんだよ!?」

　ボルフ先生が怒鳴るのも無理はない。後ろから来たド派手な馬車が強引に追い越しをかけてきたのだ。真っ赤な車体に金色の月という自己主張満点な馬車である。

（随分と派手で大きな馬車だな……何を積んでいるんだ？）

　そして俺達を追い越して行ったかと思うと、前方で急停止した。

「獣人が生意気な口をききやがって……この馬車の持ち主が誰だか分かっているのか？　ルーナ商会の会長サージュ・ルーナ様の馬車だぞ」

　ド派手な馬車の御者が肩を怒らせながら近づいてくる。その態度はチンピラと大して変わらない。

　ルーナ商会、可愛らしい名前をしてはいるが取り扱っているのは、奴隷というきな臭い商会だ。

「まあまあ、紋章も付いていない貧相な馬車です。私達の馬車に傷が付いてなければ、見逃してあげましょう」

　続いて降りてきたのはでっぷりと肥こえた男。脂あぶらぎった顔にはナマズ髭ひげが生えている。

　俺が今乗っているのは普段使いの馬車。王都みたくゴーレム馬車運行の許可が下りていない町で使っているものだ。

（王都で派手な馬車に乗っていると、高確率で反感を買うって知らないのかよ）

　この馬車は見た目こそ地味だが、乗り心地に力を入れているから価格は高級車と大差がない。

「この馬車はジョージ・アコーギ様の馬車だぞ。今の言葉、取り消せぬからな」

　ロッコーさんが大激怒です。

　見た目の良いエルフはルーナ商会にとって喉から手が出るほど欲しい人種だそうだ。ルーナ商会は詐さ欺ぎまがいの手口で幾いく人にんものエルフを奴隷にしてきたそうだから、ロッコーさんにとってルーナ商会は不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵なんだろう。

「ジョージ・アコーギ？　それなら、あなたはロッコー・ウォーター様でしょうか？　……これは大変申し訳ありませんでした。御者には、よく言い聞かせておきますので」

　サージュはロッコーさんの言葉を聞いた途端、頭をペコペコと下げだした。

　そりゃそうだ。爵位がないとはいえ俺は貴族だし、バックにはコーカツ・イジワールの二大巨頭がいる。そしてロッコーさんは、ウォーテック家の親戚だ。

「すいませんね。俺には爵位がないから、馬車に紋章を付けられないんですよ。誤解されないように、今度王様にお願いしてみますね」

　俺の紋章は、やっぱり招まねきミケになるんだろうか？

「いえいえ、とんでもございません。そうだ、お近づきの印に贈り物を受け取ってもらえませんか？」

　奴隷商からの贈り物。異世界に転生する物語ではよく見る展開だろう。しかし俺は奴隷反対派に属している。はっきり言えば、かなり迷惑だ。

　俺の気持ちを知ってか知らずか、サージュは躊ちゆう躇ちよせずに馬車の荷台に付いているドアを開けた。

　物語では可愛い娘を助けてやろうと奮ふん起きするんだろうけども、現実は非常である。

（む、無理だ。まともに見れない）

　暗く怨うらみがこもった視線が俺を射い抜ぬく。嘆なげき・怨み・媚こび・怒り……様々な負の感情が混じり合った視線だ。

　私と貴方に何の違いがあるの？　私も貴族に生まれていれば、こんな目にあわなかったのに。奴隷になった俺を蔑さげすんでいるんだろ？　お貴族様なら、俺を助けろよ……。

　エアリーディング能力が奴隷の心の声に反応したのか、様々な感情が流れ込んでくる。

「やめろ。ジョージ様は奴隷を持たないお方だ」

　ロッコーさんの冷れい徹てつな声のお陰かげで、見失いかけていた自分を何とか取り戻す。

「気持ちは嬉しいが、俺の馬車にはヌボーレ伯爵への贈り物を沢山積んでいるんだ。これ以上、人を座らせる余裕はないんだよ」

　我ながら角かどの立たない上手な断り方だ。事実、馬車にはヌボーレ伯爵に贈る魔石ペンダント・高級歯ブラシ・懐中電灯型マジックアイテム等が所狭せましと積まれている。

「しかし、それでは私の立場が……」

　ここは上手く落としどころを提案した方が得策だろう。何しろルーナ家はナイテックの分家だ。あからさまに敵対するのは得策ではない。

「それなら隷れい属ぞくの首輪を幾つか譲ゆずってもらえるか？」

「はい、今すぐお持ちします」

　サージュから隷属の首輪を二つ受け取り、逃げ込むようにして馬車へと戻る。正直、物もの凄すごく疲れました。

「ジョージ様、その首輪をどうするのですか？」

　ロッコーさんの目が全く笑ってないです。隷属の首輪は目にするのも嫌なんだろう。

「工業ギルドで研究してもらって、行動制限を出来るマジックアイテムを作ってもらおうと思うんですよ」

　何しろ隷属の首輪は、奴隷商しか製造方法を知らないマジックアイテムで、市場に出回る事はまずない。まあ、こんな物ぶつ騒そうな物を売られたら困るけど。

「行動制限ですか？」

「酒やギャンブルで身を滅ぼしかけている人に使うんですよ。酒を飲むなって行動制限をかけるんです」

　オリゾンは医学があまり発展しておらず、依存症の概がい念ねんがない。そのため、依存症の治療は困難だ。だからといって、放っておくわけにはいかない。他にも仕事で取り返しがつかないミスをした人や、大失恋をした人等、目離しが出来ない人にも使えると思う。

「それなら使用に関する法律を作る必要がありますね」

　どうやらロッコーさんの疑いは晴れたらしい。問題は誰が使用の許可をするかだ。日本なら医者が使用を決めるんだろうけど。

（こんな時に、谷たにがいてくれたら助かるのに）

　俺のダチに医者をやっている谷たに崎ざき雄ゆう一いちって奴がいた。でも、喚よび方が分からないし、分かっていても喚ぶ事はないだろう。異世界召喚なんて体験しない方がいいに決まっている。

「俺はてっきり女に付けて、好き勝手するんだと思ったぜ」

　俺をそんな目で見ていたのか？　いや、ボルフ先生流のジョークだろう。

「俺も男ですから、全く興味がないって言えば噓うそになります。でも、事が終わった後の嫌悪感が凄いと思うんですよ」

　スーパー賢者タイムを通り越して罪ざい人にんタイムに突入してしまうだろう。何しろ自分の身勝手な欲望の結果が、目の前にずっといるんだから。

　パンドラの箱には希望が残っていたけど、隷属の首輪を外して残るのは愛だろうか？　それとも怨みなのだろうか？
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　今日のパーティーは当代ヌボーレ伯爵が領主を継ついで二十年経った事を祝うものだそうだ。そのためか、領地からも多くの人が呼ばれている。

　織物が盛さかんな町だけあり、お洒落な人が多い。女性は色とりどりのドレスを着ているし、男性も真っ赤なタキシードや紫のスーツを粋いきに着こなしている。

　そんな中、俺が選んだのは無ぶ難なんな紺色のスーツ。サラリーマン時代に着ていた安物と違い、職人にオーダーした高級品である。

　サンダ先生に〝安物の服でパーティーに参加するのは、招いてくれた人に対して失礼になるんですよ〟と言われて作ったんだけども、着お手れが悪いのか高級品も安物に見えてしまう。

　そして大事な事に今気づいた。皆さん、パートナーと一緒に参加されています。お洒落上級者カップルに囲まれた無難ファッションのボッチ君……これは中々の地獄である。

　ヴェルデがいればボッチにならない。急いで探してみると、母と参加していた。服装は暖かみのあるベージュのスーツ。ヴェルデの愛あい嬌きようがある容姿に憎にくいくらい似合っている。ヴェルデは、それを利用しておば様方に愛想を振りまいていた。

　巧たくみな話術も加わって、人だかりが出来ていて近づきようがない。

　今回、俺はゲストだ……なのに、何でこんなに身の置き場がないんだろうか？

（終わる。やっとこの地獄から解放される）

　それでも、何とか最後まで乗り切る事ができた。総合商店で売り出した新しい服の話をしただけで話題を盛り上げる事が出来たのだ。

「やあ、ジョージ君。今日はよく来てくれたね」

「ヴァルム様、今日はお招きありがとうございました」

　さすがのヴァルムも今日はマルールさんを連れていない。今日のヴァルムはもてなす側だ。その隣に立つのは、正式な婚約者でなくてはならない。恐らく、マルールさんを連れて行こうとしたが、周囲から止められたんだろう。一人で参加したのはヴァルムなりの意い地じなのかも知れない。

「どうしても、ジョージ君と話がしたいって人がいてね」

　ヴァルムの話が終わるのを見み計はからったかのように、太った男が姿を現す。

「どうも、ジョージ様。またお会い出来て光栄でございます」

「サージュさん。さっき振りですね」

（さっきの奴隷はヌボーレ伯爵への贈り物か……胸糞悪い）

　本当なら喧けん嘩か腰になってでも追い返したい相手なんだが、ヴァルムが側そばにいる限り不可能だ。

「帰りなら馬車にも余裕が出来ると思って話しかけさせてもらいました」

「僕もサージュのお陰で、マルールに会う事が出来た。サージュはジョージ君にも素晴らしい出会いをくれると思うよ」

　そう言って無邪気に笑うヴァルムだが、マルールさんにとって、この出会いは幸せだったんだろうか？





　　　　　◇






　ただ今、サージュのド派手な馬車の後を追って王都に移動中。

「考えましたね。主催者からの紹介では、無む下げに断る事が出来ません。ジョージ様どうなさいますか？」

　ロッコーさんが心配そうに話しかけてきた。サージュの魂こん胆たんは見え見えだ。奴隷反対派の巨頭ローレン・コーカツの孫に奴隷を持たせて、その牙が城じようを崩くずしたいんだろう。

「鑑定を使って無理矢理奴隷にされた人を見つけて、話を有う耶や無む耶やにしたいと思います。最悪、ボーブルの領民と繋がりがある人を見つけて奴隷の立場から解放ですね」

　相手の思惑が分かっていて、わざわざ乗っかってやる義理はない。

　馬車が停とまったのはヌボーレ領と王都の境界線にある巨大な建物。無駄に豪華な外観だが、造りは堅けん牢ろうその物だ。

「ここには王侯貴族の方々にお譲りする選えりすぐりの奴隷を置いてあります」

（敢あえてナイテック領から遠い場所に作ったんだろうな。本領には見られたくない物も多いだろうし）

　闇のナイテック家にはきな臭い噂が絶たえない。下手に顧客を招いて、本家の悪評が広まってしまったら元も子もない。

　連れて来られたのは無駄に広く豪華な部屋。幾つもの小部屋と隣接しており、小部屋の中を確認出来るようになっている。小部屋には様々な人種が閉じ込められていたが、共通しているのは見目麗しい若い女性だということ。

　品定めする振りをして、次々に鑑定していく。

（兎人、破産した商人の娘・ドワーフ、借金・エルフ、元冒険者・猿人、フェルゼン帝国貴族・猿人、農家の娘）

　……今、とんでもない鑑定結果が出たような……慌あわてて再鑑定をする。




　鑑定結果　イリス・ファルコ。フェルゼン帝国ファルコ伯爵の孫。




　……驚きのあまり、顎あごが外れそうになりました……これって、国際問題じゃん。

　人間、あまりにもショッキングな出来事に遭遇するとフリーズしてしまうらしい。いや、出来たらこのまま固まっていたい。

「ジョージ様、どうやら我が商会の所有する奴隷の美しさに魅了されたようですね。今なら格安でお譲りさせて頂きますよ」

　俺はショックで棒立ちになっているだけだ。しかしサージュは奴隷に魅み入いられたと勘かん違ちがいしたらしく、揉み手をしながら近づいてくる。

　その作り笑顔がむかつく。今の俺にそんな余裕があると思うのか？

〝ファルコ家って伯爵家のか？　あの爺さん孫イリスを目の中に入れても痛くないってくらい、可愛がっていたから厄介だな〟

　イジワール公爵の言葉が何度も頭の中でリフレインする。

（このお気楽商人!!　これは国際問題だぞ!?　下手すりゃ戦争だ……）

　同盟国の貴族を奴隷として取り扱っていましたなんて、笑い話にもならない。

　不幸中の幸いでイリスさんはまだ買い手が付いておらず、待たい遇ぐうもそれほど酷ひどくない……目は確実に死んでいるけど。

　俺みたいな弱小領主には荷が重すぎる案件だが、何とかしないと確実にやばい事になる。

「今すぐに俺の部下を呼んでこい。いいか、今すぐにだぞ」

　このまま一人で悩んでいても埒らちがあかない。ボルフ先生がいれば行動範囲が広がるし、ロッコーさんの知識と経験が役に立つだろう。

「ああ、現金を持ってこさせるのですか？　支払いは後日でも結構ですよ」

　……マジでぶん殴なぐるぞ。責任は全部お前に押し付けるからな。

「俺の言葉が聞こえなかったのか？　今すぐにボルフとロッコーを呼んでこい……俺の声が聞こえたんなら、すぐに動け」

　知らず知らずのうちに声のトーンが低くなる。もう、中身おとなを隠している余裕なんて、微塵もない。

「は、はい。お待ち下さいませ」

　サージュが部屋を出て行ったのを確認して、改めてイリスさんを見る。正確にはパニックになりすぎて、どんな容姿なのかを確認出来ていなかったのだ。

　一言で言えば純情可か憐れんなお嬢様。新雪のように白い肌、そして触ふれたら折れてしまいそうなくらいに細い手足。まだあどけなさを残す幼い顔。どれをとっても彼女が大切に育てられてきた証あかしに見えてきた。ただ、クリーム色の髪には艶つやがなく、彼女が過か度どのストレスを感じているのが分かる。

　幸いな事にこっちの声は向こうに聞こえないらしく、イリスさんは身じろぎ一つせずに椅子に越しかけていた。さっきから表情どころか視線すら動かさないのが、痛々しい。

（隷属の首輪も鑑定しておくか……マジかよ。こりゃ本格的にやばいぞ）

「ジョージ様、奴隷をお買いになるとは本当ですか？　（おい、ジョージなにがあった？）」

　ボルフ先生は俺の表情を見て何か大事が起きたと察してくれたようだ。従じゆう順じゆんな騎士の皮を脱ぎ捨てて、頼り甲が斐いがある師匠へと変わってくれた。

「ジョージ様、サージュを退出させますか？」

　ロッコーさんも永年の経験から不ふ穏おんな空気を察してくれたらしく、鬼神のような目でサージュを睨にらみ付つけている。心強い仲間が来てくれたお陰で少し余裕が出てきた。

「いや、サージュにも確認したい事が山のようにあるので結論から言います。この部屋にいる少女は数カ月前から行方不明になっていたイリス・ファルコ様です。フェルゼン帝国ファルコ伯爵のお孫さんですよ」

　部屋が水を打ったかのように静まり返る。サージュに至いたっては、腰を抜かして床にへたりこんでいた。

「それは本当ですか？」

　ロッコーさんの顔に苦く悶もんの表情が浮かぶ。下手すりゃ戦争、上手くいっても多額の賠ばい償しよう金きんが発生する。魔王ゴライアスとの戦いを控ひかえている今どっちも大きな痛手だし、何より同盟国フェルゼンの信頼を失う最悪の展開だ。

「何回も鑑定しましたからね。もっとも、鑑定すればするほど、最悪な情報が手に入りましたけど……ボルフ先生、王城に行って爺ちゃんとイジワール公爵を呼んできて下さい。サージュ、今すぐ商館の門もん扉ぴを閉じろ。この醜しゆう聞ぶんが外に漏もれたら、死刑ではすまないぞ」

　本音を言えば今すぐにでも逃げ出したい。でも、イリスさんの処しよ遇ぐうが決まるまでは逃げるわけにはいかないのだ……どうせ、逃げ場所なんてないし。

　誰かオリゾンに漫まん喫きつを作って下さい。そこを俺の隠れ家にしたいです。
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「ジョージ、例の話は本当か？　キョーユウ、お前イリス嬢の顔を知っていたよな」

　事が事だけに爺ちゃん達は一時間で来てくれた。でも、待っている身としては物凄く長く感じたけど。

「最悪だな……糞くそ虫むしのせいで、国が大損害を被こうむるぞ。お前らこの商館を警備しろ。蟻ありの子一匹、通すんじゃねえぞ」

　部屋を確認したイジワール公爵の顔が苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのように歪ゆがむ。号令を聞いたコーカツ家・イジワール家の騎士達はすぐさま指示された持ち場へと移動して行く。

　そしてルーナ商会は物々しい雰囲気に包まれた。商館の至る所に騎士が配置され、従業員は一か所に集められ軟なん禁きんされている。

「答えろ。お前の背後には誰がいる。ナイテックはグルウペ皇国と繋つながっているのか？」

　爺ちゃんが有う無むを言わせぬ迫力で、サージュを問い詰め始めた。オリゾンとフェルゼン帝国の関係が悪化して一番得をするのは、グルウペ皇国だ。まず疑うのはそこだろう。

「とんでもありません。あの娘は旅の商人から買ったんです。信じて下さい、本当でございます」

　答えによってはすぐ斬首されてもおかしくない状況だから、サージュも必死である。

「ほう、そいつはどこの誰なんだ？」

「いえ、名前は知らないんです。あの娘……イリス様も違う名前を言いましたし」

　サージュの話によると、イリス様を売ったのは名前も素性も知らない商人だったらしい。一週間前に紹介状も持たずに店に来たそうだ。サージュも最初は怪あやしんだが、破格の安さだったからつい買ってしまったとの事。

　商人曰いわく〝少女の名前はリスイ、ある国の没落貴族の娘です。ですからオリゾンの王侯貴族に売ってくれると約束してくれるのならば、格安でお譲りします〟と言ったそうだ。

「そんな馬鹿な話を信じると思うのか？　お前の首をぶった斬きってフェルゼンに贈ったくらいじゃ解決出来る問題じゃねえんだぞ」

　イジワール公爵の怒号が部屋に響く。まるで雷でも落ちたかのような大音量の怒声にサージュは体をすくませた。

「噓じゃないと思いますよ。さっき隷属の首輪を鑑定したら、幾つか制約がかけられていました。イリス様は自分の名前や素性を言えなくなり、新しく与えられたリスイとしての情報しか言えなくなっています。それと一度、商館に売られたら主が登録されるまで出られなくなるみたいですね」

　早い話がサージュは嵌はめられたのだ。

　まあ、奴隷商なんかに同情する余地はない。問題は主を登録しなければ商館から出られないって条件の方にある。つまり誰かが奴隷にしなきゃ、イリスさんはこの商館から出られないのだ。

（ラノベとかなら奴隷に優しくすればご主人様素敵って展開になるんだけど、現実的には無理だろうな。あれってイケメン限定だし）

　それにファルコ伯爵はイリスさんを溺愛していたそうだ。奇跡的にイリスさんと信頼関係を築けても、ファルコ伯爵が許してくれないだろう。

「宮廷魔術師に隷属の首輪を外させるのが一番だな」

　爺ちゃんの提案に皆が頷く。でも、何かが引っかかる。その商人の目的はなんだ？　誰がイリスさんを嵌めたんだ？　なんでルーナ商会が選ばれたんだ？

「爺ちゃん、首輪って、どれくらいの日数で外せるの？」

「随分と複雑な魔法言語が彫ほられているな。これを主登録しないで外すとなると、最低三週間はかかるな」

　何となく今回のからくりが見えてきた。まだ仮定だけど、そう考えれば全てがしっくりくる。

「もし、その商人がファルコ伯爵に〝イリス様が、オリゾンのルーナ商会に奴隷として売られていました〟って言えばどうなりますか？　多分、もうフェルゼンに旅立ったと思いますよ」

「確実に激怒するな。コーカツの所は検問を厳しくしているから、そいつはゴルド領を通るだろう。遅くても三週間あればフェルゼンに着く……つまり二週間後にはファルコ伯爵の耳に入るってわけか」

　言いかえれば首輪を解除していたら、どうやっても間に合わないと。

「俺の領地を通れば間に合うが、イリス嬢を連れていたら検問で捕つかまる。イリス嬢の件でフェルゼンの連中がピリついていて、船のチェックも厳しいそうだ」

　コーカツ領を通れば日程を短縮出来るけど、検問でイリスさんが見つかってしまう。恐らく黒幕は検問のチェック体制を厳しくするように提案しているだろう。

　八方塞ふさがりだ。こんな事なら異世界翻ほん訳やく能力に頼らず魔法言語も勉強しておくんだった。

（プログラムだったら、簡単に隙すき間まを見つけられるのに……待てよ、プログラムと思ってみれば、案外単純な構成だよな）

　魔法言語の組み合わせをプログラムに変換してみる。そうして見てみると、隙だらけだ……でも、この問題を解決出来たとしても、まだ問題が山のようにある。

　一番はどうやってフェルゼン帝国とコンタクトを取るかだ。爺ちゃんやイジワール公爵が出て行けば事は公おおやけになってしまう。でも、信頼されている人じゃなきゃ見向きもされないだろう。

　次は移動手段。正規の陸路を使ったら見つかってしまうし、海路は逃げ場がないから駄目だ。だからといってゴルド公爵領を使ったら、黒幕の方が先に着いてしまう。

　そしてイリスさんの精神安定をどう図はかるかも問題だ。下手にリーズンみたいなイケメンを付けて依い存ぞんされたら元も子もない。しかしいつまでも商こ館こに置いておくわけにもいかないし……。もう頭がパンクしそうだ。俺みたいな凡才の手に余る難題である。

「サンダの奴がいてくれたら、良いアイデアを出してくれるんだけどな」

　ボルフ先生の気持ちは痛いほど分かる。しかし、ジョージパーティーの頭脳サンダ先生はボーブルにいる……待てよ、サンダ先生がいたんだ。

「何とかなるかも知れません。確か、サンダ先生はフェルゼンに友人がいたはずです。至急、サンダ先生とオデットさんを迎えに行ってもらえますか？」

　ボーブルで名実共に信頼のおける女性オデットさんになら、イリスさんを安心してまかせられる。
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　眠れない……今夜は商館に泊まる事になったんだけど、ここで寝れるのは神経が太いやつだけだと思う。

　寝具その物は豪華で寝心地もよい。でも、鑑定してみたら奴隷の涙が染み込んだベッドと出た……このベッドで寝たら、絶対にうなされると思う。

（問題は移動手段なんだよな。あれが確実にあるか分かればいいんだけど……ミケに聞いてみるか）

　丁度、伯爵に贈ろうとしたが断られた懐中電灯型マジックアイテムが手元にある。

（まず紙を丸く切る。そしてそれを黒く塗りつぶす。猫の形にくり抜いて完成っと）

　丸く切った紙を懐中電灯型マジックアイテムに取り付ける。都合の良い事に今は真夜中だ。空に向かって懐中電灯型マジックアイテムを点てん滅めつすると、闇夜に猫の形をした光が浮かびあがった。

「届け、バッ……ニャンコシグナル!!」

　危なかった。これはあくまで猫、決してコウモリではない。

「お前が国際問題を起こしてどうすんや!?　全く、面倒な事に巻き込まれとるんやから、普通に喚べばええやろ」

「何があったか、もう分かっているみたいだから単刀直入に話すぞ。ヴェント谷にフライング・シップは隠されているのか、そしてフライング・シップを運転するのに神使の力は必要なのか、その二点を聞きたいんだ」

　容量の都合でゲームには出せなかったが、ジョージのフライング・シップはヴェント谷に隠されていたって設定があった。今まではフライング・シップがヴェント谷に隠されているって確証がなかったし、わざわざ取りに行くメリットも余裕もなかったから、あえて放置していたのだ。

　フェルゼン帝国も空中は警けい戒かいしていないと思う。手て漕こぎ船だから、勇者のフライング・シップより時間はかかるけど、歩くよりは早い。

「あるで。詳くわしい場所を知っとる奴を派遣したるから安心せい。それとお前が使おうとしとるフライング・シップは、魔石で動くタイプやから神使の力は必要ないで」

　魔石で動く？　ゲームでは、そんな描写はなかったけどな……どうせ今夜は寝れない。ヴェント谷で使う魔法を考えるとしよう。
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　サンダ先生とオデットさんが着いたのは次の日の早朝。事情を話すと案の定、二人共苦い顔になった。

「分かりました。私の友人はきっと力になってくれるはずです」

　オリゾン大に留学出来る家なら、それなりの力があるはず。これは心強い。

「ジョージ様、イリス様は心身共に衰すい弱じやくしていると思われます。今、男性を近付けるのは得策ではありません。私達にお任せ下さい」

　私達というのはハウスキーパー隊でも、母さんのメイドチームでもない。オデットさんは、総合商店のガードとして雇やとった女性冒険者を実力で傘さん下かにおいたそうだ。

　女性冒険者曰く〝ボーブルを裏切るという事は、オデット様を敵に回すのと一緒です。そんなチャレンジャーな事は誰もしません〟とのこと。

「それでどうやってフェルゼン帝国に行くんだ？」

「ヴェント谷に小さいですがフライング・シップが隠されているそうです。それを取りに行きます……爺ちゃん、王様に許可を取って欲しい事があるんだ。それと工作が得意な騎士がいたら呼んでもらえるかな？」

　工作が得意だという騎士にお願いして馬車に仕切りを作ってもらう。イリスさんはオデットさんと一緒に、仕切りの奥に入ってもらった。

　オデットさんの合図を確認した後、俺達も馬車に乗りこむ。オデットさんから許可が下りるまでは、イリスさんと顔を合わせない事にしたのだ。

　慌てている事を気付かれないようにゆっくりと馬車を出発させる。

「慌ただしい夜でしたね」

　馬車の窓から外を覗き込むと、顔に朝日が当たって心地よい。

「気を付けろよ。誰かに見られたら変な噂が広がるぞ」

　奴隷を売っている店からの朝帰り、しかも絶対に事情は明かせない……誰にも見られてないようにしないとな。

　こうして、俺はようやくボーブルへの帰き途とについた。
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「やっと帰ってきましたね。かかった時間は普段と変わらないはずなんですけど、とんでもなく長く感じましたよ」

　俺の言葉にみんなが頷いた。安あん堵どのあまり溜め息が漏れる……転生してからトラブルに巻き込まれたのは、これで何度目になるんだろう。

　ここの神様グルウペは、異世界出身の男は全員ヒーローに憧あこがれていると勘違いしているのかもしれない。そしてトラブルに毅き然ぜんと立ち向かい、強敵との闘いには胸を躍らせるとでも思っているんだろう。

　そうだとしたら、大迷惑極きわまりない。すでに俺の胃は悲鳴を上げており、朝食はパン粥がゆくらいしか受け付けないと思う。

　グルウペ様に言いたい。俺はヒーローとは無む縁えんの事ことなかれ主義なんだって。

（あそこの角を曲がったら、ファルコ伯爵がドッキリって書かれた看板を持って立ってねーかな）

　そうしたら、満面の笑みで騙だまされちゃいましたって、最高のリアクションを取るんだけど。

「気持ちは分かりますが、全てはこれからですよ」

　折せつ角かく、現実逃避していたのにサンダ先生の冷静な突っ込みが現実へと引き戻す。確かにまだ始まったばかりだ。これから乗り越えなきゃいけない修羅場が幾つも待っている。

「それでもボーブルに戻ってくると安心しますよ。取りあえず一息つけますし」

　ここなら多少のトラブルも領主権限で収める事が出来る。そう、俺はボーブルの最高責任者なんだ。

「ところでカトリーヌ様には、なんと説明なさるのですか？」

　一息つくどころか息を飲んでしまった。イリスさんには隷属の首輪が付いたままだ。誰がどう見たって奴隷を買ってきたように見えてしまう。中学生の息子が奴隷を買ってきたなんて修羅場以外のなんでもない。

　最高責任者とはいえ大恩ある実母には頭が上がらないのだ。ちなみにサンダ先生、ボルフ先生、オデットさんにも頭が上がらない……最高責任者だからといって一番偉いとは限らないのだ。

「カトリーヌ様には私から説明をいたします。ジョージ様、イリス様をカトリーヌ様のゲストとしてお招きしてもよろしいでしょうか？」

　確かに母さんに何も話さずに、イリスさんを城に泊めるのは不可能だ。オデットさんを緊急招集した時点で何かが起きたと勘付かれているだろうし。

「お願いします。俺はヴェント谷に行く準備をしなきゃいけないので」

　今回はサンダ先生・ボルフ先生の二人に同行してもらう。ロッコーさんにも付いてきて欲しいんだけど、内政に穴を開けるわけにはいかない。他人にかまけて、自分の家の台所が滅め茶ちや苦く茶ちやになっていたなんて笑えないし。

（問題は俺の武器か。上空の敵に弓矢を当あてるのは難しいんだよな……あの魔法だけじゃ不安だ）

　ヴェント谷に出る魔物は素早さの値が高いのが特徴だ。特に厄介なのが恐きよう鳥ちよう類と呼ばれている魔物だ。

　出現する魔物は序盤ではゴブリンシーフ・ハーピー・ヘルクロウ・デスコンドル。中間層はレインボーピーコック・ゲニン・パラライズバタフライ・コカトリス。深層部にはレディアサシン・ダークペガサス・ロックバード・テング等が出てくる。

　中でもハーピーはロリ・清せい楚そ・妖よう艶えん・ボーイッシュ・元げん気きっ娘こと様々な個体がおり、魔物の中では断トツの人気を誇っていた。アンケートの中にはハーピーハーレムを作りたいから、魔物使いのスキルを実装して欲しいって意見があったくらいだ。ちなみにハーピーの特技は魅了効果のあるチャームダンス。男性キャラの方がかかりやすく、主人公のレベルが低いと高確率で魅了されてしまう。

　ゲームでは人と変わらない容姿だからこそ人気が出たけど、今は逆に不安になってくる。そんなハーピーを倒したらトラウマ物になると思う。でも、倒さなきゃ俺達が死体になるんだけど。

「ジョージ様、今後の指示をお願いします」

「サンダ先生、ボルフ先生は旅の準備をお願いします。その後は、爺ちゃんから連絡が来るまで待機していて下さい。ロッコーさんは、ギリルさんと一緒に俺が留守にしている間の政務の担当を、オデットさんはイリスさんと母さんの事をお願いします」

　俺は旅の準備をしながら、ヴェント谷での戦闘手段を考えよう。
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　修羅場の第一弾は城で起こりました。

　帰りの遅い俺を心配したらしく、母さんが玄関で待ち構えていたのです。母さんは仁王立ちで待機していて、全身から怒りのオーラが発せられている。

　当初の予定では、オデットさんが事情を説明してから母さんと会うって構想だった……正直、心の準備がまだ出来ていません。

「ジョージ、今までどこに行っていたのかしら？　悪い事をしていないなら、お母さんの目を見てきちんと言えるわよね」

　カトリーヌ・アコーギさん、御年二十九歳……顔は笑っているけど、目は全く笑っていません。

（落ち着け、精神年齢でいったら俺の方が圧倒的に年上だ。それに相手は貴族のお嬢様、交渉能力も俺の方が上のはず）

　しかし、十三年も俺の母親をしていただけあり、カトリーヌさんも成長なされたようだ。無言の圧力が半はん端ぱないっす。

「それは、その、えーとなんて言うか」

　どうも男って奴は何歳になっても母親には敵かなわないらしい。わけの分からない汗は出てくるし、言葉もしどろもどろになってしまう。

「目を逸そらさない!!　ちゃんとお母さんの目を見て言いなさい」

　言い訳を考えていたら、有無を言わせぬ叱しつ責せきが飛んできた。母さん、ゲームとキャラが変わりすぎです。

「お嬢様、少しよろしいでしょうか？」

「オデット、これは母子の問題なの！　話は後から聞きます」

　母さんがオデットさんに反論するところなんて、初めて見た。もし、オデットさんが母さんを抑えられなかったらどうしよう。

「いえ、これはアコーギ家だけの問題ではありません。後程、ローレン様もお出いでになります」

「お父様が……ちょっと、オデット放しなさい」

　さすがオデットさん、母さんの一瞬の隙をついて物陰へと連れていってくれた。俺はこの隙に部屋に戻るとしよう。

　忍び足で移動しようとした瞬間、母さんの叱責が飛んできた。

「ジョージ！　母さんの話は、まだ終わっていません。きちんとそこで待ってなさい」

　母さんは千里眼のスキルを持っているのか？　配下に助けを求めるため、皆に視線を移す。忠義心に厚い俺の配下なら上手な助け舟を出してくれるはず。

「さてと。サンダ、旅の準備をしに行くぞ」

「そうですね。ロッコーさんは、ギリルさんと打ち合わせですか？」

「ええ、ボルフ、サンダ、旅の無事を祈っています」

　助け船は城の中へと消えて行きました。領主なのに、自分の城で孤立無援となっています。

「ジョージ、オデットから話は聞きました。イリスちゃんの事は、母さんに任せておきなさい」

　母さんは、さっきとは違い穏やかで優しい表情だ。そして俺に微笑ほほえみかけた後、馬車の中へと入っていった。

「今までよく我が慢まんしたわね。でも、もう大丈夫。私達が貴方を守ってあげるから」

　母さんの言葉が終わるや否や、イリスさんの泣き声が響き渡った。これでイリスさんの心が壊れるっていう最悪パターンは防げた。少しだけ肩の力が抜けた感じがする。

（イリスさん、ずっと自分の気持ちを押し殺していたんだな）

　きっと黒幕は全てが上手くいったと、ほくそ笑んでいるだろう。オリゾンの小さな領地が総動員で逆襲に来るとも知らずに。













　ヴェント谷はアコーギ領の東端にある。

　ボーブルからでは馬車を使っても、片道だけで五日はかかってしまう。でも、ゴーレム馬車を使えば二日に短たん縮しゆく出来る。

　問題はアコーギ領でゴーレム馬車の使用が禁止されているって事だ。内緒で乗り入れたのがばれたら、罰ばつ金きんを取られるうえにゴーレム馬車を取られてしまうだろう。そうすれば、イリスさんの事がオリゾン中に知れ渡り、パニックを引き起こす可能性がある。

　でも王様からの許可があればノープロブレム。いかにアランといえどゴーレム馬車に手出しは出来ない。

　これを俺が申請したら手続きだけで半日はかかってしまう。でも爺じいちゃんのコネを利用すれば、王様に直接出してもらえるのだ。

「爺ちゃん、まだですかね？」

　爺ちゃんが許可証を持ってきてくれたら、すぐにでも出発したい。どうにも落ち着かない俺は前庭で爺ちゃんの到着を待っていた。

「事が事ですから、王宮も大混乱になっているのでしょう。ジョージ様は、お休みになられないのですか？　昨日はあまりお休みになっておられないのではございませんか」

　オデットさん、大正解です。どうせ部屋に戻っても、檻おりの熊くまみたくウロウロと歩き回るだけだし。

「ちょっと試ためしたい魔法があるんですよ。オデットさん、見てもらえますか？」

　部屋で試せば大だい惨さん事じになるのが確実な魔法なのだ。オデットさんの許可が下りたので、昨日徹夜で改善した新魔法を披ひ露ろうした。

「よろしいと思います。ただもう少し省略した方が安全でございます。今のままでは、ご自分も巻き込まれる危険性がございますので。特にヴェント谷は狭せまい所がございますから……こういう形にしてはいかがでしょうか？」

　何カ月もかけて考えた魔法が、僅わずか五秒で改善されてしまいました。しかもぐうの音が出ないくらいに理に適かなっている。でも、これでヴェント谷で使う武器が決まった。

「ありがとうございます。ところでイリス様のご様子はどうですか？」

「今はお休みになられています。ただ、カトリーヌ様に遠えん慮りよしているようで、口数は少ないですね。お年が近い娘がいるとよろしいのですが」

　イリスさんと同年代でコミュニケーション能力が高い女子か……心当たりはあるが、さすがに巻き込むのは気が引ける。

　……そんな事を考えていたら、砂すな煙けむりを上げながら近付いてくる人影が見えた。

　なんて、ナイスタイミングなんだ。飛んで火にいる夏の虫ならぬ、駆けて国際問題に入る獅し子し娘むすめと。

「ジョージ、あんた奴隷を買ったって本当かい!?」

　カリナは俺を見つけるなり、凄すごい剣幕で詰つめ寄よってきた。兵士は止めようとしたが、獣人カリナの身体能力の方が勝ったらしい。

「悪いけど、今洒落しやれにならない問題を抱かかえているんだよ。面倒事に巻き込みたくないから何も聞かないで帰ってもらえないか？」

　今回の事はドンガ達にも内緒にしておくつもりだ。ゲームに比べて精神的に成長しているとはいえ、まだまだ子供だ。薄汚い大人の世界を見せるのはまだ早い。

「馬鹿にすんな!!　あたいが秘密を喋しやべるとでも思ったのかい？　獅子人の女は口が堅かたいのと度胸がいいのが自慢なんだよ」

　説得失敗、カリナは梃て子こでも動かないって感じで足を踏ん張っている。どう説得しようか考えていたら、ニヤリと笑うオデットさんが目に入った……あれは絶対に何かを企たくらんでいる目だ。

「これはうってつけの人材が来てくれましたね。誰かカリナの店に行ってもらえますか？　〝お嬢様には何日かお城で仕事をしてもらいます〟と伝えて下さい」

　いつの間にかオデットさんがカリナの背後を取っていた。格闘技を習っている獣人より身体能力が高いんですね。

「ちょっと、ちょっと待って。何があったの？」

　一方のカリナは予想外の態度にたじろいでいる。オデットさんは、チャンスを逃がすまいと、事のあらましを手短に伝えた。

「カリナ、今ならまだ間に合う。悪い事は言わないから帰れ」

　努つとめて優しく諭さとすように話しかける。確かにイリスさんと年が近くコミュニケーション能力の高いカリナは、うってつけの人材だ。でも、国際問題に巻き込むわけにはいかない。

「帰れって言われて、はいそうですかって帰れるか!!　そんな可か哀わい想そうな子を見捨てたら、女が廃すたるんだよ」

　またもや説得失敗。そんな事をしているうちに、オデットさんは着々と準備を進めていく。オリゾンの事を考えたら、オデットさんの行動は正しい。親しい人間が出来れば、何かあってもイリスさんがフォローしてくれる確率が高くなる。俺はまだまだ為い政せい者しやとして甘いんだろう。

「しかし、誰だれがカリナに教えたのでしょうか？　このままではジョージ様の悪評が広がってしまいますが」

　オデットさんの疑念はもっともだ。噂うわさが広まるには早すぎるし、ピンポイントでカリナの耳に入る確率なんてゼロに等しい。

「あ、あたいはマリーナから聞いて……居いても立っても居られなくなって」

　予想は付いていたけど、やはりそこか。カリナの話によると、マリーナはヴァネッサ達と一緒に食堂に来て『ジョージ様が奴隷を買われたそうです』と興奮気味にまくし立てていったらしい。カリナが何かの間違いではと言っても聞く耳を持たなかったそうだ。

「サージュでしょ？　俺が奴隷を買ったなんて噂が広がるだけでも、奴隷反対派にとっては痛手です。それにサージュの顧こ客きやくには俺とマリーナの婚約を面白く思っていない奴が多いですからね。俺の馬車が商館を出たのを見かけたら、ピンポイントでマリーナの耳に入るように仕し組くんだのだと思いますよ」

　奴隷を買ったなんて不ふ名めい誉よな噂はすぐに撤てつ回かいしたいが、今はそれどころじゃない。俺の噂は笑い話に出来るが、イリスさんの噂が広がったら国家の痛手となってしまう。

「あんた、それでいいのかい？　マリーナに嫌われるよ」

　カリナさん、安心して下さい。もう、十分に嫌われてますよ。

「事件が解決するまでの辛しん抱ぼうだよ。それに外国で奴隷にされていたって噂が広まったら、イリス様がどう思われるか分かるか？　名誉に傷が付くだけじゃなく、まともな婚こん姻いんが結べなくなる危険性もあるんだぜ」

　カリナは俺の言いたい事が分かったらしく、口をつぐんだ。

「ジョージ様、ローレン様とイジワール様がお見えになりました」

　到着を知らせてくれた騎士の背後から、爺ちゃん達が足早に近づいてくる。

「ジョージ、王から許可が下りた。今すぐに旅立ってもらえるか？」

　爺ちゃんは俺の顔を見るなり、許可証を手渡してきた。こんなに余裕がない爺ちゃんは初めて見る。

「小僧、王が責任を持ってくれるそうだ。頑がん張ばれ」

　王様、それでしたら王宮騎士の誰かとチェンジして欲しいです。

「分かりました。今すぐでも行きます……カリナ、悪いけど頼めるか？」

　どう見ても断れる雰囲気じゃないし……二大巨頭から放たれるプレッシャーが半はん端ぱじゃないっす。

「ああ、任せておきな!!」

　次の瞬間、オデットさんがカリナに何か耳打ちした。途と端たんに顔を真まっ赤かにするカリナ。一体、オデットさんは何を言ったんだろうか？
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　いざ、ヴェント谷に向けて出発と思ったんだが、大事な事に気が付いた。

（案内人って誰なんだ？　それに待ち合わせ場所も聞いてなかったな）

　ミケに案内人を派は遣けんすると言われたが、具体的な内容を何も聞いていない事に気付いたのだ。約束の内容をきちんと確かめていなかったなんて、社会人失格と言われても仕方がない。

「ジョージ、何してるんだ。早くゴーレム車に乗れ」

　ボルフ先生に急せかされ馬車に乗ろうとした、その時である。

「すいません、遅くなりました。いやー、久し振りに全力で飛びましたよ」

　どこからか中年男性の声が聞こえてきたのだ。

（ミケが言っていた案内をしてくれる人か。でも、どこにいるんだ？　それに飛んできたって言ったよな）

　しかし、辺りを見回しても誰もいない。

「ここですよ。ジョージ様、お久し振りでございます」

　声がした方を見ると、そこにいたのは中年男性タイプの妖精。髪はすだれヘアー、分厚い黒縁眼鏡に汗だくの顔。そして汗で濡ぬれたシャツ。リアル小さなおっさんである。妖精要素は背中から生えた蝶ちようと似た艶やかな羽は根ねのみ。

「カカリ・チョウさん、お久し振りです。お元気でしたか？」

　彼の名はカカリ・チョウ。以前、ちょっとした縁があり、知人もとい知妖精となった。

「最近、血圧が高くなって大変なんですよ。女房は運動をしろって言うんですが、なかなかね」

　カカリさんはそう言うと分厚い眼鏡を外して、顔の汗を拭ぬぐう。その姿は地下鉄の階段を駆け上がったサラリーマンにしか見えない。ちなみにカカリさんはアコーギ領にあるコスモスの群生地で主任をしている。

「もしかして、カカリさんが案内してくれるんですか？」

「ええ、ミケ様に頼まれましたので。私が来たからには、泥どろ船ぶねに乗ったつもりでいて下さい」

　まさか異世界で親父ギャグが聞けるとは……カカリさん、部下に煙けむたがられていないだろうか？　娘さんがいたら、確実にウザがられていると思う。

「あの、泥で出来た船だと沈しずんでしまうのではないのでしょうか？　それとも妖精には泥を固める魔法があるのですか？」

　サンダ先生、親父ギャグを真面目に考察するのはやめましょう。それって、結構えぐい行為です。

「あー、ま、間違えました。大船ですよ、大船。それと泥を固める魔法はありませんが、こんな事なら出来ますよ」

　カカリさんはそう言うと胸ポケットに挿してあった赤ペンを取り出すと、俺達の額に何かを書き始めた。

「カカリさん、それは何ですか？」

「これは魔法の赤ペンマジツクオブザレツドペンといいまして、妖精が持っているマジックアイテムなんですよ。私が書いたのは幻術防止のサインです。ヴェント谷の魔物は幻術を使う奴もいますからね。両目を開いていると幻術の効果を無効に出来ます。逆に片目をつむると、どんな幻術をかけてきているかが分かるんですよ」

　チラ見しながらマジックオブザレッドペンを鑑定。




　マジックオブザレッドペン：妖精族の持つマジックアイテム。妖精族の主な仕事はオリゾンに住む全ての人種の監視である。彼らは担当している地域の人種の行動を採点して、神使に送付しているのだ。採点以外にも使え、役職等によりその効果も変わるという。




　自動車教習所の教官かよ……待てよ、俺にも担当妖精がいるんだろうか？　異世界物の定番といえば妖精のパートナー、ゲームのジョージ神使もアゲハというフェアリータイプの神使だった。

　自分の担当を鑑定してみる。ここは美少女妖精に期待だ。




　ジョージ・アコーギ担当：ミケ・ニャアニャア　種族神使




　……ですよね。

「ジョージ、置いて行くぞ」

　がっかりしていると、ボルフ先生にどやされてしまった。慌てて馬車に乗り込む。窓を開けて見送りの人達に手を振ろうとしたら、カリナが近付いてきた。

「……その、無理するなよ。あんたに何かあったら悲しむ人間がいるのを忘れるんじゃないぞ」

　そう言ってカリナは、真っすぐに俺を見つめてくる……心が痛くなるくらいの真っすぐさだ。痛すぎて思わず目をそらしてしまう。

（カリナはまだ子供だ。あれは友情に毛が生えたような物……俺とカリナは仲が良い異性の友達の方がいいんだ）

　これからも俺はもっとトラブルに巻き込まれていくし、魔王との戦いに身を投じなくてはいけなくなる。カリナと距離を置いた方がいいのかも知れない。

「気を付けるよ。それと家族の事はイリス様が言い出さない限り触ふれないでもらえるか？」

　ここでは詳しくは言えないが、蛇が潜ひそんでいるやぶを突つついてしまう事態は避さけたい。

「ジョージ、フライング・シップを手に入れたら、そのゴーレム車はどうするんだ？」

　俺の微妙な態度を察してくれたのか爺ちゃんが会話に割り込んできてくれた。

「うちの騎士数人を別のゴーレム車に乗って同道させるんだ。帰りはそいつらに俺達が乗って行ったゴーレム車を運転させるんだよ」

　爺ちゃんの視線に気付いた騎士のトム・ブルック・ファンゴの三人が決め顔を作る。公爵様にアピール出来る機会なんて滅めつ多たにないからな。見逃してやろう。

「それなら俺とローレンも乗って行く。小僧は何か摑つかんだらしいからな」

　途端に決め顔を作っていた三人組の顔が青ざめていく。そりゃそうだ、帰り道は誰かが二大巨頭と一緒の馬車に乗らなきゃいけなくなる。ファンゴに至いたっては、アイコンタクトで俺に懇こん願がんしてきた……部下よ、すまん。俺も二大巨頭には逆らえないのだ。

（そういやファンゴの奴、幼おさな馴な染じみと恋人になれたって言っていたよな。この事件が解決したら、特別手当をだしてやるか）

　上手く解決出来たらの話だけど。
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　今回はアコーギ領の領都グリフィールを迂回して、ヴェント谷を目指す。王様からの許可証があるとはいえ、検けん問もんとかに引っかかったら無駄に時間をロスしてしまう。

　かなりの遠回りになるかと思ったが、予想外の幸運があった。

「そこを右に曲がって下さい。左の方に人がいるそうです」

　カカリさんが道中に部下の妖精を配置してくれたそうで、リアルタイムで情報が入ってくるのだ。しかも、平坦な道を選んでくれるので、凄く快適です。カーナビならぬヨーナビってところだろうか。

「小僧、なんで獅子人の娘に家族の事に触れるなって言ったんだ？」

　さすがはイジワール公爵、聞いていましたか。

「イリス様は深窓の令嬢です。隷れい属ぞくの首輪を付けられるのは、かなり親しい人間だけだと思うんですよ。そう思って隷属の首輪を鑑定したら、シャルル・ファルコって名前が出てきたんです。イリス様の異母姉って事しか分かりませんでしたけど」

　俺のレコルト人物フォルダは本人に直接会って鑑定をしないと、詳細な情報を得られない。イリスさんより、隷属の首輪を鑑定する方に時間を割さいてしまったから、そこまでしか分からなかった。

「シャルル嬢が？　母親は違うけど、イリス嬢を本当に可か愛わいがっていたんだぜ」

　イジワール公爵が目を丸くして驚く。イリスさんの母親が第一夫人で、シャルルさんの母親は第二夫人のとの事。シャルルさんは優しく穏おだやかな性格で、イリスさんも凄く懐なついていたそうだ。これは予想を大幅に修正しなくてはならない。原因は跡あと目め争あらそいだと思っていたが、どうも違うようだ。

「誰かがシャルル様をそそのかしたんでしょうね。そんなに仲の良い姉妹なら、まず疑うたがわれませんし」

　誰がシャルルさんをどう言ってそそのかしたか気になるが、今知る術すべはない。それにそそのかされたっていうのも、俺の予測でしかないんだし。

「よほど、上手く立ち回らないと不利な状況に追い込まれるな」

　爺ちゃんの言うとおり、向こうの方が数段有利だ。それでもフライング・シップを手に入れる事が出来たら、敵を出し抜く事が出来る。

「カカリさん、すいません。こんな物ぶつ騒そうな事に巻き込んでしまって」

　妖精にとって大事なのは棲すみ処かである自然だ。彼らにとって自然を破壊する人間は監視対象ではあっても、決して良き隣人ではないだろう。

「前にも言いましたけど、私達はミケ様に多大なる恩があるんですよ。それに私にもイリスさんと同い年くらいの娘がいましてね。とても他ひ人と事ごとには思えないですよ」

　カカリさんの娘か……妖精にも色んなタイプの娘がいる。多分、カカリさんに似て明るく朗ほがらかな性格だと思う。人間も妖精も見た目より性格の方が大事だ。今から社交辞令を言う練習をしておこう。
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　緊急事態とはいえ申し訳ない事をした。

　初日の宿泊先に選んだのは、田舎いなか町まちにある家族経営の小さな宿屋。唯ゆい一いつの自慢が、数年前にアランが休憩していった事だそうだ。

　宿屋の主あるじは俺が泊まるって言っただけでもテンパってしまったのに、さらに爺ちゃんとイジワール卿も泊まるって言ったもんだからマジで気を失ってしまったのだ。

「ジ、ジョージ様、汚い部屋で申しわけありません」

　宿の女将おかみが案内してくれたのは六畳ほどの小さな部屋。木製のベッドと机があるだけの簡素な部屋だ。さすがに爺ちゃんとイジワール卿の部屋はもう少し広いらしい。

「十分だよ。パニックになるといけないから、飯は部屋に運んでくれ。それと飯を食べたらすぐ寝たい。食器を下げるのは明日でもいいか？」

　俺の言葉を聞いて女将は安あん堵どの表情を浮かべた。あれか、娘を伽とぎに寄こせとか言われるとでも思ったんだろうか。

　女将が出て行ったのを確認して、ベッドに横たわる。

（イリスさんとシャルルさんは仲が良いのか。それならなんで隷属の首輪を付けたんだ？）

　多分、黒幕の狙ねらいはオリゾンとフェルゼンの仲を悪化させる事だろう。そうだとすると、グルウペ皇国が関わっている可能性が高い。

　イリスさんをサージュに売ったのは、ヌボーレ伯爵のパーティーに参加するのを知っていたからだろう。あのパーティーには奴隷尊重派の貴族が大勢参加していた。イリスさんを好みそうな貴族に『素晴らしい奴隷が入りましたよ』と言えば、すぐに売れる。

　ここまでは分かる。問題はイリスさんが行方不明になっていた空白の数カ月をどうしていたのか、シャルルさんの目的は何か、だ……情けない話だが、ゲームに出てこない事には、俺の知識はなんの役にも立たない。

　無駄だと分かっていても、色々と考えてしまう。その後も思考に耽ふけっていたら、窓がノックされた。取りあえず、布団の中に潜もぐり込こんで辺りの様子を探る。

　そしてまたもや響くノックの音。

（おいおい、ホラーな展開は勘かん弁べんしてくれよ）

　ノックされたのは、絶対にドアじゃなく窓だった。しかもここは二階……ちびるぞ。アランの休憩に代わって、俺のお漏もらし話が宿のネタになったらどうしよう。

「ジョージ様、少しよろしいでしょうか？」

　しかし、声の主はカカリさんだった。ちびってないのを確かめてから窓を開ける。

「ど、どうしましたか？」

　まだドキドキしているらしく、言葉を嚙かんでしまった。

「ちょっとお伺うかがいしたい事がありまして……ジョージ様は何故危険を冒おかしてまで、イリスさんを助けるのですか？　もう、ブレイブ・アイデックのような勇者に憧あこがれる年ではございませんよね。それとも不幸な少女を放っておけなかったのですか？」

　カカリさんの疑問はもっともだと思う。この騒動を解決するための労力に比べて、得られる成果は確実に少ない。むしろ大赤字と言ってもいいだろう。

「それはありませんよ。イリスさんより不幸な娘はボーブルにも大勢います。その人達を見捨てて、イリスさんだけ救うのは、ただの自己満足です。そんな事のために部下を危険に晒さらせませんよ。俺が動く理由はあくまで保身です。あのまま放置していたら、誰の手にも負えないくらいの大問題になりますからね。損そん害がいは少ない方がいいでしょう」

「それなら安心です。でも、これだけは覚えておいて下さい。正義の刃やいばを振るう快楽は危険だという事を」

　カカリさんはそう言うと暗闇に姿を消した。

　俺が大切にしているのは自分自身と家族、部下、友人、そしてボーブルの領民だ。でも身内に裏切られた少女を見捨てたら、長期休暇を満喫出来ない。

　きっと聡明な王様は、優秀な王宮騎士を派遣してくれるに違いない。その人にフライング・シップとサンダ先生の紹介状を預ければ俺はお役御ご免めんだと思う。俺は全ての問題を一人で解決出来るなんて思っていない。仕事で大事なのは適材適所、そして引き継ぎである。

　オリゾンの騎士のお歴れき々れき、英雄になるチャンスですよ！　だから、誰か俺のバトンを受け取って下さい……マジで頼みます。
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　花はな山やまさん、初敗北です。ヴェント谷にはゲームと違う所がありました……これをリアルに再現したら十八禁ゲームになっちゃうけど。

（グ、グロすぎる。それにこの臭におい……鼻が曲がりそうだ）

　ゲームでのヴェント谷は、小鳥達が舞う緑豊かな美しい渓けい谷こくだった。実際のヴェント谷も緑が豊かで、風ふう光こう明めい媚びな場所だ……余計なオプションさえなければ心が洗われたと思う。

「ガァガァーガギャー!!」

　見上げると上空を旋回するヘルクロウ。横を見るとゴブリンの死体をついばみまくっているデスコンドル……ヴェント谷にいたのは可愛い小鳥ではなく、迫力満点な恐鳥さん達でした。

「死者の森やイグニス荒野と違って、随ずい分ぶんとゴブリンの死体が目につきますね」

　冒険者に必要なのは魔石であり、素そ材ざいの取れないゴブリンの死体がそこら中に放置されている。そのせいで、腐臭と死臭が混じり合ったえげつない臭いがしていた。

「死者の森で死んだ魔物はアンデッドになるんですよ。イグニス荒野の魔物は肉も食べますが、恐鳥類は内臓を主おもに食べるので、死体が残るのです。私としては、気候があまり変わらないヴェント谷とイグニス荒野で植しよく生せいが違う事の方が気になりますね」

　サンダ先生の言うとおり、ヴェント谷とイグニス荒野の気候にほとんど変わりはない。でも、丈たけの短い草しか生えていなかったイグニス荒野と違い、ヴェント谷の草木は鬱うつ蒼そうと生い茂っている。

「イグニス荒野には火を吐く魔物が多いから、丈の高い草や木は燃えてしまうんですよ。結果、丈の低い草が多く生き残ったんじゃないでしょうか？　それとヴェント谷には雑食性の魔物が多く住んでいると聞きます。魔物は知らず知らずのうちに、植物の種を運んでいるんでしょうね」

　俺の推測にサンダ先生は感心したように頷いた。

　あの魔物の死体はやがて朽くち、土へと還かえっていく。そこには新たな植物が芽め吹ぶくのだろう。戦う力を持たない植物だが、したたかに魔物を利用して生き残っていた。ちなみにリーズンから聞いた話によると、イグニアには前時代の遺跡と思われる地下水路があるそうだ。水源は地下水脈だそうで、最終的にはイグニス荒野へと流れていくらしい。

「二人共、頭が痛くなるような考察はその辺にして、フライング・シップを探しに行くぞ」

　ちなみにカカリさんは安全を考慮してサンダ先生のローブに潜んでいる。ローブから顔だけ出す妖精。字じ面づらにすると萌える要素しかないのに、現実は非情である。オークプラスおっさん妖精では、かなりのマニア以外は萌えないと思う。

（ここはハーピーに期待しよう。不ふ謹きん慎しんだけど俺にも癒いやしは必要なのだ）

　たまには目の保養をしても罰は当たらないはず。それに魔物相手なら、ガン見しても問題ないと思う。

「分かりました。ジョージ様は弓を使うのですね。それなら私達の後に付いてきて下さい」

「その前にカラスと一戦交まじえる必要があるみたいだぜ」

　ボルフ先生の視線を辿たどると、さっきまで上空を飛んでいたデスクロウが俺達の頭上を旋回していた。

（カラスも一メートル超すと化け物にしか見えないな。それに、あの鋭するどいクチバシは反則だろ）

　あんなクチバシで突かれた人間の皮膚なんてひとたまりもないだろう。

「風向きは右下で角度は八十五度。風力は七の強風。標的はデスクロウ……喰らえ！　コントロールウィンド……そこだっ」

　デスクロウは突風をもろに浴びて地面に叩たたきつけられる。空を飛んでいたら狙いが付けづらいが、地面に落ちたら狙いを付けるのは余裕だ。新魔法は成功と言っていいだろう。

　どや顔で先生達を見ると、そこには無む情じような光景が展開されていた。

「おっ、お前も上手く倒したみてえだな」

　投げナイフを使い、殆んどノールックでデスクロウを撃ち落としていくボルフ先生。

「また新しい魔法を創ったのですね。さすがジョージ様です」

　棍こん棒ぼうのように太い杖で次々とデスクロウを叩き落としていくサンダ先生。俺のどや顔は一瞬で引ひき攣つった笑顔に変わりました。

　最初は地面に落とした魔物に後方からも風を浴びせて、カウンターで攻撃する予定だった。でも狭い場所で使うと足を風にすくわれて転倒する危険性があるので、この形にしたんだけども……オデットさん、折せつ角かく改良してくれた新魔法ですが、同行者がチートすぎて一瞬でかすんでしまいました。
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　異世界は萌えで溢あふれている。そう思っていた時期が俺にもありました。

　でも、現実は違ったのです。

「あれがハーピー？　マジッすか」

　そこにいたのは枯草を草くさ冠かんむりにして頭に載せているハゲ鷹タカ。草は意外と長く、まるでかつらを被かぶっているかのように見える。

　萌えの要素なんて一切なく、その姿は邪悪としか言いようがない。血走っている目が半端じゃなく怖いです。

「ええ、私達妖精はウィッグイーグルとも呼びますが」

　すぐさまレコルト基礎知識にアクセス。




　ハーピー：別名ウィッグイーグル。ウィッグイーグルはハゲ鷹の一種で、マンドラゴラの葉を触しよく媒ばいにして幻術を使う。魅力的な女性や雌めすに姿を変えて、人や魔物の雄オスを誘惑する。そして隙をついて襲って餌えさにしている。頭に被っているマンドラゴラの草冠を大切にしており、触れただけでも怒るので注意が必要。




　まあ、確かに鳥なのに歯を持っているとか、何でハーピーが人間の好みを分かっているんだとか疑問に思っていたけど、これは詐さ欺ぎすぎるだろ。日本に戻れても、この事実だけは封印しておこう。

　ちなみに片目を瞑つむって見たら、ポニーテールの元気っ娘タイプだった。

「来るぞ！　油断するんじゃねえぞ」

　弓を引き絞しぼって身構えていると、一羽のハーピーが俺に向かってきた。

　……怖えーよ。ハーピーは幻術が無効になっているとは知らずに、チャームダンスを使ってきたのだ。尻尾を左右に愛らしく振る……目の血走っているハゲ鷹。

（主人公はこれに魅了されたのかよ。こんなのがばれたら、苦情もんだぞ……待てよ、あれだけ長い草ならストーキングウィンドが使えるな）

　ケイオスの髪と同じように、草冠をハーピーの顔に絡ませれば、攻撃がしやすくなるはず。

「風力は七、強風。気流の中心地はハーピーの草冠。纏わり付くストーキング・風ウインド」

　風の渦うずがハーピーを包み込む。荒れ狂う強風により、草冠がバラバラになってしまった。

（あれ枯草を使っていたんだよな。そりゃ壊れるか）

　ハーピーはバラバラになった草冠が信じられないらしく、呆ぼう然ぜんとしている。敵とはいえ非常に気まずい。ハーピーの目は潤うるんでおり、今にも泣き出しそうだ。

「その……ごめん。ほら、たまには地肌に風を当てないと、蒸むれると思ってさ」

　取りあえず誠心誠意謝ってみる。

「ギャ……ギャスッー!?　ギャー、ギャーギャー」

　ハーピーさん激おこです。敵に大切なかつらをズタズタにされたら、そりゃ怒るよな。

　だがハーピーが俺に向けて飛びかかろうとした瞬間、バサリと崩れ落ちた。

「この馬鹿野郎!!　お前は策を弄ろうしすぎなんだよ。魔法を使う暇ひまがあったら、弓を射れただろうが」

　ボルフ先生の言うとおり、石橋を叩いていたら敵が先に渡ってきたなんて洒落にもならない。特に今回は時間との勝負だ。先手、先手で攻めて行こう。
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　怪あやしい、滅め茶ちや苦く茶ちや怪しい。

　向こうの方から三人の少女が俺達の方に向かって歩いてくるんだけど、怪しさ満点である。今いる場所はヴェント谷の中間地点になるから、それなりに強い魔物も現れる。それにもかかわらず、三人の少女の服装は普段着で、まるで町に遊びに行くような気軽さなのだ。

　三人との距離が縮ちぢまり、一人一人の顔が判別出来る距離になった。

（あれはフーマ三姉妹……まじかよ？）

　向こうから歩いてくるのは、どこからどう見ても風の六ろく魔ま枢すうオボロの副将フーマ三姉妹である。マエストロ・グライツァー、ルストアに続きフーマ三姉妹と会うなんて運が悪すぎだ。

　問題はあいつらが何に化けているかだ。カカリさんのお陰で、今の俺は幻術を無効化出来ている。フーマ三姉妹が化けている姿に合わせたリアクションをとらなければ怪しまれてしまう。確認のため、片目をつぶる。

（あいつら、幻術を使ってないのか？　いくら何でも油断しすぎだろ）

　その後、何度も確認してみたが、幻術を使っていない事が分かった……お前のネタはばれているんだよって、どや顔したかったのに。

　そしてそのまま、何事も起きずにフーマ三姉妹とすれ違う。

「紅葉もみじ姉ねえ、あの人僕に何回もウィンクしてきたよ。怖いよー」

　甘えん坊の末っ子牡ぼ丹たんが怯おびえた声で次女紅葉に泣きついた……なんか思いっきり勘違いされています。まあ、何回も片目をつぶっていたから、ウィンクしているように見えたんだろう。

「牡丹、大丈夫だ。何かあったら俺が守ってやる」

　ボーイッシュキャラの次女紅葉が牡丹をなだめる。主人公はその強さをフーマ三姉妹に警戒されたが、俺は変質者として警戒されたようだ。

「牡丹ちゃん紅葉ちゃん、目を合わせたら駄目よ。ああいう人は、何をするか分かんないんだからね」

　長女萩はぎ野のが妹二人に警戒を促す……絶対に何もしません。

　アミ……お兄様は今、無む性しようにアミに会いたいです。

　フーマ三姉妹と十分に距離が離れたのを見み計はからって、ボルフ先生が口を開いた。

「今の奴らも六魔枢の関係者か？　足運びに隙すきがなかったぞ」

「風の六魔枢オボロの副将フーマ三姉妹ですよ。不幸中の幸いで、怪しまれずにやりすごせましたね」

　六魔枢関係の中で最初に戦うのが、フーマ三姉妹だ。多分、ボルフ先生達の方が強いと思う。でも、まともに戦ったら、かなりの時間のロスに繋つながるのでスルーしてくれたのはラッキーだった。

「怪しまれずに？　……変質者扱いされていた奴が何を言う」

　ボルフ先生の言うとおり違う意味では怪しまれていたけど。

「まあ、何もなかったからいいじゃないですか。でも、ジョージ様、若い子と会話をする時は気を付けなくては駄目ですよ。こっちにその気がなくても、向こうが不快に感じたらセクハラに認定されるんですから。フライング・シップまでもう少しです。頑張りましょう」

　カカリさんの言うとおりだ。特に俺の周りは強い女性が多いんだし。まさか異世界でも冤えん罪ざい対策を考える事になるとは……。
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　カカリさんに案内されたのは崖の上だった。

「これがミケ様の仰おつしやっていたフライング・シップでございます」

　……まじかよ。

　それがフライング・シップを初めて見た時の感想だった。

　崖の上には四メートルくらいの泥どろ沼ぬまがあり、そこの中央部に泥だらけの小汚いボートが置いてあった。ゲームでジョージが使っていたフライング・シップ同様、中央に小さな船室がある。船室と言うより掘ほっ建たて小屋と言った方が正確だけど。

「あの、これ飛ぶんですか？」

　フライング・シップ？　の半分は泥沼に埋まっており、到とう底てい飛び立てるとは思えない。

「ええ、ミケ様の話では間違いなく飛べるそうですよ」

　まあ、ミケにも間違いはある。これが偽にせ物ものならミケにフェルゼンへ行ってもらおう。

（取りあえず鑑定してみるか）




　鑑定結果：可変型フライング・シップタイプＴ。休止状態。




（休止状態？　……まさか）

　居ても立っても居られなくなり船室に飛び込む。ゲームでは何も描かれていなかったが、俺の予想が正しければ何かがあるはず。

「あった!!　これで俺もチートの仲間入りが出来る！」

　小屋の中に埃ほこりだらけのデスクが置かれていたのだ。積つもりまくった埃を払い落とすと、コントロールパネルが姿を現した。真ん中にはディスプレイがあり、脇には数個のボタンが付いている。

「サンダ先生、ボルフ先生ちょっと来て下さい。なんとかなるかも知れません」

　これは天空の支配者ジョージ・アコーギの序章にすぎない。このフライング・シップがあればワの国へ行けるだろう。そうしたら、夢にまで見た米と醬しよう油ゆが手に入るのだ。

「これは古代言語ですね。残念ながらオリゾン大にも読める人はいないでしょう」

「大丈夫ですよ。俺にはレコルト言語翻ほん訳やく機能があります」

　もう誰も知らないような古い言語でもバッチリ解読出来る。起動スイッチと書かれたボタンのカバーを外し、勢い良く押す。

「スイッチオン!!　フライング・シップ起動……あれ？」

　しかし、フライング・シップはうんともすんとも言わない。

「ピクリとも動かねーな。マジで泥船に乗せられるとは思わなかったぜ」

　ボルフ先生の視線が冷たいです。

「あー私、外を見張っていますね」

　カカリさんはそう言うと、外に飛び出して行った。上手く逃げて、ずるいじゃないか。

（でも、鑑定でフライング・シップって出たよな。そういやミケが魔石で動くって言っていたな……あった!!）

　床に魔石投入口と書かれた蓋ふたがあったのだ。蓋をこじ開け、ヴェント谷で手に入れた魔石を投入する。

　再度スイッチを押すと、コントロールパネルに明りが灯ともった。そしてディスプレイに文字が表示される。

「えっと……エンジンが停止しています。外部にあるオールを動かして、エンジンを起動させて下さい。また、故障等でエンジンが動かない場合はオールを使用して移動が出来ます。安全な場所までオールで移動し、お近くのディーラーにご連絡下さい」

　止まったエンジンを手動で動かすって……バイクの押しがけかよ。それにお近くのディーラーって、どこだよ。つまり、ゲームのジョージはエンジンが止まっている事が分からずに、非常時の移動手段に使っていた、と。

「サンダ先生、ボルフ先生、外付けのオールがあるみたいなので、一緒に動かしてもらえますか？」

　船室から出ると甲かん板ぱんに古びたオールが置かれていた。いぶかしがる先生達に頼み込み、オールを動かそうとしたら、カカリさんが大慌てで飛んできた。

「ジョージ様、フーマ三姉妹が手下を連れて、こちらに向かってきています」

　見るとフーマ三姉妹が大勢の魔物を引き連れてこっちに向かってきている。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、いくら先生達がチートでも敗北は確定だ。

「いくら手下を連れてきても、空までは追ってこられない。頼む、動いてくれ」

　オールを回すと、フライング・シップが揺ゆれだした。でも、揺れるだけで、全く浮上しない。そうこうしている間にもフーマ三姉妹はどんどん近付いてくる。

「ジョージ様、泥にはまって動かないみたいです」

　……どんだけ、揚よう力りよくのないフライング・シップなんだ。

「オークと狼ろう人じんを引き連れたソバカスだけが特徴の猿人……お前、ジョージ・アコーギだな。お前の首をとって、オボロ様に献けん上じようしてやるぜ」

　紅葉が俺の目を見て宣言した。どうやらフーマ三姉妹は俺が誰なのか思い出して、追いかけてきたらしい。魔族の間でも俺の目印はソバカスなんだ。

（このままじゃ不ま味ずいな……そうだ！　泥を吹き飛ばせばいいんだ）

「風向きは真上。風力は七の強風。標的はフライング・シップの船底。コントロールウィンド。あっ……」

　コントロールウィンドの力でフライング・シップは無事に浮遊した。多量の泥を巻き上げながら……そしてその泥はフーマ三姉妹にもかかってしまった。

「もういや！　僕の服が泥だらけだよー！」

　今日の服はお気に入りだったらしく、三女牡丹は涙目だ。

「ジョージ・アコーギ、卑ひ怯きようだぞ。降りてきて牡丹に謝れ！」

　近くにいたせいで頭から泥を被ってしまった次女紅葉が俺を睨んでいる。

「牡丹ちゃん、紅葉ちゃん、大丈夫？　服を着替えに帰りましょう。ジョージ・アコーギ……クノイチを虚こ仮けにした報むくい、必ず受けてもらいます」

　巻き上げた泥は長女萩野にも降り注ぎ、フーマ三姉妹は仲良く泥だらけに……って俺、悪くないよね。

　取りあえず、全力で逃げてやる!!
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　フライング・シップを手に入れたら、快適な空の旅を送れる。そう思っていた時期が俺にはありました……こんなの、思っていたのと違う。

「あの、ジョージ様そろそろ代かわりましょうか？」

　サンダ先生が心配そうな顔で俺を見ている。何しろ今の俺は全身汗だくなのだ。代われるものなら、とっくに代わってもらっている。

「あ、ありがとうございます。でも漕こぐのを止めたら落ちちゃうので……」

　フライング・シップの揚力はオールを漕ぐ事で発生するらしく、少しでも手を休めると高度が落ちてしまう。もうかれこれ一時間くらい一人で漕いでいる。

「つくづくお前も運がないよな。四つある座席の中から見事に操縦席を引き当てるんだからよ」

　オールを漕ぐだけの席を操縦席と言ってもいいんだろうか？　確かにこの席でオールを漕ぐと連動して他のオールも動く。つまり一人で操縦する事が可能なのだ。

「伝説に出てくるフライング・シップと随分と違いますね」

　ブレイブ・アイデックが乗っていたフライング・シップは、不思議な力で空を飛んだという。ゲームでは空中に漂ただよっている魔ま素そを取り込み、魔力エンジンを動かすって設定だった。まさに伝説の乗り物である……今の状態では、ブレイブ・アイデックやキミテの主人公のフライング・シップの足元にも及ばないだろう。

　しかし、このフライング・シップは何パターンかに可変出来るらしい。今は休止状態の時に変化するＥ型エマージエンシーボートタイプ。魔石が切れている時は人力だけでも移動するための型だそうだ。そして魔石を投入すると補助エンジンが動き、一人でも動かせるようになるらしい。

「カ、カカリさん、ち……近くに人目に付かない広めの草原とかないですか？」

　一刻も早く地上に降りたい。可変機能を試したいってのもあるが、このボートタイプのフライング・シップが怖くて仕方ないのだ。ちょっとした風でも煽あおられてまともに進めなくなる。そしてボートだけに吹ふきっ晒さらしなので雨風を防ぐ手段がないのだ。

「確かに、このままじゃ目立って仕方ないな」

　ボルフ先生の言うとおり、フライング・シップであまり低い場所を飛ぶと目立ってしまう。しかし高度を上げようにも、酸素マスクも防寒着も付いていないのだ。

「風も強くなってきましたから、一度地上に降りた方がいいかもしれませんね」

　もし、乱気流に飲み込まれでもしたら空中分解してしまい地表に叩きつけられてしまうだろう。

　そして補助エンジンがあるとはいえ、所しよ詮せんはボート。長距離移動はきついと思う。ゲームのジョージって何気に凄い奴なのかも知れない。

「ここから南西へ三十分ほど進みますと、人があまり訪れない平原がございますよ」

　三十分ならなんとかなる。でも、南西ってどっちになるんだろ？
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　ようやく辿り着いた平原は、可変機能を試すのには理想的な場所だった。

　このフライング・シップは、本来Ｔトランスポートタイプ輸送型なんだけども、他にＢバトルシツプタイプ戦艦型やＨハイスピードタイプ高速移動型等が選べるらしい。

（ここは戦艦型一択だろ。艦長席に座ってヤ○ト発進の号令をかけてやる）

　そして、いつか酔っ払い船医や真っ赤なロボットをスカウトするんだ。

「見ていて下さい。フライング・シップの本当の姿を披ひ露ろうします」

　先生達にどや顔で宣言する……しかし、さすが俺だった。戦艦型を選択したら、ディスプレイに無情なメッセージが表示された。

『戦艦型に可変するにはタイプＢのディスクを挿そう入にゆうして、インストールして下さい。ディスクはディーラーにてお求めできます』

　だからディーラーは、どこにあるんだよ。いや、待て。戦艦なんか保有したら危険人物に認定されてしまう。

「おーい、何も変わらねえぞ」

　ボルフ先生がニヤニヤしながらこっちを見ている……今に見ていろ。ボート型のフライング・シップを、巨大な輸送船に可変させてやる。

『輸送型に可変するには、付属品のタイプＴのディスクを挿入して、インストールして下さい』

　……持ち主の奴、盗難防止のためにディスクを抜きやがったな。いや、ディスクも本来の持ち主の物だから、俺が怒るのは筋違いなんだけどね。

　先生達の生暖かい視線が背中に突き刺さる。

　ディーラーって事は、販売目的で作られた物だと思う。それなら検査用の機能があるはずだ。そこから、ディスクがなくても可変出来る型を見つけ出してやる。

（どこだ……おっ、ソートが出来るじゃないか）

　ディスプレイに幾つもの文字と、それに対応した可変方法が表示されていく。

（ほとんどのタイプがディスクを必要とするんだな。タイプＲ、これはディスクがいらないやつだ）

　これは色々と頑張っている俺へのグルウぺ様からのプレゼントだと思う。なかなかツンデレな神様じゃないか。

（そうかレアタイプって事か。もしくは光属性に特化したレアタイプだ）

　タイプとＲが逆じゃなくて良かった。あのゲームの裏設定怖かったし。

　タイプＲを選択すると、ディスプレイに警告文が表示された。

『可変を行います。十分以内に退船して下さい。退船を確認次第、可変を行います』

「サンダ先生、ボルフ先生急いでフライング・シップから降りて下さい」

「急ぐも何も跨またげば降りられるじゃねえか」

　ボルフ先生、ノリって大切ですよ。

　俺達が降りて、しばらくするとフライング・シップが淡あわい光を放ち始めた。そして光がフライング・シップを覆おおいつくした。

「へっ？　これがタイプＲ？　噓だろ!?」

　現れたのはずんぐりとした船。見た目は思いっきりポンポン船だ。ご丁てい寧ねいに煙えん突とつまで付いている。ポンポン船との違いと言えば、船室が大きい事くらい……とりあえず、鑑定してみよう。




　鑑定結果：フライング・シップ観光型タイプレトロ。昔の船を再現したレトロな雰囲気のフライング・シップ。乗船客数十四人。誰にでも操縦しやすいので、街乗りにも使えます。魔法障しよう壁へきを展開出来るので、風が強い日でも甲板に出られます。




　タイプＲのＲってＲＥＴＲＯの頭文字だったのか……多分、戦艦とかは資格とかを確認してから売っていたんだろう。観光用なら資格もいらないし。

「あ、雨風は防げそうですね」

　サンダ先生は気まずいのか、嚙みながらフォローしてくれた。いや、雨ざらしの観光船って中々ないですよ。

「さっきのボートよりマシだろ。でも、これなら新型のゴーレム船って誤魔化せる」

　先生達の生暖かいフォローが逆に辛つらい。果たして観光用のフライング・シップで、ワの国まで行けるんだろうか？

　その前に肝かん心じんな事を忘れていた。

「俺達はフライング・シップで帰りますけど、カカリさんはどうされますか？」

　体の小さなカカリさんにとって単独での移動は命いのち懸がけらしい。それに一時間で飛べる距離も一キロくらいとの事。この間はミケがボーブルの近くまで転移してくれたそうだ。

「ここから私の家は目と鼻の先ですので、ゆっくり飛んで行きますよ。それでは皆様の旅の無事をコスモスの上で祈っています」

　……妖精に花の上で祈っています、なんて言われたら萌えるはずなのに、社交辞令にしか聞こえないとはさすがカカリさん。

「色々ありがとうございました……それじゃ、フライング・シップに乗りますか。このはしごを使うみたいですね」

　船体に付いているはしごを使い甲板に移動する。観光用だけあり、甲板はそれなりの広さがあった。

「……おい、ジョージ、これの動かし方は分かるのか」

　先に船室に入っていたボルフ先生の後を追って船室の中に移動。中もゆったりとした造りで、座席も広い。広めの小こ上あがりもあるし、座席の座り心地も好さそうだ。貴族相手に観光業をしたら、成功するかも知れない……俺も貴族なんだけどね。船内を見て回ると、調理室や職員休憩室やトイレやシャワールームまで完備されていた。

「素晴らしい!?　こんなに複雑なマジックアイテムは見た事ありません。ゴーレム車の運転席より複雑ですよ」

　サンダ先生がトリップしている。どうやらフライング・シップの操縦席はサンダ先生の知的興奮を刺激する物らしい。でも、あまり複雑だと誰も操縦出来ないから、それはそれで困り物だ。

「どんな操縦席なんですか？　って自動車の運転席かよ」

　フライング・シップの操縦席は、どこから見てもオートマ車の運転席と瓜うり二ふたつだった……確かに誰にでも運転出来るけどさ。ちなみにシフトレバーはＰ・Ｕ・Ｎ・Ｇ・Ｄに分かれていた。鑑定してみるとＵで上昇して、Ｇに切り替えると高度を維い持じして飛行するようだ。そして降りる時は、Ｄに切り替えるらしい。

「ジョージ、これを操縦出来るのか？」

「一応、免許がありますからね……オートマ限定ですけど」

　そういや俺の能力にも、オートマ限定ってのがあったな。まさか、異世界でオートマ限定免許が役立つ日が来るとは。

「は、早く動かしてみて下さい。古代の叡えい智ちの結晶フライング・シップが動く瞬間を、この目で見る日が来るとは……ああ、ラヴーレ様感謝致いたします」

　サンダ先生、感動のあまり涙を流しています。

　幸い、鍵は付けっ放しになっている。鍵を回すと、ポンポンと小気味良い音が船内に響きだした。無駄にリアルに再現しやがって。

（なんか初めて車を運転した時を思い出すな）

　ディスプレイを確認すると、飛行モードと航行モードが選べるようになっている。飛行モードを選択すると、幾つものモニターがせり出してきた。カメラが搭とう載さいされているらしく、各方向の様子がモニターで確認出来る仕組みになっているようだ。

（コンピュータが色々と補助してくれるんだな）

　おそらく、観光業でも使いやすいようにカスタマイズされているんだろう。

　飛行モードを選択して、レバーをＵに入れる。フライング・シップの船体が傾き、上昇しだす。不思議な事に揺れはほとんど感じず、離陸時も両先生とも立っていられた。観光用のため、甲板から家族に手を振れるようにしてあるそうだ。

　フライング・シップが水平飛行に入ると、サンダ先生がうろうろとし始めた。いつも落ち着いているサンダ先生だけど、今はそわそわと落ち着きがない。

「ジョージ様が操縦している時に申し訳ないのですが、甲板に出てみてもよろしいでしょうか？」

　生真面目なサンダ先生は、俺が操縦している時に外へ出る事をためらっているようだ。その気持ちは痛いほど分かる。バトンを渡せる王宮騎士が来たら、俺も空の旅を満喫したい。

「むしろお願いしますよ。魔法障壁がきちんと作動しているか確認してもらえますか？」

「あ、ありがとうございます。これは凄い……友人に自慢出来ますよ!?」

　サンダ先生、物凄くはしゃいでいます。一方のボルフ先生はというと……。

「凄えな。全然揺れねえじゃないか……うっし、俺は寝るぞ。ボーブルに着いたら起こせよ」

　そう言って、小上がりに寝転ぶと速そつ攻こういびきをかき始めた。

「いやー、凄かったですよ。魔法障壁は問題なく展開していましたよ……やはり、ボルフさん疲れていたんですね。昨夜はアラン様の襲撃を警戒して一睡もしていないんですよ。それにしてもジョージ様、よく方角が分かりますね」

「ナビが付いてますから。地形も地名も今と全然違うので、参考にしかなりませんが」

　モニターに映しだされた地形は今と違って陸地が少ない。タスク山を目印に出来るので、大体の方角が分かる。しかし地図の書き換えがされていないとはいえ、大昔の人工衛星が現げん役えきで動いてるなんて都合が良すぎないか？

（ミケかグルウぺのサービスなのか？　緊急時以外はナビを切った方が安全かもな）

　ナビに従って動いたら、魔物が大勢住んでいる所に連れて行かれたなんて洒落にもならない。

「伝説では魔王ミステリーオは、干かんばつをもたらし、多くの川や湖を干ひ上あがらせたといいます。このフライング・シップは魔王ミステリーオが現れる前の物なのかも知れませんね」

　なるほど。だから、昔の人は船形の飛行機械を作ったのか。
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　ボーブルに戻ったはいいが、予想外の事が起きてしまった。

「やはりジョージしかフライング・シップを動かせないのか……この結果を含めてフェルゼン行きのメンバーを決めなくてはな。キョーユウ、王の所に行くぞ」

　そう言うと爺ちゃんは再び王様の所へ行く準備を始めた。どうやら、オートマ免許を持っている人間だけが、このフライング・シップを動かせるらしい。他の人にも動かし方を教えてみたけど、誰も動かせなかったのだ。

　そんなの俺しかいないじゃん。フェルゼン行き確定か。まあ、あの事を説明出来る王宮騎士もいないだろうし。文字どおり乗りかかった船だ。最後までやりますか……操縦手として!!





　　　　　◇






　爺ちゃん達が王城から帰ってくるまで、ある程度時間に余裕が出来る。俺はその間、少し休ませてもらおう。体力も限界に近いが精神的な疲れもマックスで、今すぐにでもベッドにダイブしたい。

　城に向かおうとしたら、誰かに肩を摑つかまれた。

「ジョージ、どこへ行く？　お前も王城に行くんだぞ」

　俺の肩を摑んだのは爺ちゃんだった。冗談だよねと言おうとしたが、その目は全く笑っていない。ガチなんすね。

「一休みしてからじゃ、駄目かな。さすがに疲れたし……爵位のない俺が何回も王城に行くのは、あまり良くないんじゃないかと」

　この状態で王様に会ったら、緊張とストレスで気絶しかねない。それにこの展開は、絶対に重大な任務を任せられる流れだ。俺はフライング・シップの操縦手で勘弁して欲しい。

「緊急時だ。何より時間がない。ゴーレム馬車を使うぞ」

　緊急時なら王城に行かないで、このまま出発すりゃいいじゃん……まあ、俺がフライング・シップを手に入れる確証なんてどこにもなかったし。事が事だけに、確実に物事を進めたいんだろう。

　そしてそのまま有無を言わせず、コーカツ家のゴーレム馬車に放り込まれた。しかも両脇をコーカツ家の騎士ががっちりとガードしている。

「小こ僧ぞう、有事だ。つべこべ言うな。馬車の中でフェルゼン行きの計画を練っておけ」

　イジワール公爵、俺を買い被りすぎていませんか？　今までは前世の知識を使えたから、何とか誤魔化せていただけで、今回の事件を円満に解決する自信なんて全くないんですけど。

「ジョージ、王城に着いたらすぐに対策会議を開くぞ」

　このままだと確実に会議に出席するはめになる。会議の参加者は爺ちゃんやイジワール公爵みたいな現役バリバリの為い政せい者しやばかりだろう。

　どう考えても、俺の出る幕じゃない。お茶くみや資料配りくらいしか出番はないと思う。しかし、会議に出ておいて何も対案を出さないのは、それはそれで不味い。

　六十点くらいの案を出して、お茶を濁にごしてやる……。

（一番の問題はフライング・シップが目立ちすぎるって事だ。最低でも、何かに偽装しなきゃ不味いか。フェルゼンに行くお題目がありゃいいんだよな）

　お約束だけど商船に偽装するのが無難だと思う。ギリアム商会なら、フェルゼンとの取引があるし融ゆう通ずうも利きく。

（ヴェルデには内緒にしないとな。あいつ変に義理堅いところあるし）

　今回は、一歩間違えば死刑台に招待されかねない事案だ。わざわざ才能ある若者を巻き込む必要はない……凡お才れはがっつりと巻き込まれているけど。
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　不味い、太ももでもつねっていないと、プレッシャーで意識が飛んでしまいそうだ。

（オリゾンオールスター大集合かよ!?）

　国際問題だけに会議の出席者は物凄い顔ぶれだった。

　オリゾン王アヴニール・オリゾン、オリゾン第一王子シェーン・オリゾン、王族ホートー・オリゾン、ハイードロ教教皇リップル・ウォーテック、コーカツ公爵家当主ローレン・コーカツ、イジワール公爵家当主キョーユウ・イジワール、どの人もオリゾン有数の政治家だ。俺の場違い感が半端じゃない。

　ゴルド公爵やナイテック家が呼ばれていないのは、今回の黒幕が確定していないからだろう。

「ホートー、頼む」

　爺ちゃんから聞いた話によると、ホートー様は王様の懐ふところ刀がたな的存在らしい。遊び人のふりをしながら、怪しい場所や気になる人物を探っていたそうだ。ボーブルに娼しよう館かんを建てさせたのは、外国の要人を接待するためとの事。そして、ついでに俺の人となりを探っていたらしい。でも、娼館で遊びまくっているのも事実だったりする。

「はい、皆様ご存じのとおり、先日ジョージ殿がルーナ家の商館で奴隷にされていたイリス・ファルコ様を保護されました。コーカツ卿とイジワール卿の調査の結果、イリス様を商館に売った男が王都からゴルド公爵領へと向かった事が分かりました。このままでは遅くても二週間後には、ファルコ伯爵の耳に入るでしょう」

　お約束だけど、男はローブを目深に被っており、容姿が分からなかったそうだ。ついでに王都で名乗っていた名前も偽ぎ名めい。

「幸い、孫のジョージがフライング・シップを手に入れたので、今から出発すれば十分間に合うかと。しかしフライング・シップの操縦はジョージにしか出来ないようなので、操縦は孫に行わせます」

　爺ちゃん、あまり俺の名前を出さないで。俺はあくまで操縦手、政治的な事に介入する気は一切ない。

「イリス嬢をファルコ伯爵の所へお連れしても、疑惑は解けないのではないですか？　確かにフライング・シップがあれば早く着けますが、港で怪しまれるかと。無事に入港出来たとしても、我々の話を聞いてくれる者がいなければ意味がありません。イリス嬢には隷属の首輪が付いたままだと聞いております。何より我々にはフェルゼンとの私的な交渉窓口がありません」

　どうやらリップルさんは俺が関わる事が不安らしい。そりゃそうだ、知らない人からしたらただの中坊なんだし。

「ジョージ卿、説明を頼む」

　イジワール公爵から避けようのないキラーパスが飛んできた。普段は小僧呼ばわりしている癖くせに、ここで卿付けはずるいと思います。

「フェルゼンとの交渉は私の配下サンダ・チュウローの大学時代の友人にお願いする事にしました。フライング・シップはギリアム商会に協力を依頼し、商船の名目で入港しようと思っております。実際に荷物を積めば怪しまれないでしょう。それと隷属の首輪は、敢あえて付けたままにしておりますので」

　そのまま話を終えようとしたが、爺ちゃんとイジワール公爵がネタばらしをしろと、目で訴えている。仕方なく説明をすると、リップルさんも納得してくれたようだ。ああ、どんどん深みにはまっていく。

「それではフェルゼン行きのメンバーを告げる。代表者はホートー・オリゾン、副代表はジョージ・アコーギ、随ずい伴はん員いんは内情に詳くわしいジョージに任まかせる」

　王様、俺が副代表って冗談ですよね？　確かに何かあっても、国に及およぼす被害が少ないのは俺だけど。

「王様、副代表をお受けするのには、一つだけ条件があります。それを聞いてもらえますか？」

　みんなの目が空気を読めって言っているが、ここは自分の意見を貫つらぬき通とおす。これが通らなきゃ、俺はフライング・シップを動かさない。

「なんだ？　申してみよ」

「私にもしもの事があったら、ボーブルをコーカツ公爵の領地に編入して下さいませんか。ご存じかと思いますが、我がボーブルには様々な人種が暮らしております。しかし、父アランは生きつ粋すいの猿人至上主義者。とてもボーブルの民の暮らしを任せられません」

「分かった。ローレン、良いな」

　これは前から考えていた事だ。俺は未いまだになんでレコルトに転生したのかが分からない。逆に言えば、いつ日本に戻っても不思議はないって事だ。ここまできて途中で投げ出すのは無責任だと思うし、それに俺が元の世界に戻れば、本当のジョージが戻ってくる可能性がある。

　もし、本当のジョージがゲームどおりの奴なら、ボーブルは破は綻たんしてしまう。

　でも、爺ちゃんならうまく操ってくれるだろう。これで何があっても安心だ。













　ギリアム商会には、会議の後すぐに命令を送ったそうだ。今はギリアム商会からの返事とホートーの準備を待っている。

（随ずい伴はん員いんは誰だれにすっかな。サンダ先生は確定だし、ボルフ先生も護衛として付いてきてほしい。問題はホートーとイリスさんの身の回りの世話をする人間だな。イリスさんの世話をするのは女性じゃなきゃ駄目だけど、ホートーの遊び癖ぐせを考えるとな）

　高級娼しよう婦ふを連れて行けばいいんだけど、イリスさんの事を考えると得策には思えない。ホートーの食しよく指しが伸びないベテランメイドさんを連れて行くのがベストか。

「ホートー様、今年の夏は私わたくしとすごしてくださると、仰おつしやったではないですか？」

　思案に耽ふけっていると、少女の叫び声が聞こえてきた。ここは王城だ、出来るだけ私語を慎つつしむのがマナーである。

（ホートーの奴、デートの約束をおじゃんにしたのか）

　でも、同情はしない。これは大事な仕事なのだ。遊び人なのにモテまくる王族なんかには同情する気はない。

「ラフィンヌ殿どの、先ほども言ったように、王から勅ちよく命めいが下りまして」

　ホートーが、見知らぬ少女に詰つめ寄よられ困り果てていた。十代後半と思われる少女は、高価なドレスに身を包んでおり、身分の高さが窺うかがい知れる。腰まであるプラチナブロンドの髪が艶つや々つやと輝いていた。

（綺き麗れいな顔をしているけど、随ずい分ぶんと気の強い娘だな。見た事がない顔だけど、誰だろう？）

　ホートーと対等に話せる人間は限られているけど、あの少女は一度も見た事がない。高貴な女性なのは確実だから、鑑かん定ていもしづらい。

「ジョージ様、あのお方はランドル共和国の公爵令嬢ラフィンヌ・ランドル様ですよ。ホートー様の婚約者でございますよ」

「ヴェルデ、何でここにいるんだ？」

　俺おれに声をかけてきたのは狸小僧ヴエルデだった。普段でも王城に入れないこいつが、緊急時にいるのはおかしい。

「呼ばれたからに決まっているじゃないですか。ギリアム商会におけるジョージ様の担当は僕ですよ。それなのに父や兄が同行したら怪あやしまれます。なにより、多くのお偉方に顔を覚えていただけるこのチャンスを逃すわけにはいきませんよ……これはこれはラフィンヌお嬢様、お久し振りでございます。この間、お納めさせていただいたドライヤーの調子はどうでしょうか？」

　ヴェルデはそう言うと、揉もみ手てをしながらラフィンヌさんに近付いていく。ラパンさんが相手だと顔を真まっ赤かにして一言も話せない癖に、ランドルの公爵令嬢には臆おくする気配すら見せない。

「あら、ヴェルデ君お久し振りね。私は髪が長いからドライヤーは重宝してるわよ」

「それはお役に立てて嬉うれしい限りでございます。少し、ホートー様をお借りしてもよろしいでしょうか？」

　そう言ってヴェルデはホートーを隅すみっこの方に連れて行った。

「おい、狸小僧どうしたんだよ……いやいや、勘かん弁べんしてくれ……そりゃそうだけど……分かったよ」

「ラフィンヌ様、これから私達とフェルゼン帝国に行きませんか？　ここにいるジョージ・アコーギ様が伝説のフライング・シップを手に入れたんですよ。詳しい話はホートー様からお聞きになって下さい」

「おい、ヴェルデ!?　何を考えているんだ？」

　確かにラフィンヌさんがいればホートーの悪あく癖へきを抑える事が出来る。でもラフィンヌさんに何かあったら、大問題だ。フェルゼンに加えてランドルとの仲も悪化しちまうぞ。

「商人が考えているのは、利益だけですよ。オリゾンとランドルの王族が乗っていれば、フェルゼンも迂う闊かつには手出し出来ません。何よりラフィンヌ様が証人となってくれますし……僕みたいな三男坊がなり上がるには、多少の博ばく打ちは必要なんですよ」

　そう言うヴェルデの顔は驚くほど、大人びていた。男子三日会わざれば括かつ目もくして見よってか。それに比べて俺おじさんは成長してないよな。

（確かに交易の船に王族ホートーが乗っていたら不自然だ。それにカーテンか何かで区切って、ラフィンヌさんが寝室として使っていると言えばフェルゼンも迂闊には踏ふみ込こめない……これでイリスさんの存在も隠せるな）

　ヴェルデの案はかなり妙案だ。

「それで積荷は何にしたんだ？」

　この子狸の事だ。この件でちゃっかりと利益を上げるだろう。

「積荷は何でもいいんですよ。ギリアム商会が、ホートー様とラフィンヌ様の極ごく秘ひ婚前旅行に協力しているって形にしたいので。でも、イリス様の事を考えると同年代の女子に乗って欲しいですね」

　そうはいっても一般人を面倒事に巻き込むわけにはいかない……ここはヴェルデの弱点を突いて有う耶や無む耶やにしておくか。

「それじゃ、ラパンさんを呼ぶか？　確かお前の所でバイトしてるんだろ？　セリューには俺から言っておくし」

「ふぇっ!?　何でコニーさんが出てくるんですか？」

　顔を真っ赤にしてテンパりまくるヴェルデ。おじさん、なんか安心したよ……しかし、ラパンさんじゃなく、コニーさんね。旅でいじってやろ。
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　胃が痛い……そのうち、俺は胃い潰かい瘍ようになってしまうかも知れない。

　なんで王族ってやつは、どいつもこいつも高貴なオーラを放っているんだろう。今は貴族をしているけど、俺は庶民生まれ庶民育ちの一般人。どうしても、ホートーとラフィンヌさんの王族カップルに気き後おくれしてしまう。

　ラフィンヌさんもフェルゼン行きを承しよう諾だくしてくれたのだ。何でもイリスさんやシャルルさんとは顔見知りだそうだ。

「ホートー様凄すごいですよ。私、こんなに速く走れる馬車に初めて乗りましたわ」

　俺の胃痛を知ってか知らずか、ラフィンヌさんはゴーレム車の窓から顔を出して無邪気にはしゃいでいる。

「ラフィンヌ殿、窓から顔を出していたら危ないですよ……ところでジョージ、今回の旅には誰を連れて行くんだ？」

「まずはフェルゼンに友人がいるサンダ・チュウロー、護衛としてボルフ・ルードウ。そしてギリアム商会のヴェルデ・ギリアムを考えています」

　問題は身の回りの世話をしてくれる人だ。ホートーの身の回りの世話なら俺と先生達でも可能だが、さすがにイリスさんやラフィンヌさんの世話を、野郎がするのはまずいと思う。

「おいおい、男ばっかりじゃねえか。今回は女性を連れて行かないとまずいぞ」

　ホートーの言いたい事は分かる。しかし、適任者が思い付かないのだ。秘密を守れてなおかつフェルゼンに同行してくれる女性。一瞬カリナの顔が浮かんだが、あいつをこれ以上巻き込むわけにはいかない……本人カリナに聞かれたら十分すぎるほど巻き込んでいるだろって、突っ込まれそうだけど。

「私ぴったりの方を知っていますわよ。カトリーヌ様はフェルゼンの社交界にお知り合いが多いと聞いてますわ」

　……この小娘は何を言ってやがる。母親同どう伴はんで旅をしろっていうのか。さすがに恥はずかしすぎるぞ。第一、表向きの理由はホートーとラフィンヌさんの婚前旅行なのだ。赤の他人の母さんが一緒に行く筋合いはない。

「カトリーヌさんか。確かにコーカツ領はフェルゼンと隣となり合あっているな。報告書にもイリス嬢はカトリーヌさんに懐なついていると書かれていた……ジョージ、カトリーヌさんと報告書に書いてあった獅し子し人びとの娘を連れて行くぞ」

　勘弁してくれ。この年で母親同伴はきつすぎるぞ。しかも同級生の女カリナも一緒なんてリアルの中学生だったらばっくれてるぞ。

「しかし、今回はホートー様とラフィンヌ様の婚前旅行を名目にしていますので、母を連れて行くのは不自然ですよ。残念ですが、他の女性を探しませんか？」

「あら？　私達の婚前旅行はあくまでフェルゼンの目を誤魔化すための方便ですのよ。正確には貴方あなたは副代表。未成年の貴族が外国に特使として赴おもむく場合は、その親が同伴するのが当たり前ですわ」

　意外な切れ者が潜ひそんでいた。ただのお嬢様と侮あなどっていたら、とんでもない目に遭あうかもしれない。

「男の随伴員はジョージが決めて、女性の随伴員はカトリーヌさんに任せた方が良いな。よし、ジョージ、これは命令だ！　カトリーヌ・アコーギも同道させるぞ……仕事も大事だけど、たまには親孝行もしろよ」

　危険な旅に同行させるのは、親孝行とは言えないと思うんだけど……でも、王族に命令されたら逆らいようがない。まあ、母さんが付いてきてくれたら、チートメイドのオデットさんも一緒に来てくれるはずだ。オデットさんがいたらリアルに百人力だ。
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　俺のフライング・シップはある意味、高性能なのかも知れない……ただし高性能なのは快適さのみ。

「ここは食糧庫ですね。水の魔石を入れると部屋の温度が下がるみたいですよ。照明には光の魔石、調理室には火の魔石と水の魔石を使うみたいですね」

　ただ今、フライング・シップの点検中です。ステイタスでいうと快適さに極ごく振ぶりしたんじゃないかってくらいに設備が充実している。攻撃力ゼロ・速さ一・防御力二・快適さ五って感じだ。

「これが噂うわさのフライング・シップですか……こいつは凄い!?　古い書物にしか載っていない道具が現役で動いている。リリル、そっちはどうだ？」

　ハンマーさん、テンションが上がって興奮気味です。カーテンの備そなえ付つけとフライング・シップのメンテナンスのため、工業ギルドの人達に来てもらったのだ。

「大体のところはオッケーなんだけども、煙突に付いているフィルターだけが何で作られているか分かんないねー」

　さすがはドワーフというか、ハンマー親娘は軽く見ただけでフライング・シップの構造を理解したらしい。ただし、エンジンや可変機能に関してはお手上げらしく、現状維い持じが精一杯とのこと。

「それじゃ、荷物と食糧を積み込んでくれ。工業ギルドは内装とカーテンの備え付けを頼む。旅は準備が肝心だ!!　しっかり頼むぞ」

　王族が来ているので、ここぞとばかりにリーダーシップをアピールする。出来る俺を見たホートーが、王様に爵位を授さずけるように進言してくれる事に期待しているのだ。

「ジョージ？　何しているの？　早く着替えてらっしゃい。部ひ下とに指示しておいて、自分が何も準備をしていないなんて恥ずかしいって思わないの？」

　だが、そこにいたのは旅支度を終えた母さん。母さんは、あっさり同行を了承してくれた。俺が未成年というのもあるが、イリスさんの事が心配で放っておけないらしい。でも、部下の前で叱しつ責せきするのは止やめて欲しい。

「ジョージ様、よろしかったら私がお着替えを手伝いましょうか？……あんたもカトリーヌ様には頭が上がんないんだね」

　見るとメイド服に着替えたカリナが、こっちを見てニヤニヤしていた。母さんが随伴員に選んだのはオデットさんとカリナの二人だった。オデットさんは護衛兼メイド、カリナは調理員兼イリスさんの話し相手だそうだ。カリナはラフィンヌさんの侍女って設定にするらしい。そうすれば、何かあってもフェルゼンはカリナに手を出せなくなる。

「カリナ、丁度良かった。調理室を見てもらえるか？」

　調理室の設備も整っていたけど、使う本人に見てもらえれば足りない物が見つかるかもしれない。

「こりゃ凄いね。下手な店より充実してるね。何個か使い方が分からない物もあるけど、これなら何とかなるよ」

　まあ、ミキサーとかはレコルトにないから、使い方が分からなくても仕方がない。スチームオーブンなんて俺も使った事がないし。

「それなら大丈夫だな。結構な人数だけど大丈夫か？」

　今回フェルゼンに行くのは、ボーブルから俺、母さん、オデットさん、サンダ先生、ボルフ先生の五人。王都からホートーとヴェルデ、カリナの三人。それにイリスさんとラフィンヌさんを加えた合計十人である。

「十人だろ？　それくらいなら余裕だよ。腕によりをかけて料理するから、楽しみにしてな……そうそう、あとあたいから聞いたって言わないでもらえるか？」

　イリスさんと親しくなったカリナは色々と打ち明けられたそうだ。お陰かげで俺も事件の概がい要ようが摑つかめた。

　これが主人公なら、イリスさんを励はげます言葉を思い付くんだろうけども、俺は腫はれ物ものとして接するのが精一杯だ。年を取ると、無責任な慰なぐさめの言葉が言えなくなるらしい。どんな言葉も綺麗事に思えてしまい、お前に何が出来るんだって自分で自分に突っ込んでしまう……いや、きっと俺は責任を取りたくないだけなんだろう。
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　フライング・シップの簡易改かい修しゆうも終わり、後はヴェルデが到着次第フェルゼンに向けて出発となる。

「ジョージ、空を飛んでる時って下から見たら結構目立つのか？」

　ボルフ先生は元がアサシンだからか、無駄に目立つ行動を嫌う。

「微妙ですね。人間って視界に入っていても気に留とめない物は無意識でスルーしますから……でも、頭上に影が出来たら絶対に気になりますし」

「町にいる時は、雨でも降らない限り空を見上げる事なんて滅めつ多たにないからな。でも、街道を歩いている奴らは山や木を目印にしているぞ」

　山を見ようとして、船が空を飛んでいたら確実に大騒ぎになってしまう。海まで出てしまえば、誤魔化しがきくんだけども……待てよ、海か。

「シャイニングボディ。対象はフライング・シップ、選択色はスカイブルー」

　フライング・シップの船体が爽さわやかな空色に変わった。今日は雲一つない晴天、空色なら保護色になって目立たないはず。操縦中にジワジワ魔力が減っていくが、背に腹は代えられない。

「ジョージ様、お待たせしました。積荷の選別に時間がかかってしまいまして」

　ヴェルデが乗ってきた馬車には様々な商品が積まれていた。商売より協力しているって名目が大事だと力説していた癖に、ちゃっかりと売れ筋の商品を選んでいやがる。

「うっし、商品を積み込んでくれ……ってラパンさん？」

　なぜかコニー・ラパンがヴェルデの乗ってきた馬車から降りてきたのだ。

「最近、僕の商売に協力してもらっているので、今回だけ連れて行かないのも不自然かなって思いまして……」

　このエロ狸、雇用者の権力を私的に使いやがったな。話を聞いてみると、ラパンさんは文学少女なだけあり、様々な分野の事を知っていてヴェルデの商売に役立っているそうだ。

「おっ、コニーじゃないか？　あんたってエディ・コナリーって作家知ってるかい？」

　性格は真逆だけど、カリナはラパンさんと仲が良い。ラパンさんが俺達のグループに入るようになってから、話す機会も増えたそうだ。

「はい、エルフの歴史作家ですよね。ウィル・ロッシュの悲劇が代表作ですよ」

　エルフの歴史作家って反則じゃないか。資料が頭の中に入っているようなもんだぞ。ラパンさんの話によると、エディは知名度こそ高いが、その顔を知っている人はごく僅わずからしい。エルフの隠れ里に住んでいるって都市伝説もあるそうだ。

「ジョージ、コニーを一緒に連れて行けないか？　イリス様は本の話をよくするんだけども、あたいにはチンプンカンプンでさ」

　確かにカリナ一人でイリスさんの話し相手をするのはきついか。ラパンさんもギリアム商会の所属にすれば危険は回避出来るだろう。

　でも、人数が増えれば秘密が漏もれる確率も高くなる。メリットはヴェルデの恋をアシスト出来る事ぐらいだろうか。

（ヴェルデの恋は叶かなえてやりたいけど、コニー・ラパンがヴェルデの恋人に相応ふさわしいか見極めてからだよな）

　ただの中学生の恋なら手放しで応援出来るけど、ヴェルデはその商才を活いかしてかなりの金額を稼かせぐようになっている。人は贅ぜい沢たくに弱い。今は真面目な文学少女でも、一度豪ごう奢しやな生活を覚えてしまえば性格が変わる可能性が十分にある。危険を冒おかしてでも、ヴェルデに付いてくる根性があれば安心なんだけど。

「強制は出来ないぞ。色々と面倒な旅だからな……小遣い稼ぎとはわけが違うんだぜ」

　取りあえずオデットさんにラパンさんがヴェルデの相手に相応しいか見極めてもらおう。

（でも、こういうのって相手が断って取り越し苦労に終わるんだよな）

　そうしたら、ヴェルデにも『お前を凄い奴にしてやる』と元気付けるのが俺の役目である。これが大人の渋しぶさってやつだ。

「それは心配いらないよ。コニーの奴がギリアム商会でバイトしているのは、小遣い稼ぎだけが目的じゃないんだぜ」

「ジョージ様、私も旅に連れて行って下さい。ヴェルデ君と一緒に働いて分かったんです。本から知識を得るより、実際に見て聞いて触れた方が何倍も自分が成長出来るって」

　ラパンさんの目は真剣その物だ……どうやら、渋い大人の出番はなかったらしい。こうなると問題はボッチになる熊坊主ドンガのフォローだな。
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　航路は一いつ端たん沖まで出て、フェルゼンを目指す事になった。なんでも沖合まで出る船はあまり多くないらしく、その分発見される可能性も低いそうだ。

「ジョージ様、イリス様が奥の部屋に入られました」

　簡易的ではあるが、カーテンを使って船室を三つに分けた。奥は男性陣立ち入り禁止の女性専用の部屋。真ん中はホートーに過すごしてもらうための部屋で、俺以外の男は主にここで過ごす事になっている。そして俺が多くの時間を過ごす操縦席コツクピツトの三つだ。ちなみにコックピットが一番狭く、俺のすぐ後ろがカーテンだったりする。

「オデットさん、ありがとうございます。全員が乗り込んだのを確認したら離陸します」

　爵位でいえば俺はホートーやラフィンヌさんより低いが、船で一番偉いのは艦長キヤプテンだ。そしてこのフライング・シップの艦長は発見者であり、唯一操縦を出来る俺こそが相応しいと思う。

　窓に肘ひじを突き、ぼんやりと乗り込み終了の合図を待つ。大空の支配者、キャプテン・ジョージの船出が、刻一刻と迫っていた。

「ジョージ!?　窓に肘をつくんじゃありません。もう、寝ね癖ぐせが取れてないわよ」

　俺が大空を旅する妄想に浸っていたら、母さんの叱責が飛んできた。母親に手て櫛ぐしで寝癖を直される艦長って、しまらなすぎだろ。

「母さん、寝癖は自分で直すって。どうせ、誰とも顔を合わせないんだし」

「身み嗜だしなみを整えておかないとカリナちゃんに嫌われるわよ……はい、終わり。ボーッと空を見て何を考えていたの？」

　言えない。大空の支配者キャプテン・ジョージとして、大活躍する厨ちゆう二に病過ぎる妄想をしていたなんて。

「無事にフェルゼンに着けても、イリス様の心の傷は癒えないんだよなって思ってさ」

　イリスさんを傷付けたのは異母姉のシャルルさんだけじゃなかった。傷の深さで言えば、もっと深く傷付けた奴がいたのだ。しかし、そいつを責めるのは酷こくだ。早く黒幕の正体を突き止めて、責任を全部押し付けないと休みが台無しになってしまう。

　今年の夏はアミにも会えていないんだぞ。
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　空を飛ぶ乗り物はゲームにも数多く登場する。子供の頃、あんなふうに空を自由に飛べたら楽しいだろうなって、妄想していた。

　そして実際に自分が飛んでみた感想は……。




「ね、眠い……暇ひまだしこれは辛つらいな」

　モニターに映るのも、ガラス越しに映るのも真っ青な空だけ。眼下に広がるのも真っ青な海。モニターも青一色、ナビはひたすら直進を示している。そして道路と違って空にはカーブがないから、ひたすら直進するだけなのだ。

　暇つぶしに面おも舵かじいっぱいとかネタに走りたいところなんだけど、ただ今女性陣はお茶会の最中。コップに入った水を溢こぼさずにドリフトを決める腕なんてないから、ひんしゅくを買うのは確実だ。

　ちなみに先生達とヴェルデは、ホートーの話し相手をしているから、俺は一人ぼっちで運転している。俺の相手は素焼きの壺に入った蜂はち蜜みつ水すいだけだ。

（ドライバーは二時間ごとに休ませて、誰かが話し相手になるってのがマナーなんだぞ）

　そうはいってもレコルトにドライブマナーって概念そのものが存在しないし、下手に騒さわいで母さんが助手席に座ったら、それはそれで地獄になる。きっとここぞとばかりに俺の世話をしまくると思う。

「ジョージ様、疲れていませんか？」

　サンダ先生は、俺の体調を心配して様子を見にきてくれたらしい……ぶっちゃければ、疲れより眠気の方が深刻です。

「まだ何とか……そういえば協力してくれるお友達って、レオさんっていうんですか？」

「聞こえていたんですか、お恥ずかしい。ミューエ・レオパルド、レオパルド伯爵の次女ですよ」

　……サンダ先生の友人って、ミューエだったの!?

　驚きのあまり、一気に目が覚めた。

　ミューエ・レオパルドは、フェルゼン帝国出身の軍人だ。ゲームでは武器の鞭むちはグループ攻撃が出来る上に、ミューエ自身の基本能力も高く、使い勝手が良いキャラである。

　その毅き然ぜんとした性格が女性ユーザーに受けてサブキャラの中では屈くつ指しの人気キャラだった。最初は男装で現れ、個別イベントを発生させないと、女性だという事は分からない。

　一番の特徴はパーティーに加入する女性キャラでは数少ない攻略不可能キャラだという事。しかもハーレムプレイをしていると、好感度が激減してしまう。

　そしてお約束であるが、俺ジヨージとの相性は最悪に近い。

　ミューエの『自分はお前のような卑怯者が嫌いだ。権力を使って、マリーナ君を束縛するなど、侮ぶ蔑べつにしか値しない……いや、血筋しか取り得のない哀あわれな餓鬼は侮蔑するにも値しないか』という台詞せりふは俺の心を深く抉えぐった。

　ちなみに男の恰かつ好こうをしていた理由を聞かれると『軍人に性別は関係ない。それに自分は女を捨てた人間だ』と答える。

（待てよ、サンダ先生はレオパルド家の次女って言ったよな。先生はなんでミューエの性別を知っていたんだ）

　あれか、オークだから異性扱いされなかったんだろうか？　今までの流れでいくと、俺はミューエにも嫌われると思う。

　でも、サンダ先生の顔を潰つぶすのは嫌だ。サンダ先生は長期休暇を利用してまで、ミューエに会いに行くくらい仲が良い。俺は出来るだけ、ミューエと顔を合わせないようにしよう……これは決して逃げではない。大恩があるサンダ先生への配はい慮りよだ。
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　フライング・シップを操縦して早四時間、ミューエと会う前にピンチが訪れた。

（や、やばい……漏れそうだ）

　体中を冷や汗が伝っていく……気分転換に蜂蜜水を飲みまくったのが災わざわいしたらしく、尿意を催もよおしてしまったのだ。フライング・シップを操縦出来るのは俺だけだから、航行中はトイレに行けない。

　眼下に広がるのは大海原、幸い波は穏おだやかだし周囲に船も見えない。休憩を名目にして、着水しよう。

　内線を使って男性陣に連絡を入れる。ピンチは目の前に迫っているが、最低でもホートーの許可を取らないとまずいと思う。

「ジョージ、どうした？」

　ありがたい事に内線に出てくれたのはボルフ先生だった。もし、母さんやカリナが出ていたらと思うと、ぞっとする。

「ボルフ先生、小便がしたいから海に降りてもいいですか？」

　このフライング・シップは快適さが売りらしく、着陸・着水が簡単である。メインパネルに付いているスイッチを押すと、障害物等がない場所に自動で降りてくれるのだ。縦列駐船も楽々出来るのも売りらしい。

「ホートー様から許可が降りたぞ。漏らす前に降りろって言ってたぞ」

　ボルフ先生がニヤニヤしながら、コックピットに入ってきた。すかさずメインパネルに付いているスイッチを押したが、何故かモニターにワーニングと表示された。基本、駐船出来る場所が近くにない時以外は表示されないはずなんだけど。

「もしかしてあれが原因か……そうすると、偉い便利な船だな。ちょっと待ってろ」

　待てません、もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。ふと目に入ったのは壺の蓋ふたに使っていたコルク栓せん……窓の下は大海原だ。俺は無言でパンツのボタンを開けた。

（ボルフ先生、生肉を持って何するつもりだ？）

　モニターに映ったのは甲板に移動したボルフ先生。手には数枚の生肉を持っていた。いきなり一枚の肉を海に向かって放り投げた。どうやら中から投げる分には、魔法障壁は邪魔をしないらしい。そしてボルフ先生が続けざまにもう一枚肉を投げ入れた瞬間、水しぶきを上げて何かが飛びかかってきたのだ。

（うおっ、ビ、ビビった。あれはなんだ？）

　見えたのはデカい口と鋭するどい牙きば、そして長い首である。あれのせいで、降りられなかったのか。

　……そして壺君、ありがとう。君の尊とうとい犠牲を俺は忘れない。君がいなければお漏らし領主の汚名が付くところだったよ。壺にコルク栓をして海に向かって証拠隠滅ほうりなげる。完璧だ、これこそ完全犯罪である。

「どうやら、この辺一帯は海竜種の巣らしいぜ。ジョージ、きついかも知れないがトイレ休憩は……操縦中の水分摂取禁止だな」

　ボルフ先生が白い眼で俺を見ている……しかし、何で俺の完全犯罪が暴あばかれたんだ。

「な、何の事っすか？」

　取りあえず、動揺がばれないように口笛を吹いてみる。逆に滅茶苦茶怪しいかも知れないけど。

「狼人の鼻をなめんな」

「……一人で暇なんですよ。気を紛まぎらわすために、つい飲みすぎちゃいまして」

「下が海だったからいいようなものの、人がいたらどうなっていたか分かるか。怪け我がをしなくても大問題だぞ」

　素焼きの壺とはいえ、この高さから落下したら怪我は免まぬがれないだろう。人に当たらなくても辺り一面に汚水が飛び散ってしまう。空を見上げると俺が操縦しているフライング・シップが飛んでいた……苦情殺さつ到とう間違いなしだな。

「下が海だから捨てたんですよ。きちんと船がいないか確認しましたし」

　確認したからといって褒ほめられる行為ではないのは、確かだ。それに今フライング・シップを持っているのは、俺だけである……便利な道具ほどリスクも付き物だ。

「まっ、王族との話も辛くなってきたから、一、二時間は俺が話し相手になってやるよ……ああ、サンダか。この辺りは海竜種の巣みたいで着水出来ないらしい。ジョージが暇しているから、少しこっちにいるよ……そうしてくれると助かる」

　ボルフ先生は、内線をかけると助手席に座ってくれた……丁度良い、前から気になっていた事を聞いてみよう。

「前から気になっていたんですけど、種族の違う異性と付き合ったり結婚した人ってうまくいってるんですか？」

　ドンガ、ヴェルデ。ヴァルム。異種族の女性に惚ほれた奴は多く見てきたが、恋愛的に成功しているって言える奴は少ない。

「狸小僧には悪いが前途多た難なんだろうな。狸人は陽気で多た弁べん。でも兎人は耳が良いからか、静けさを好み口数も少ない。それに種族が違うと、結婚しても別れる確率が高いらしい。飯めしの好みも生活習慣も違うからな」

　国際結婚でも、四割が離婚するって話を聞いた事がある。

（飯の好みか……そういやボルフ先生は肉が好きだよな）

　人型に進化はしているが、ほとんどの種族は何かしら先祖になった動物の特徴を受け継いでいる。身体的特徴もそうだけど、食い物の好みにも影響が見られる。祖先が肉食動物だと肉料理を好み、草食動物だと野菜料理を好む割合が高いそうだ……でも、エルフやドワーフの先祖って何なんだろう。

「オークの人はどんな異性を好むか知っていますか？　フェルゼンにいるサンダ先生の知人は猿人の女性らしいんですよ」

　らしいというか、もう確定なんだけどね。ボルフ先生に俺が知っているミューエの情報を伝える。サンダ先生もミューエも堅かた物ぶつだから、馬は合うと思うけども……。

「オーク族は見た目より内面を重視するそうだ……ただ、見た目に特徴があるから、他の種族と結婚することは稀まれらしい」

　俺も種族だけで差別する気はないが、オーク族の女性を抱けるかと聞かれたら首を横に振ってしまう。

「……サンダ先生はその知人の事をどう思っているでしょうかね。憎にくからず思っているのは確かなんですけども」

「相手はレオパルド家の娘だろ……不器用猪いのししの事だから、自分の恋心を押し殺して、友達付き合いをしてるのかもな」




　レコルト基礎知識：レオパルド家は、フェルゼン帝国の伯爵家である。代々優すぐれた軍人を輩出しており、皇帝からの信も厚い。また個人の恋愛感情より、家の繁はん栄えいを重視する。そのため、フェルゼン帝国のほとんどの貴族と縁戚関係にある。




　種族どころか一族を乗り越えなきゃいけない恋か……俺なら速攻諦あきらめて、お友達関係になるな。
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　日も暮れたので、人が近付かない崖下の入り江に着水。場所的には既すでにフェルゼン帝国領内になるらしい。

「うっー……疲れたー」

　操船席から立ちあがり、体を伸のばす。昼飯は操縦しながらバゲットサンドで済すませたので、計七時間近く操縦していた。体はバキバキに凝こり固かたまっているし、目も疲れまくってショボショボしている……今は何よりも目薬が欲しい。贅沢をいえば熱い風呂に入って、畳にゴロンと横になりたい。

「ジョージ様、晩御飯はどこで食べますか？」

　飯の知らせに来てくれたヴェルデの顔にも疲れが見えている。サンダ先生の話では、ずっとホートーやラフィンヌさんの話し相手をしていたそうだ。王族や貴族ってやつは、他人に対して気遣いをするって感覚が薄い。他人が自分のために動いて当然だし、万事優先されるのが当たり前と思っている人の方が多いそうだ。庶民には理解し難がたい感覚である。

「いつ見つかるか分からないから、ここで食うよ……そういや、商品は何を持ってきたんだ」

　目線でヴェルデに助手席に座るように促うながす。操縦席からは満天の星空が見えており、疲れた心を癒いやしてくれる。

「隣り、失礼します……魔石のペンダントにドライヤー、ボーブル製の武器と歯ブラシ。それとフェルゼンにある支店から頼まれていたポニーホッパーの薬です」

　……ポニーホッパーは、仔馬くらいの大きさがあるカマドウマの事だ。戦闘力も高い上に、逃げ足も速いので倒す事が難しい。腸ちようチフスの特効薬で、俺も以前に仕事を頼んだ盗賊に謝礼の品として贈った事がある。盗賊の奥さんが腸チフスに罹かかったそうなんだけど、あれってポニーホッパーの体液を使っているんだよな……逆さか恨うらみされていない事を祈ろう。

「しっかり商売するんだな……ところでコニーさんはどうしているヴェ・ル・デ君。ったく人が胃を痛めて頑張っていたのに、ちゃっかり仲を進展させやがって」

　途と端たんにヴェルデの顔は熟うれたトマトのように真っ赤になった。商才は伸びたらしいが、狸小僧は相変わらず初う心ぶのようだ。

「そっ、それはえーと……ご飯はコックピットで食べるんですね。ア、アイビスさんに伝えてきます」

　狸小僧は脱だつ兎との如ごとく逃げて行った……青春してやがるな。そしておじさんは、一人星空を眺める、と。操縦席のリクライニングを倒して、体をもたせかける。

（もう少し星座に詳くわしければ、この世界が何なのか分かったのにな）

　残念ながら俺がパッと見で区別が付くのは、オリオン座と北斗七星くらいだ。それもこんなに星があっては、どれがどれだか分からない。

「よお、お疲れさん。晩飯持ってきたぜ。今日のメニューはチキンソテーにマッシュポテト、飲み物はカボチャのポタージュだよ」












　カリナからトレイを受け取り、ポタージュを口に含む。優しい甘さが口の中に広がり、心と体の疲れを癒してくれる。

「あー、生き返る。チキンソテーも、ハーブが利きいていて旨うまいな」

　皮はパリパリだし、付け合わせのマッシュポテトとの相性も抜ばつ群ぐんだ。ちなみにマッシュポテトは大盛りにしてくれている。

「なんか親父臭いよ。あと、どれくらいで目的地に着くんだ」

　中身は親父その物なんで仕方がないと思う。カリナの料理の腕前はかなりのものらしく、ホートーやラフィンヌさんも褒めていたそうだ。いつか味み噌そや醬しよう油ゆを製造して、カリナに和食を作ってもらいたい。でも、麹こうじが上手く作れないのだ。やはりフライング・シップでワの国に行くしかないのか。

「この調子で行けば明後日の昼頃には着けると思う。陸の上を飛べればもっと早く着けるんだけどな」

　まあ、バレたら元も子もないから、仕方ないけど。

「まさか外国に来るなんて、夢にも思わなかったよ。本当、あんたと知り合ってから予想外の事ばかりだね」

　ホートーから聞いた話では、カリナはラフィンヌさんとも仲良くなったらしい。フェルゼンとランドルの貴族に友人がいる奴なんて、オリゾンの貴族にもそうそういないぞ。
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　カリナが戻った後も、ボーッと星空を眺めていた。あの、星のどれかが地球なんだろうか？　誰も答えてくれるわけはなく、聞こえてくるのは波の音だけ……じゃなかった。

　いつの間にか、潮しお騒さいの音に混じってウクレレの音色が聞こえてきたのだ。

「海の向こうには、何があるんにゃろ？　恋のように甘い果実、君のように美しい花。そこはきっと楽園パラダイス。でもね、儂わしにとってのパラダイスは、君の隣りなんだにゃー……アリーナ、調子はどうやー」

　見るとウクレレを持ったミケが船首で熱唱していた……アリーナといっても、見ているのは俺しかいないんだけど。

「お陰で体中が痛いよ。神使様の功く徳どくで、凝りを解消出来ないか？　無理なら湿しつ布ぷをくれ」

　高位の神使なら、凝りも一瞬で回復してくれるはず。猫の手マッサージでもいいし。

「儂が凝りを治しても、椅子で寝たら意味がないやろ。しかし、よくそんな所で寝れるの」

「デスマーチ中は椅子で寝るのが基本だったからな。要は慣なれだよ、慣れ」

　時間と床のスペースに余裕がある時は、寝袋を使っていたけど。

「しゃーない。優しい神使様がピッタリな物をプレゼントしたる。加齢臭の染み付いた寝袋ー」

　ミケが取り出したのは、見覚えがある寝袋。間違いない、あれは……。

「加齢臭が染み込んだ寝袋ってなんだよ。どう見ても俺の私物ねぶくろじゃねえか!?」

「椅子で寝るよりましやろ。ああ、それとお前が捨てた壺はシーサーペントはんの頭に当たったで。かわいそうに、小便入りの壺をぶつけられるなんて……あいつらは血の匂いや小便の匂いを嗅ぎ分けて、獲え物ものを捕まえるから気ぃつけーや」

　マジか……ミケの野郎、さらっと危険な事言ってなかったか？……もう、寝よう。今、考えることじゃないし。寝袋にはマジで加齢臭が染み込んでいてダブルで落ち込んでしまった。
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　目的地も近くなったので、着水から航こう行こうモードに変えて進んでいる。今の目的地はレオパルド領の領都ズィーガー。フェルゼン最大の港町で、帝国海軍の基地があるそうだ。

　普段なら絶対に近付きたくない町である。ミューエ＋海軍なんて、俺からしたら即死コンボみたいなものだ。

　ちなみに俺の警戒心はパンパンに膨ふくれ上あがり、今にも張はり裂さけそうだ。

（サメに囲まれたフグって、こんな気持ちなんだろうな）

　さっきから、何隻もの船が取り囲むようにして付いてきている。でも、おかしい。飛んでいる姿は見られていないはず。なにより、俺達に気付くのが早すぎる。これも黒幕の仕し業わざなんだろうか？













「ジョージ様、朝食をお持ちしました。スピードが上がっていませんが、何かありましたか？」

　振り返ると、トレイを持ったオデットさんが立っていた。トレイには、焼きたてのトーストと、波々とお茶が注そそがれたカップが載っている。ちなみに足音も気配も皆かい無むです。俺もアサシンの修行をして、気配察さつ知ちには自信があったけど全然気付かなかった。

「オデットさん、これを見て下さい」

　パネルの一つを指さして、オデットさんに見てもらう。オデットさんは、トレイに載ったお茶を一いつ滴てきもこぼさずに、モニターを覗のぞき込こんだ……バランス感覚もチートなんですね。

「中心に緑の点があり、周囲に赤い点が五個ありますね。これは、なんですか？」

　赤い点は緑の点を囲むように動いている。この赤の点が、俺の警戒心を刺激しているのだ。

「これはレーダーって道具なんですけど、緑はこの船、赤いのは近くにいる船を表しています」

　オデットさんはレーダーを再確認すると、外に視線を移した。目視で確認出来るギリギリの所に数隻の船が見えている。

「商船や漁船に偽ぎ装そうしていますが、フェルゼンの軍人が乗っていますね。望遠鏡でこちらを見ています……何時からですか？」

　オデットさん、目視で確認したんですか？　もし、オデットさんがゲームに登場したら、バランスブレイカーキャラとしてネットを騒さわがせていただろう。

「レオパルド家の領海に入ってからずっとですよ」

　最初はただの偶然かと思ったが、数隻の船が入れ代わり立ち代わりずっと付いてきているのだ。あまりにもしつこくて、俺には獰どう猛もうなサメにしか見えなくなっていた。

「おかしいですね。イリス様の件は、まだフェルゼンから公表されておりません。このタイミングで、他国の船を圧迫するのは、愚ぐ策さくでしかありません」

　オデットさんの言うとおり、船に他国のお偉いさんが乗っていたらクレームがつくような行為である。

「恐らく黒幕が『イリス様は、他国にかどわかされた。これ以上、被害が出ないように最大限の警戒をするべきだ』とか煽あおったんでしょうね」

　なんとかミューエの力を借りて裏付けをとらなくては……警戒されまくって、最悪な状況なんだけどね。
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　もう少しで港に着くというタイミングで、一隻の船が航路に横入りしてきた。これが帆はん船せんだったら、確実に衝突していただろう。まあ、どう見ても普通の船じゃないから、警戒されていたって話もあるんだけど。

（両手を上げて、そのまま停とまれってか。随ずい分ぶんと無む茶ちやするな）

　艦内一斉放送のボタンを押して、マイクを握にぎる。

「予想より早かったですけど、向こうが動きました。ホートー様とラフィンヌ様は、入り口付近で待機していて頂けますか？　サンダ先生、ボルフ先生、オデットさんはいざって時に備そなえて下ください……ヴェルデ、行くぞ」

　ホートーとラフィンヌさんは、奥の手だ。俺とヴェルデで乗り切れれば、不幸中の幸いである。

　正に命いのち懸がけの場と言っていいだろう。昔の俺ならビビって何も出来なかっただろう。でも、転生してから幾いくつもの難局を乗り越えてきた。いざ、修羅場に突入だ!!

　……コックピットを仕切っているカーテンを開けると、そこには何な故ぜか母さんがいた。

「あれ、母さんなんでここに？」

「私は副代表である貴方あなたの保護者よ。いない方がおかしいでしょ」

　それはそうだけど……まあ、母さんの出番を作らなきゃいいんだ。

　甲かん板ぱんに続くドアを開けたら、フェルゼンの兵士が橋を渡していた。

「緊急時につき、船内を改あらためさせてもらう」

　緊急時だからか、はたまた愛国心が高ぶったせいなのか、フェルゼンの兵士は命令口調で話しかけてきた。付いてきていた母さんの口が一瞬だけニヤリと緩ゆるんだのが見えた。

「この船の所有者が誰だれなのか知っての行いですか？　この船は爵位がないとはいえ、ボーブルで領主をしている我が息子ジョージ・アコーギの船です。つまり船上は、ボーブルの領地と同じ、許可もなく踏み込んで良いとお思いですか？」

　母さんの一いつ喝かつが甲板に響ひびく。さすがのフェルゼンの兵士もたじろいでしまう。

「しかし、これは役目でして……」

「息子ジョージはオリゾンの王家からある大役を仰おおせつかっております。これは私の父ローレン・コーカツも承知してのお役目です。つまりこの船に無断で入り込むのは、ローレン・コーカツの顔に泥どろを塗ぬるのと変わりません。貴方にそれだけの権限があるのですか？」

　兵士さん涙目です。怪あやしい船に踏み込んだら、同盟国の貴族が乗っていたなんて運が悪すぎだろ。ちょっとだけ同情してしまう。そういや母さん、俺が爺じいちゃんの所で、政務の勉強をしている間、色んな勉強をしたって言ってたもんな。

「じ、上官に報告だけさせて下さい。それとフェルゼンは今色々取り込んでおりますので、あまり派手に動かないでもらえますか？」

　さっきまでの強気な態度はどこへやら。兵士は母さんに懇こん願がんしてきた。本来なら、兵士は母さんに話しかける権限さえないのだ。多分、母さんは兵士の強気な態度を見て手玉に取れると踏ふんだのだろう。だから一瞬、口を緩めたのか。

　嬉うれしくて、思わず緩んでしまったのだ……さすがローレン・コーカツの娘である。

「取り込み？　何か困っておいでなら、協力いたしますわよ」

　何も知りませんわって感じで、しれっと言う母さんが怖い。

「な、なんでもございません。ようこそフェルゼン帝国へ、ごゆっくりなさっていって下さい」

　全部が終わったら、あの兵士に何かあげよう。

　胃に優しい食べ物がいいと思う。





　　　　　◇






　港には何艘もの軍船が停泊しており、物々しい雰ふん囲い気きを放っている。

　王族と貴族が四人も乗っていたお陰かげか、入国手続きは簡単に済んだ。

　そして今はギリアム商会ズィーガー支店を通じてミューエに連絡を取ってもらっている。

　ボーッと海を眺ながめていたら、港に軍ぐん靴かの音が響いてきた。現れたのは総勢三十人ほどの女性の集団である。全員軍服と軍帽を身に付けており、物々しい雰囲気を放っている。集団はフライング・シップの前で立ち止まったかと思うと、一人の女性が歩み出てきた。

「自分の名はミューエ・レオパルド。ジョージ・アコーギはいるか？」

　ミューエは鋭するどい眼光でフライング・シップを睨にらみ付つけている……マジで怖いっす。でも、指名されたからには顔を出さない訳にいかない。

「ジョージ、あいつがミューエか。しかし、愛想のあの字もねーな。サンダってドＭなのか？」

　いつの間にか後ろに立っていたボルフ先生がポツリと呟つぶやく。

　ゲームにも似たような展開があった。ミューエは女性中心にパーティーを組んでいる主人公に対して辛しん辣らつな態度を取る。そのせいか、ミューエはパーティー内で孤立していく。それを見かねたヴァネッサが『そんなに怖い顔をしているから、皆に避さけられるんだよ。もう少し笑顔で話してみなよ』と提案するのだ。

　しかしミューエは『軍人に愛想も笑顔も不要だ。女だからといって、笑顔で媚こびる必要はない』とにべもなく拒否する。その後、都合良くイベントが起きて、人間関係は改善されていく……ちなみに、俺は相手が誰であろうと、愛想良く接する。愛想も言葉も元手はかからない。無料でトラブルを避けられるのなら、いくらでも媚びへつらう。

「一応、私が艦長をしておりますジョージ・アコーギです。オリゾンにあるボーブルという小さな町で領主をしております」

　愛想笑いを浮かべながら、ミューエにペコペコと頭を下げてみせる。

「ミューエ様に無ぶ礼れいだろう。きちんと爵位を述べよ」

　情けない態度が気に入らなかったんだろうか。ミューエの後ろにいた少女が俺を怒ど鳴なりつけてきた。吾わが輩はいは貴族である。爵位はまだない……このネタは異世界で通じないか。

「お前がジョージ・アコーギか？　自分はお前のような卑怯者が嫌いだ」

　まさか初対面でその台詞せりふを言われるとは思いませんでした。気合いを入れて心を強く保たもつ。

「あの、身に覚えがないんですけど」

　少なくとも、マリーナを束そく縛ばくした事はない。放置しすぎだって、ホートーに突っ込まれたけど。

「噓をつくな！　権力を使ってサンダ先輩のビロードのように美しい体毛をモフったんだろう。そして膝に乗ってナデナデしてもらったのだろう。うらやま……けしからん!!」

　……えーと、この人は何を言っているんだろうか？　ミューエはよほど悔くやしいのか、地団駄を踏ふんでいる。

「ジョージ、サンダを呼んでくるぞ……厄やつ介かいなのが増えそうだな」

　ボルフ先生は乾かわいた笑いを浮かべながら、船内に戻っていった。ミューエはケモナーでしたってオチは、勘かん弁べんして欲しい。

「何を根こん拠きよにそんなことを言うのですか？」

「貴様は、サンダ先輩の魅力に気付かないのか？　海のように深く広い心。猿えん人じんの男なんか比べ物にならない強きよう靭じんな体。それでいてオリゾン有数の頭脳の持ち主なんだぞ。しかも、硬こう派はで真面目な性格。あれほど優すぐれた男せ……人材が他にいると思うのか？　自分がサンダ先輩を配下に加えていちゃモフライフを送りたかったのに!!」

　拳こぶしを握りしめてサンダ先生の魅力を語るミューエさん。確かにサンダ先生は優れた人物だ。しかし、大恩がある俺でも、ここまで熱弁出来ないぞ。

「ミューエ!?　久し振りですね。元気にしていましたか」

　ボルフ先生に呼ばれてきたサンダ先生がミューエを見つけて声をかける。ミューエの熱量と違い、こちらは平常運転である。

「醜みにくいオークがミューエ様を呼び捨てだと！」

　さっきの少女が今度はサンダ先生に向かって怒声を上げた。すると何故か後ろにいた女性達が少女との距離を取りだした。全員、顔を青くして何かに怯おびえている。

「サ、サンダ先輩もズィーガーにいらしたのですか？　仰っていただけたら、お迎えにあがりましたのに……貴様、今サンダ先輩を醜いと言ったな!?　覚悟は出来ているんだろうな」

　ミューエの目がやばい。殺気全開で、例の少女を睨み付けている。つうか、さっきの乙女モード全開のミューエはなんだったんだ。

「ギリアム商会に連絡を頼んだのですが、行き違いになったかも知れませんね。猿人の女性から見たら私は醜いオークです。その娘を責せめるのは可か哀わい想そうですよ……それよりミューエにお願いがあります。こっちに来て頂けますか？」

「はい、喜んで……お前達は、そこで待機していろ」

　ミ、ミューエがデレている。頰ほおを真まっ赤かに染めて、喜色満面の笑みを浮かべている。












　あれか、サンダ先生を好きだから、誰にもデレなかったのか。そして、確かに女性である事を否定し、優秀な軍人であり続ければ政略結婚させられる事もない。
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　……杞き憂ゆうってこういうことを言うのかも知れない。

　ミューエは敬愛するサンダ先輩の話なら無条件で信じてしまうようで、こちらの話を微み塵じんも疑わなかった。そして無事にイリスさんとの面会も終了。一番警けい戒かいしていたミューエが味方になってくれて、ようやく一息つけた。

「ミューエさん、最近シャルル様に接せつした怪しい人物はいないですか？」

　ちなみにミューエさんは、サンダ先生の隣りをちゃっかりとキープしている。

「……イリス嬢の件は自分も色々と調査している。一番怪しいのはシャルル嬢の婚約者であるロカ・ペタロだな。ロカはグルウペから来た人物を師と仰あおぐようになってから、人が変わってしまった」

　ペタロ家の爵位は伯爵で領地がグルウペと隣り合っている関係から、ある程度の交流があるそうだ。

「そいつの名前とかは分かりますか？」

　サンダ先生絡がらみの疑惑が解とけてから、俺に対するミューエの態度は軟なん化かしていた。

「ブリース・コランドと名乗っているが、本名かどうかも怪しいな」

　魔王軍総司令ブリスコラ。異名は甘言のブリスコラ。もう少し上手い偽ぎ名めいはなかったのかよ。

　ミューエをクリアしたら、もっとたちの悪い伏兵が出てきました。まさかのリヤン様の力で魔王軍とも縁えんが深くなったんじゃないよな。
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　ズィーガーに着いて三日が経たった。ミューエさんの協力もあって、今回の事件の裏付けが取れた。

　事の発ほつ端たんは、ファルコ伯爵がイリスさんの婚約を独断で決めた事に始まる。

　貴族の婚約は親や一族の長が決める事が多いから珍しい話ではない。

「イリス嬢の婚約者は、コエルシオン公爵の次男ベガル殿だ。身分的にも十分で、ベガル殿は人としても軍人としても優れている。イリス嬢の婚約者としては申し分ない人物だ」

　歳はイリスさんの十歳上。武に優れ誰にでも優しい人らしい。そうなると、ある疑問が発生する。何故、そんな好条件な人物が今まで独身だったのか。

「少年時代に婚約を破は棄きされ、その鬱うつ屈くつを晴らすように武に打ち込んでたんですね」

　俺の言葉にミューエさんが頷く。ちなみに婚約破棄の理由は、ベガルの容姿が関係している。さっきベガルさんの絵姿を見せてもらった。岩のようにごつい体型に弁当箱みたいな四角い顔、下した顎あごが出ており、日本だとフランケンってあだ名が付いていただろう。

「しかし、容姿だけで婚約破棄が出来るんですか？」

　もし、出来るのなら是ぜ非ひとも参考にさせてもらいたい。

「ベガル殿は生真面目な性格が多いフェルゼン人の中でも、群ぐんを抜いて真面目で、そのうえ極きよく度どの恥ずかしがり屋なんだよ。何しろ同い年の女性の前に立つと、耳まで赤く染めてまともに会話が出来ないんだ」

　会話自体が苦手で男相手でも単語で返すのが常らしい。婚約者の女性の家族は、まともに会話すらしないなんて馬鹿にしていると、理由を付けて婚約を破棄したそうだ。でも、娘がベガルの容姿を嫌がったのが実情らしい。

「会話が苦手で婚約者に嫌われる、か。そういや、喋しやべりは達者でも婚約者に嫌われている奴がいたな……探りを入れたら庭師の小僧は実家で軟なん禁きんされていたぜ」

　ボルフ先生、それは誰の事でしょうか？　そして、さすがスモーキングアサシンと言うべきか。ボルフ先生は、単身ファルコ伯爵領に忍び込み、色々と探ってきてくれていた……闇夜に紛まぎれてフライング・シップで送り迎えはしたけど。

「そりゃ、婚約者のいる領主の孫娘と恋仲になっていたら、家族は軟禁するでしょ。下手したら、一族全員処刑されますし」

　そう、お約束のようだがイリスさんには恋人がいた。屋敷で庭師として働いているネルケという少年だそうだ……物語でたまに聞くパターンだけど、貴族社会に身を置いてみると、これはとんでもない話なのだ。もし結婚したら、庭師の一族はファルコ伯爵の縁えん戚せきになる。そして少年は貴族の一員となり、場合によっては軍を率ひきいなくてはいけない。平時でも貴族らしい立ち振る舞いが求められる。

　そして少年の失しつ態たいはファルコ家の恥になるのだ。

「それでイリス様はシャルル様に相談をしたと。お前がカリナの嬢ちゃんから聞いた話と矛む盾じゆんしないな」

「ジョージ殿、よかったら話の内容を教えてもらえるか？　……サンダ先輩、あのお二人の関係は、とても主従とは思えないですが。問題はないのでしょうか？」

「ボルフさんも公的な場所では言葉遣いを変えていますよ。でも、この部屋にいるのは私達主従とミューエだけですから。私がミューエを信頼しているから、二人もミューエを信頼していつもの口調で話しているんですよ。ジョージ様、お願いします」

　サンダ先生の言葉を聞いたミューエさんが静かに頷く。ちなみにミューエさんは、今日もサンダ先生の隣をキープ。自らサンダ先生のお茶を淹いれる等、何とも甲か斐い甲が斐いしい。

「相談を受けたシャルル様は、イリス様の身柄を自分の屋敷に保護したそうです。イリス様は伯爵にかわいがられていたので、婚約を嫌がって家出したと言えば伯爵が折れると思ったんでしょうね」

　事実、ベガルは一度婚約を破棄されている。しかし、前の婚約者は王族の娘で、向こうの方の家格が上だったらしい。

「その婚約の仲ちゆう介かいを裏で取り持ったのが、シャルル様の婚約者ロカ・ペタロらしいぜ。最初から、イリス様が難色を示すのを分かっていて、婚約の話を勧すすめたんだろうな」

　正確に言うとブリスコラがロカに指示したんだろう。ブリスコラは話が上手いだけでなく、不思議なカリスマがあるのだ。

「ファルコ伯爵の怒りを恐れたシャルル様はロカに相談したんだと思います。そしてロカに代わってブリスコラは〝まずイリス様を一度奴隷にしてオリゾンの奴隷商に売ります。心配しないで下さい。ネルケ君以外に売らないように、手はずを整えていますので。そして、お二人をランドルに逃がして、誰にも邪魔されない生活を送ってもらうのです〟とか答えたんでしょうね」

　隷れい属ぞくの首輪を付けたイリスさんに何があっても動くなと命じれば、馬車の床下にも隠しておける。事実、イリスさんは暗く狭せまい場所に閉じ込められたと言っていたそうだ。そしてシャルルさんからは、必ずネルケ君が助けに行くから待ってなさいと言われたらしい……しかし、待てど暮らせどネルケ君は来ない。

「皇帝に国境の警備を厳重にするよう進言したのはロカだ。でも、なんでシャルル嬢は黙だまっていたんだ？」

　ミューエさんの話ではレオパルド家にも警備の要請がきたとの事。

「ボルフ先生がシャルル様の屋敷に潜入したら、面白い物を見つけたそうですよ。これが、その写しです」

　一枚の紙をミューエさんに手渡す。ちなみに印刷に失敗してメモ用紙にしている紙だというのは内緒にしておこう。

「親愛なるお姉様へ。お姉様のお陰で私はネルケと幸せな生活を送っています。でも、この事はお父様にもお爺様にも言わないで下さい。言えば私達は連れ戻されますし、お姉様もロカ様と離れ離れになってしまいます。……確かにイリス嬢の筆ひつ跡せきだ……隷属の首輪を付けた後に、命じて書かせたのか。この状況ではネルケが真っ先に疑うたがわれる。家族は、絶対に軟禁を解かなくなるな」

　下手したら殺されてもおかしくない。

「ベガル様って女性に人気はないですけど、男には好すかれているそうですね。兵士養成所の所長をしていたから、兵士には絶大な人気がある。そんなベガル様の婚約者がオリゾンに奴隷として売られたとなれば、戦意はおおいに上がるでしょうね」

　愛しのべガル様助けて下さいって書かれた手紙を渡せば、ベガルは発はつ奮ぷんするだろう……実際、書かされていたみたいだし。

「こちらの手はずは整っています。ミューエ、後は頼みましたよ。私は貴女あなたの国と戦をしたくありません」

　サンダ先生の言うとおり、こっちのカードは揃そろっている。イリスさんがなぜ奴隷にされたのか、誰が裏で糸を引いていたのか裏付けもとれた。そしてオリゾン王から皇帝宛の親書も預あずかってある。

　後はミューエさんがファルコ伯爵に説明をすれば、ミッションコンプリートだ。細かい話はホートーに丸投げしよう。俺に他国の王様と会う資格はないんだし。

「はい、サンダ先輩お任せ下さい。これから皆様が皇帝と面会出来るようにしてあります……ジョージ殿、頼んだぞ」

　あれ？　そう来る？　ミューエは、中学生にそんな無茶振りするキャラじゃないんだけど……。

「サンダ先生～、俺の事を話しましたね～」

「ボーブルの話をしたら、ミューエが喜んだので……ミューエは口の堅かたい女性ですから大丈夫ですよ」

　多分、俺の話が多くなったから、ミューエが変な妄想をしたんだと思う。

「ジョージ殿がどんな知識を持っていようが関係ない。貴殿がサンダ先輩の教え子だから信用するのだ」

　ミューエさんはキリッとした顔でそう告つげた。でも、後半がデレて顔がゆるみまくっていた。もう、ごちそう様しか言えないっす。
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　レオパルド城に泊まっているホートーとラフィンヌさんとの合流後、フェルゼン城に行く事になってしまった。

　ぶっちゃけ、行きたくないでござる。

　俺の予想では、最悪パターンでもファルコ伯爵と面会だった。希望としてはファルコ家の家令との懇こん談だん会かいだったのに……最悪の予想を大幅に上回って皇帝に釈しやく明めいをしなきゃいけないなんて胃に穴が開きそうです。ただでさえ不利なのに、皇帝に無礼を働いたりしたらネタバレ前に十三階段行きになりかねない。

（何か皇帝との会見を回避する言い訳を考えなくては）

　お腹が痛くなりました→回復魔法をかけられてお仕し舞まいか。親戚に不幸がありまして→アコーギ家の親戚もコーカツ家の親戚もお偉いさんが多い。違う問題が勃ぼつ発ぱつしてしまう。ＵＦＯにさらわれて間に合いませんでした→さすがにこれは無理だよな。皇帝との会見をばっくれる方がまずいし。

　第一、もう馬車の中で両脇をボルフ先生とオデットさんにがっちりと押さえられている。俺の実力では、脱出不可能と言っていい。

「ジョージ殿、さっきネルケが貴族になると言っていたが、イリス嬢が嫁に行けばファルコ家から籍せきが抜けて貴族でなくなるのではないか？」

　向かいの席に座っているミューエさんが質問を投げかけてきた。馬車でもサンダ先生の隣をキープしています。

「確かにファルコ家から籍を抜けば貴族じゃなくなりますが、あまり現実的じゃないですからね。あり得ないですけど、ファルコ伯爵がイリスさんとネルケの結婚を認めたとしても、婿むこ入いりが最低条件だと思いますよ」

　もしアミがネルケみたいな男を連れてきたとしたら、結婚の条件は婿入りにすると思う。

「婿入りが条件？　何故だ？」

　ミューエさんの目がいつになく真剣です。回答を間違えれば、地雷原に突入しかねない。

「庭師の小僧の給料なんて、あってないような物ですよ。二人の生活を維い持じするなんて不可能です。ましてやイリス様は生きつ粋すいのお嬢様。家事炊事どころか一人だと身み支じ度たくさえ満足に出来ないと思いますよ。つまりイリス様のお世話をする人を雇やとわなきゃいけない」

　イリスさんの身支度に関するソースはアコーギホームメイド隊とオデットさんから予あらかじめ聞いておいた。貴族は靴くつ紐ひもを結ぶのも他人任せという人も多いから、不思議ではない。

「フェルゼンの庭師は徒と弟てい制せいが主ですから、独立するまで無給に近いですからね」

　さすがはサンダ先生、そんな事まで知っているんだ。でも、ネルケの親方の心労を考えると、いたたまれなくなる。会社の後輩がスポンサーのお嬢さんに手を出しました。しかも、そのお嬢様の婚約者は、もっと大きな会社の跡取り……地獄絵図しか想像出来ない。親方にも何かを贈ろう。

「もし、ネルケ君に独立出来る腕があったとしても、雇い主のお孫さんを口く説どいた庭師なんて誰も使いませんよ。純愛だろうが略奪愛だろうが婚約を破は綻たんさせたのは変わりませんからね」

　事実、イリスさんとネルケは庭で会話するだけの仲だったらしい。

　世間知らずな箱入り娘と植物の事しか知らない少年。映画なら淡く美しい恋物語になるんだろうが、現実はそんなに甘くない。

　よく漫画で政略結婚させられたお嬢様が〝貴方との恋を宝物にして嫁とついで行きます〟って台詞を口にするが、来られる方にしてみればたまったもんじゃないぞ。ましてや結婚式の最中に花嫁を略奪しに来るなんて、自己中なスイーツ脳としか思えない。

「イリス嬢は手にあかぎれを作ってでもネルケを支ささえる覚悟が、ネルケにはファルコ家の一員に相応ふさわしい男になる努力が必要という事か」

　どっちも生半可な決意では不可能だ。ネルケにそれだけの才覚があれば、こんな下手を打ってないと思う。

「もし、ファルコ伯爵がイリスさんに多額の持参金を持たせても、こすっからい商人や町人に騙だまし取とられてお仕舞ですね。それか強盗に襲われて、イリスさんは身代金目当てで誘拐……そうしたら、今度こそ奴隷として売られると思いますよ。ファルコ伯爵の力が及およばない遠い国とかにね」

　穢けがれを知らない異国のお嬢様なんて、人によっては垂すい涎ぜん物ものだ。リスクを冒おかすだけの見返りは充分にあるだろう。

「そのブリスコラって奴は何でこんな面倒な事をするんだ？　オリゾンとフェルゼンを争わせたきゃ、貴族の当主を誑たぶらかせばいいだろ。グルウペの代皇を操あやつる力があるんなら、不可能じゃないだろ」

　ボルフ先生の言うとおり、どこかの当主を誑かして、隣国を攻めさせれば開戦まったなしだ。戦争が早期に終了しても、両国とも疲ひ弊へいしてしまうだろう。

「ブリスコラは人の絶望した表か情おが好きなんですよ。特に真面目で純粋な人間が自分の欲望や妬みで、大切な物を壊してしまったと知った時の顔が好きなんです。もし、イリス様があのまま奴隷として売られて、フェルゼンとオリゾンが戦争になったと知ったらどうなると思いますか？　まして大好きなお爺様やお父様が戦死し、シャルル様が凌りよう辱じよくされたと知ったら、自分を死ぬほど責せめるでしょうね……そんな人にブリスコラは『貴女が貴族としての自覚を持っていたら、こんな事にならなかったのにねー。穢れのないお嬢様とはいえ、所しよ詮せんは欲望に弱い薄汚い人間、大切な人を死に追いやっても、泣いて罪悪感から逃れようとする。大好きなネルケを連れてきて、慰なぐさめさせましょうか？　戦争で幾人もの人が、大切な者を失った人がいるのを自覚しているならね』そう言って責めたてるんですよ」

　ゲームではブリスコラは主人公の幼おさな馴な染じみアイン・ルーベスを誑かして、魔王軍に引きずり込む。武の才能があったというのもあるが、アインを闇落ちさせて主人公を責めたてるのに使うためでもあった。

　アインはダークナイト絶望デイスペアと名乗って、主人公達の前に現れる。お約束のようにフルフェィスの兜かぶとで顔を隠し、全身黒一色の呪われた装備を身に着けているのだ。掲示板にアインを厨ちゆう二に病と書き込むと、腐女子の方々によって炎上してしまうので注意が必要。

　何しろアインは耽たん美びって言葉が似合うイケメンキャラ、何故かイラストではバラを持っている。後半で仲間に入るが、なんで敵の時よりステイタスが落ちているのって突っ込むのは止めましょう。ちなみに死闘を繰り返したにもかかわらず、ヒロインズの好感度はジョージよりも高かったりする。

「今回の件で言うとファルコ伯爵、シャルル嬢じよう、ネルケ、ロカか」

　ファルコ伯爵は家のために孫の気持ちを無視してベガルとの婚約を勧めた事と、怒りに目が眩くらみ大勢の兵士や騎士を戦死させた事。シャルルさんはイリスさんに隷属の首輪を付けた事と無理矢理書かされた手紙に疑いを持たなかった事。ロカは己おのれの見み栄えと欲が故国を戦に巻き込んだ事をブリスコラに責められるだろう。

「それとベガル様もですね。このままいくと偽いつわりの手紙を見み破やぶれずに、自分を慕したう兵を殺してしまうんですから」

　俺の感覚でいったら、ラブレターなんて疑ってかかる物なんだけどな。

「ブリスコラはジョージ様が企たくらみに気付いているなんて、思ってもないでしょうね」

　……待てよ、このままブリスコラの企みを妨害してしまったら、魔王軍に敵対視されるんじゃないか？　マエストロ・グライツァーはただの冒険者ってスルーしてくれたけど、フーマ三姉妹には逆さか恨うらみされている。

　これ以上、魔王軍に認知されるのは、まずい。

「あの、爵位もない俺なんかが偉大な皇帝陛下と謁えつ見けんさせて頂くのは、不ふ敬けいだと思うんですよ。ここは然しかるべきお方を代理という形にしてですね」

「心配するな。皇帝陛下は爵位で人を測はからぬ。きっとジョージ殿を気に入るはずだ」

　いや、気に入られたら魔王軍に認知されやすくなってしまうんですが。ゲームでジョージはブリスコラに取るに足らぬ小物とスルーされていたが、自衛のためとはいえ色々とやりすぎた自覚はある。中学生で領地を運営し、フライング・シップまで復活させたとあっては、敵対視までいかなくても要注意人物にされかねない。何より俺は欲まみれの人間だ。こんな面倒な立場じゃなきゃ、もっとはっちゃけていただろう。

（そういやブリスコラの配下ってサキュバスやインキュバスだったよな）

　誘惑されたら、あっさりと骨抜きにされてしまう自信があるな。
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　フェルゼン城は小高い山に作られた天然の要よう塞さいだ。飾り気は一切なく、防衛にのみ特化している。そしてそこに務つとめる軍人にも浮ついたところが一切ない。オリゾンの騎士ならお洒落しやれと自己主張のために兜に羽根飾りを着けたり、派手なマントを羽は織おっていたりする。

　しかし、フェルゼンの軍人は没個性と言っていいくらいに装飾を省はぶいており、全員が無表情である。

（し、周囲の目が厳きびしすぎる。おまえらには客人を歓迎するって意識がないのかよ）

　こんな時にもエアリーディング能力を発揮してしまう。彼らの思いはただ一つ。

　この大事な時期に、偉大なる我が皇帝陛下に無駄な時間を使わせるな、だった。

「皇帝陛下、レオパルド家次女ミューエにございます。お忙しいのは分かっておりましたが、急きゆう遽きよご報告しなければいけない事が出来ましたので」

　サンダ先生から聞いた話では、ミューエはかなり強引な手段を使って、謁見を取り付けたらしい。

「レオパルドの嫁いき遅れ娘か。皇帝陛下の御ご前ぜんでフードを取らぬ無礼な者を連れてきて一体なんのつもりだ」

　ミューエさんに絡んできたのは、軍服を着た中年男性だ。かなりの強こわ面もてで、獰どう猛もうなブルドッグを連想させる。がっしりとした体格をしており、はげあがった頭まで赤しやく銅どう色いろに日焼けしていた。

　謁見の場に来たのはミューエ、ホートー、ラフィンヌさん、イリスさん、俺の五人。俺は王族と公爵令嬢に挟はさまれ、半なかば連行に近い形で、あれよあれよという間にここまで連れてこられた。ちなみにフードを被かぶっていたのはイリスさんである。

「ファルコ、そこまでにしておけ。ミューエの性格と忠義はお前も知っておろう。それで何があった」

　あのブルドッグみたいなおっさんがファルコ伯爵!?　イリスさんと似ても似つかないんですけど。

　皇帝もかなりの強面であるが、その声には臣下ミユーエさんに対する優しさが感じられた。目つきは鋭するどく、無駄な肉は全てそぎ落とされている。

　ファルコ伯爵が荒々しいブルドッグだとしたら、皇帝は軍用訓練を受けたドーベルマンといった感じだ。

　二人共かなり怖いが、これはいい流れである。後はミューエと正使のホートーに丸投げしよう。俺は気配を消して、聞かれたことを補足するだけだ。

「ありがたきお言葉。全てはここにいるオリゾン王国ボーブル領領主ジョージ・アコーギからお聞き下さい」

　……おいっ!?　なんてキラーパスを寄こすんだよ。サンダ先生にちくるぞ。

「ほう……？　貴公がジョージか。その方の領地で作っている歯ブラシや照明器具は我が城でも重宝しているぞ。それで何用だ」

　皇帝様のプレッシャーが半端ないです……もうやけくそだ。

「どんな言葉よりも実際に見てもらった方が早いかと……イリス様、ローブを取って下さい」

　イリスさんがフードを取った瞬間、静せい寂じやくに包まれていた謁見の間がざわつきだした。

「イ、イリスではないか。お爺ちゃんだよ、無事に帰ってきてくれたんだね」

　イリスさんの姿を確認した途端、ファルコ伯爵の顔は優しいお爺ちゃんへと変わった。その涙腺は、崩壊しておりガン泣きである。

「行方不明になっていたイリスを見つけてくれた事は感謝しよう……しかし、なぜイリスは隷属の首輪を付けているのだ？　まさかイリスとは知らず、お前が主あるじとなったとでも、言うのではないだろうな」

　もし、そうだとしたらこんな場所に来る勇気なんてない。

「恐れながら皇帝陛下にお願いがございます。イリス様にこう聞いて頂けますか？　イリス・ファルコ、お前の主は誰なのかと」

「隷属の首輪を付けていたら、本音を言えぬのだがな……イリス・ファルコ、お前の主は誰なのだ？　命じてみよ」

　このやり取りは母さんを通じてイリスさんと打ち合わせ済みだ。

「イリス・ファルコに命じる。貴方の主は誰ですか？　私の主はイリス・ファルコです」

　首輪に主をイリス・ファルコと登録した事により、イリスさんは偽名リスイではなく自分の名を言えるようになっている。

　隷属の首輪に書かれた魔法文字を見たら、本人は主になれないって注ちゆう釈しやくは書いてなかったのだ。しかも、登録したらあっさりと出来てしまったのである。隷属の首輪を作った奴に言いたい。きちんとエラーになる仕様にしろと。

「この隷属の首輪には誰かを主として登録しなければ、商館から出られないという制限がかけられておりました。ですから私がイリス様を主として登録したのです。そしてイリス様が自分に問う限り、噓はつけません。今回の事件に関する概要はミューエ様にまとめて頂きました。プライベートな事もございますので、別室でお話を聞いて下されば幸いです」

　ファルコ伯爵は鷹揚に頷くと、イリスさんと共に退室していった。そしてそれを見届けた皇帝も退室。

　な、なんとか切り抜けた。

　その後、無事、イリスさんとの話し合いが終わったそうだ。後日、お礼を兼かねたパーティーがあるらしい……あの件を頼んでみるか。
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　歓迎のパーティーは、準備に時間がかかるとの事で明後日となった。俺としては無理にパーティーなんか開かずに、即解散の方がありがたい。もし開かれても参加は遠慮したいんだけども、王族二人がノリノリだから全員欠席は不可能だと思う。

　そして規模としてはなり大掛かりな物になるらしい。そりゃそうだ。フェルゼンは密ひそかに、戦の準備を進めていたらしいのだから。

　特にベガルの関係者の気き炎えんは激しいらしく、盛さかんに軍議を開いていたそうだ。自分が惚ほれられていると勘かん違ちがいした縁えん談だんが原因で開戦って、凄すごく恥ずかしいと思う。

「サンダ先輩はジョージ殿の従者として参加される。つまりジョージ殿が欠席してしまえばサンダ先輩も参加出来ない……何より今回一番の功労者はジョージ殿だ。欠席は許されぬぞ」

　ミューエはそう言うと悪戯いたずらっぽく笑った。前からサンダ先生にエスコートされてパーティーに出席するのが、ミューエさんの夢だったそうだ。そう話すミューエさんの顔は、本当に嬉しそうで、サンダ先生に対する気持ちが痛いほど伝わってきた。

　そしてサンダ先生もミューエの事を好きだと思う。ミューエは、嫁いき遅れと揶や揄ゆされても一途にサンダ先生への想いを貫いた。サンダ先生は自分の想いを押し殺して、ミューエに友人として振る舞った。それを俺のわがままで邪魔するわけにはいかない。

「分かっていますよ。それにもうファルコ伯爵の領地に入ったみたいですから、逃げようがありませんし」

　パーティーが開かれるのは明後日。それまで俺達はファルコ伯爵の城にゲストとして招まねかれていた。ちなみに母さんはイリスさんの希望もあり先にファルコ城にいて、ヴェルデとコニーさんはギリアム商会フェルゼン支部に泊まるそうだ。

　俺達が乗っているのはレオパルド家所有の大型馬車。ホートー・ラフィンヌさん・ミューエ・サンダ先生・ボルフ先生・オデットさん・カリナ・俺の八人。御ぎよ者しやはミューエさんの部下がしてくれている。幸いな事に、車内の会話は御者の耳に届かないそうだ。

「ジョージ、ネルケはどうなるんだ？　イリス様はずっとネルケの事を心配していたんだぞ」

　カリナの何気ない言葉で馬車の空気が気まずくなる。カリナ以外の七人は、ネルケの運命を予想出来ていると思う。

「フェルゼン帝国は身分の厳しい国です。良くてネルケ君一人が死刑。最悪ネルケ君の家族全員が処刑されますね」

　俺としても死刑はやりすぎだと思うが、貴族って奴は体たい面めんを異常なまでに気にする。今回でいうとファルコ伯爵とベガル関係者を何とかしないと極きよつ刑けいは免まぬがれない。

「そんな事をしたらイリス様は自分の殻に閉じこもっちゃうよ」

　カリナが悲し気な顔で訴える。その目にはうっすらと涙が浮かんでいた。イリスさんも下手したら修道院送りか後ご妻さいなんてパターンもある。

　おじさん貴族の後妻になんてなったら、悲観して自殺しかねない。

　そうなりゃ、ブリスコラに付け込まれてしまうよな。

　……本当にブリスコラの策はこれで終わりなんだろうか？

　確かに戦争の危機は免れたが、イリスさんがまだネルケくんに惚れている限り、そこは付け込まれる隙になる。そしてブリスコラが配下のサキュバスを使えばネルケ君を操ることは可能だ。

「そんなこと言われても他国の政治に介入するのは得策じゃないんだよな。第一、ネルケ君の事を知らないし……ミューエさん、ネルケの家に寄ってもらえますか？」

　もう遅いかも知れないが、このままじゃまずい事になるかもだ。

「ネルケの家は領都の近くの村だから大丈夫だが、どうしたんだ？」

「ブリスコラの配下にはサキュバスがいます。もし、ネルケ君がサキュバスに魅了されて欲に溺おぼれてしまったら、イリス様の心に隙間が出来ます。そうなればブリスコラに付け込まれて、意のままに操られかねません」

　そうすればイリスさんにベガルを刺殺させる事も出来るだろう。そして黒幕をオリゾンの人間だって言わせれば……。

「イリス嬢に気付かれる前に、何とかしないとまずいな……国内にサキュバスが出たなんて醜しゆう聞ぶんだ。皇帝陛下になんと申し上げたらよいのか」

　フェルゼンは規律を重んじる国だ。魔物が町に現れたってだけでも問題なのに、サキュバスが現れたなんてとんでもないスキャンダルになるだろう……待てよ、この状況使えるんじゃないか？

　本当にサキュバスがいたら、ブリスコラの介かい入にゆうを証明出来る。それにファルコ伯爵に貸しを作れる……何より戦闘中にサキュバスの体に触ってしまっても、不可抗力だと言い訳が出来る。今回は、色々と苦労したんだ。ちょっとくらい美お味いしい想いをしても、罰は当たらないと思う。
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　ネルケが住んでいる村は、異様な空気に包まれていた。

　村人の目はどんよりと濁にごっており、生気が感じられない。皆、地べたに座り込み、薄ら笑いを浮かべていた。

「前に来た時と雰囲気が変わってやがる。それにこの甘ったるい臭いはなんだ？」

　ボルフ先生が来た時はネルケを攻略している最中だったんだろう。ある程度の目安がついたから、村民にも手を出したと考えるのが妥だ当とうだ。

「鼻が利くボルフ先生と魅了を治療出来るサンダ先生は馬車に残っていて下さい。オデットさん、カリナは付いてきてもらえますか？　サキュバスに確認したい事があるので、出来れば殺さないようにして下さい」

　お約束であるが、男はサキュバスとの相性が悪い。なので今回は女性中心で動く。

　それにボルフ先生とサンダ先生が操られたら、対抗出来るのはオデットさんくらいだ。何より先生達にはホートーとラフィンヌさんを守ってもらわなきゃいけない。これ以上、危険に晒さらすわけにはいかないのだ。

「自分も出よう。これ以上、帝国内のいざこざに他国の者の手を煩わずらわせるわけにはいかないのでな」

　ミューエさんが愛用の鞭むちを軽くしごく……迫力満点です。

　馬車から降りると、サキュバス達はすぐに俺達の存在に気付いたようで、家の窓から飛び出してきた。パッと見は人と変わらないが、頭には小さな角つのが生えており背中から蝙蝠こうもりのような翼が生えている。服装の面積は少なく、下着と大差がない……でも、男がみんな露出度の高い服を好むと思ったら、大間違いだ。俺はミニスカートよりロングスカート派だ。

　そうこうしているうちに、サキュバスは俺達を取り囲み始めた。

「お腹が空すいていたところに餌えさの方から飛び込んでくるなんて、なんてラッキーなのかしら？　あら、美味しそうなオークの臭いがするわね……グエッ」

　お姉様系サキュバスはサンダ先生に目を付けたようだ。ミューエさんが近くにいるのに、なんて命知らずなんだ。

　お姉様系サキュバスが馬車に近付こうとした瞬間、その首にミューエさんの鞭が絡からまった。そして首を絞しめたまま、地面に叩たたき落とされる。殺してはいないが、むごい。

「ほう？　サンダ先輩を誘惑するというのだな。それなら、お前は自分の敵だ」

　サキュバスは非力な魔物である。戦闘方法も男性を魅了しての同士討ちが主らしい。しかし、今回はその戦闘方法がミューエさんの逆げき鱗りんに触ふれてしまったわけで……本気モードのミューエさん相手に非力なサキュバスでは、なす術すべがない。

「ぼ、僕ぼくは狼人のお兄さんかな。ちょい悪な感じで格好良いし」

　ボーイッシュ系サキュバスはサンダ先生に手を出すのは危険だと察さつ知ちしたらしく、ボルフ先生をターゲットにした。

「それズルくない？　それじゃ、私はあの赤い服を着たイケメンもーらい」

　ゆるふわ系のサキュバスはホートーに目を付けたらしい……サキュバスに消去法で弾はじかれたでござる。

「仕方ない、私は余あまった子で我が慢まんするね……そこのソバカス坊や、お姉さんが遊んであげ……痛いたーい！」

　癒いやし系サキュバスが、溜ため息いきをつきながら俺に声をかけてきた。しかし、遊んであげると言おうとした瞬間、ナイフが大気を切り裂いて癒し系サキュバスに襲いかかった。ナイフは羽根の付け根に突き刺さり、癒し系サキュバスは地面に落下する。

「サキュバス風ふ情ぜいがジョージ様を余り物扱いですか？　良い度ど胸きようしていますわね」

　そんなサキュバスを見下ろすのは、怒り心頭のオデットさん。突き刺さったナイフを足でグリグリと押し付けている。改めてオデットさんに逆らうのは、危険だと実感する。メイド対サキュバスなんて萌えるシチュエーションのはずなのに、俺の背筋には寒気が走っていた。












「ぼ、僕スミレさんを呼んで来るね」

　このままでは危ないと思ったらしく、ボーイッシュ系サキュバスがどこかに飛んで行く。

「ま、待ってよ。私一人じゃ無理だよー。軍人とメイドと戦うのは無理だし。ソバカスに手を出したらミルアみたくなるし。逃げたいけど獅し子し人びとって強いんだよね。無理だってー」

「ごちゃごちゃ言ってないでかかってきな。これ以上、イリス様を傷つけるのなら容よう赦しやしないよ」

　カリナはそう言い終えると、ゆるふわ系サキュバスに向かって飛び蹴りを放った。鈍にぶい音とともに墜つい落らくしていくゆるふわ系サキュバス。

　そして今俺はフリーだ。サキュバスと絡みたいけど、この状況でそんな事をする勇気なんてない。サキュバスの相手はみんなに任まかせて、ネルケの救出に向かう。

（ネルケの家は……あった!!　でも、見張りが一人もいないな）

　村にある家を鑑定していくと、ネルケの家を見つける事が出来た。村はずれにあるボロ家やである。無事でいて欲しいが、サキュバスが元気にしているところをみると望みは薄いと思う。最悪、俺の手で殺す覚悟も必要だ。

「お待ちなさい。そこの家に近寄らせるわけにはいかないのよ。サキュバスの誇りにかけて貴方を籠ろう絡らくしてあげるわ」

　背後から脳がじんわりと痺しびれるような甘い声が聞こえてきた。これはようやくファンタジーらしいお約束展開が来たのかもしれない。ゆっくりと後ろを振り向く。

　……神様、俺何か悪い事をしたのでしょうか？

　そこにいたのは厚化粧をした初老のサキュバス。ここは場末のスナックかよ。

「あー、お客でいっぱいみたいだから、飲み直してから又来ますね。ママも年なんだから、無理しないで下さいよ」

　こういう時は適当な事を言って逃げるのが一番である。

「仕事の憂うさを酒で晴らすのもいいけど、体には気を付けるのよ。貴方を見ていると捨てた子供を思い出しちゃうから……そうじゃないわよ!?　昔なら、あんたくらい簡単に落とせたのにー。あの坊ぼう主ずも魅了されないし」

　このベテランサキュバス、意外と良い人かもしれない。ノリも良いし、重要な情報くれたし。

「スミレ長老、ソバカス男があの家に入りますよ。このままじゃターゲットを落とせなかったのがばれてしまいます」

　この人、サキュバスの長老だったのかよ。しかし、長老自ら出てくる事もあるんだ。

「リィエちゃん、外では長老って呼ばないように言っているでしょ……それに見なさい。もう私達も終わりよ」

　スミレ長老の言葉につられて後ろを振り向くと、カリナ達がすぐ側まで近付いてきている。その後ろから、ホートーやボルフ先生達もこっちに向かって来ているのが見えた。

　これで全員集合です……ベテランサキュバスで良かった。もし、俺好みのサキュバスが現れて誘惑されていたら、どんな修羅場になっていただろう。

「手短に聞く。ネルケは無事か？」

　サンダ先生が近くにいない時のミューエさんは、いつも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。それがノンデレミューエの人気だったんだけどね。今となっては微笑ほほえましく見えてくる。

「貴女せっかく可か愛わいい顔をしているんだから、そんな怖い顔しちゃ駄目よ……あんなに魔法耐性がある猿人は初めて見たわ。まだ無事だから確認していらっしゃい」

　急いでドアを開けると、吐き気をもよおす程の甘ったるい匂いが漂ただよってきた。真夏の夜気のように生なま温ぬるくじめっとした空気が体に纏まとわりついてくる。頭がボーッとして、意識が徐じよ々じよに遠のいていく。

　ふらつく体を誰かが支えてくれる。見ると追いついてきたサンダ先生だった。

「ここが邪悪な臭いの発生源ですね。浄化します……農耕神ラヴーレよ。その御力で邪悪な気を浄化して下さい。農耕神の浄化ラヴーレライクニング」

　サンダ先生は胸の前で手を組んで祈りを捧ささげた。温い空気が一瞬で荘そう厳ごんなものに変わる。真夏の夜から真冬の朝の空気にチェンジ。意識も体もしゃんとして、自然に背筋が伸びる。

「私達が三日かけて充満させた艶気が一瞬で浄化された……全てが徒労に終わったわね」

　恐るべし、サンダ先生。でも空気が浄化されすぎて鼻の中がツンと痛いです。

　浄化が済んだので、全員揃うのを待ちネルケの家に入る。

（さてと、ネルケは……へえ、いい目してんじゃねえか）

　そこにいたのは椅子に縛り付けられた少年。あれがネルケだろう。ネルケは相そう貌ぼうに強い意志の光を宿してこっちを睨んでいる。そしてお約束のイケメンです。日焼けした肌に精せい悍かんな顔、ワイルド系美少年ってやつだ。

「あら、なかなか良い才能を持っていますわね……ジョージさん、この子私わたくしが預かってもよいかしら」

　ラフィンヌさんの声がしたので、振り返ってみる……マジっすか？　ラフィンヌさんは魔法で作った鎖くさりでサキュバスをぐるぐる巻きにしていた。全身鎖で覆おおわれ、かろうじて顔だけ見えている。

　聞いた話ではラフィンヌさんは一流の魔法使いらしい。そんなラフィンヌさんがネルケに何かを見み出いだしたようだ。魔術の修行をせずにサキュバスの誘惑に抵抗出来る人間なんて滅めつ多たにいないというしな。

（そういやランドル共和国は魔法の研究が盛んなんだよな。公爵令嬢様は、抜かりなく人材発はつ掘くつか……でも、厄介事を抱かかえた奴を引き取ってくれるのは助かる）

　自分で言うのも何だが今回一番の功労者は俺だと思う。弱小領主がよく立ち回ったと、自分で自分を褒ほめてやりたい。

　でもどう上手く立ち回ってもベガル・ペタロ伯爵家・ブリスコラを敵に回してしまう。特にペタロ伯爵家はロカがブリスコラの口車に乗せられたせいで、面子メンツが丸潰れだ。

（どう考えても割に合わないよな。こうなりゃひんしゅくを買うのを覚悟して動いてやる）

　ネルケを縛っている縄なわを解き、説得を開始する。

「ネルケだな。サキュバスの誘惑に耐たえた事は褒めてやる。だが、お前の身勝手な行動のせいで、お前の家族が処刑されるかもしれないんだぞ」

「イリス様は自分の人生が勝手に決められる事を悲しんでいたんだ。好きになった女の子を助けようとして何が悪いんだ!!」

　ネルケは真っ直ぐに俺を見つめてきた。その目には一点の曇くもりもない……どうもおじさんになると、こういう一いち途ずな思いを見せられると心がほだされてしまう。

「悪くはないさ……ただ、自分の想いを貫くには力が必要だって事を忘れるな。今のお前はただの庭師の見習いだ。どう足あ掻がいても貴族の前では無力だ」

　ラフィンヌさんは身柄を預かると言ったが、貴族を敵視しているネルケが素直に従うとは思えない。まずは、この話を上手くまとめてラフィンヌさんにゴマをすっておこう。

「強くなきゃ……偉くなきゃ、好きな女ひ性とを幸せに出来ないのかよ？　そんなのおかしいだろ!?」

　自分の不ふ甲が斐い無なさを言い訳にして、色んな事を諦あきらめてきたおじさんには耳の痛い言葉だ。

「それでどうなった？　お前の身勝手な行動がイリスさんだけじゃなく、お前の家族も不幸にするんだぞ。手に入れる幸せってのは、自分の手が届く範囲にしかないんだよ」

　ネルケの目を見ながら、ゆっくりと語りかける。身の程ほどに合わない幸せを求めれば破滅しかねない。棚の上に隠してあるお菓子を食べようとして、椅子から落ちて怪我をした子供のように痛い目にあってしまうだけだ。ネルケの目の光が少し弱まった。これはチャンス、ここから一気に畳たたみかけてやる……俺って本当に強きを助け、弱きをくじく領主だよな。

「だったらどうすればいいんだよ……お願いです、教えて下さい。どうすればイリス様は笑ってくれるんですか？」

　ネルケの目から涙がハラハラと溢こぼれ落おちていく。その涙を拭ぬぐおうともせず、ネルケは俺を真っ直ぐに見つめている。

「自分の背を伸ばせばいいだけさ。ここにいるラフィンヌ・ランドル様はランドル共和国の公爵令嬢だ。ランドル共和国と言えば魔法研究が盛んな国で有名……そしてラフィンヌ様は、お前に魔法の資質を見出し、その才能を伸ばしてあげたいとおっしゃっている。下手をしたら国際問題になるのを覚悟で言って下さっているのだぞ」

　共和国制であるランドルでは爵位より才能が重要視されるとの事。ランドルの貴族は地位を確保するために、必死で修練するそうだ。

　正に虎とらの威いを借る狐きつね。少し格好悪いが、今は実利を優先する。

「お願いです。俺を強くして下さい」

　ネルケは地に頭を擦こすり付つけながら、ラフィンヌさんに懇願している。

「頭を上げなさい。ランドルは有能な人材を欲している。私の期待を裏切らないように」

　ラフィンヌさんの言葉を聞いたネルケの目に涙が浮かぶ。さっきまでの絶望の涙と違う、希望に満みち溢あふれた涙だ。

　頭を上げたネルケの耳に口を近付ける。おじさんはお節せつ介かい焼やきなのだ。

（極ごく秘ひ事じ項こうだが二年か三年のうちに大たい乱らんが起きる。その時に活躍出来るように死ぬ気で頑張れ。お前の家族は俺に任せろ）

　ネルケは俺の目を見ると力強く頷うなずいた。そこにいたのは手に入らない幸せを求めて駄だ々だをこねる子供ではなく、自らの足で歩み始めた一人の男だった。

　この後の細かい話はラフィンヌさんに任せて、俺はサキュバス達に近付いていく。サキュバス達は魔法の鎖で縛られた上に、オデットさんやミューエさんに囲まれて涙目になっていた。

「スミレ長老にお伺うかがいしたい。ここ数十年、フェルゼン帝国でサキュバスが現れたという話は聞いた事がないが何があったのですか？」

　スミレ長老は逆らう事を諦めたらしく、しおらしく座っている。傍はたからみたら高齢者虐待に見えるのだろうか？

「私達は闇の狭はざ間まにある夢魔の国に棲すんでいるのよ。だから、国境なんて意味がないの。でも、ブリスコラという男が攻めこんできて国を占領したのよ。私はサキュバスとしては、未熟なこの子達を連れて逃げるので精一杯だったわ……それと私を呼ぶ時はスミレさんかスミレママでお願いね」

　スミレ長……ママは、昔は有名なサキュバスだったらしいが、寄る年波には勝てず第一線を退しりぞいているので、村民を催眠状態にしておくのが精一杯だったらしい。

　ブリスコラは捕らえたサキュバスを使って各国を混乱に陥おとしいれるつもりなんだろう。でも、スミレママがいれば他のサキュバス達は遠慮して、その街には近づかないらしい。

「でも、なんでブリスコラが監視しているこの村に逃げたんですか？」

　俺ならオリゾンやランドル共和国に逃げる。犯罪者が逃げ込むナイテック領や闇属性の魔物が多い死霊の森の方が絶対に安全だと思う。この村には今回の最重要人物ネルケ君がいる。どうやってもブリスコラに見つかってしまう。

　それにブリスコラから逃げて来たスミレママ達がネルケの籠絡に時間を割くのは、問題がありすぎる。

　何しろネルケはラフィンヌさんがリスクを侵してまでスカウトしようとするくらい魔法抵抗力がある人材だ。食糧のためだけなら、もっと効率の良いターゲットに変えた方が得だと思う。

「最初は違う町に逃げたんだけど、結局ブリスコラに見つかっちゃったのよ。命を取らない代わりにネルケ君を誘惑しろって言われたの」

　予定では、明日ブリスコラの部下のインキュバスが成果を見に来る予定だそうだ。それで戦闘力がないのに体を張って俺達を止めようとしたのか。

「だったら、なんでここから逃げなかったんですか？」

「あの子達は逃がすつもりだったの……女の過去には色々あるのよ。私にも若い頃はあったんだから。ムー君、元気にしているかな？」

　何かを思い出すかのように遠くを見つめるスミレママ。察するにフェルゼン帝国の有力者と浅からぬ縁があるのだろう。早速、人物記録能力を発動。




　ムート・ファルコ：フェルゼン帝国の伯爵。




　……あっさり、ムー君を見つけてしまった。レコルト基礎知識にアクセスしてみると、フェルゼン帝国の貴族は恋愛がご法はつ度とだった時期があったらしい。でも経験がないと夫婦生活が円えん滑かつに営めないので、サキュバスに筆下しをしてもらっていたとの事。

　これは何とも有力な情報をゲット出来たではないか。

「もしかしてファルコ伯爵の事を思い出していたんですか？」

「やだー、バレちゃった？　ムー君、昔は可愛い顔していたのよ」

　カマをかけてみたら大正解でした。領主の跡取りと筆下し役のサキュバスという関係だったが、二人は本気で愛し合ったそうだ。しかし、婚姻が認められるわけはなく、涙を飲んで別れたそうだ。そしてそれからフェルゼン帝国では、サキュバスによる筆下し制度が禁止になったらしい。

　多分、スミレママはムー君との思い出の地で死ぬつもりだったんだと思う。

「素敵な恋をされたのですね。俺なんて婚約者にも嫌われているんですよ。スミレママは昔も綺麗だったと思うから、ファルコ伯爵が羨うらやましいです」

　まさか異世界で、上司や取引先のモテ自慢を聞かされまくった経験が活いきるとは思わなかった。

「うん、合格。こういう時、昔は綺麗だったなんて失礼な事をいう人もいるのよね。女は何歳になっても女なのにね……でも、君もその子をそんなに好きじゃないでしょ？」

「ママには敵かなわないや……話は変わりますが、悪くない話があるんですよ。三食屋根付き、さらに屈くつ強きような海の男達の精を吸える。どうですか？　のりませんか」

　イジワール公爵のお墨付きをもらえて港を作っているんだけど、船員を相手にする娼しよう館かん建設が難航していた。スミレママがいればボーブルに他のサキュバスは近付かない。ついでに憧あこがれのサキュバスお遊び体験が出来るのだ。ついでにムー君……ファルコ伯爵の恩も売れて一石三鳥である。

「むしろお願いしたいくらいよ。フフッ、久し振りに腕がなるわね」

　ボーブルでは適材適所を大切にしている。今のスミレママは長老って言葉がしっくりくる超ベテランサキュバスだ。現場より相談役の方がぴったりだと思う。

「スミレママには酒場を開いてもらって、うちの兵士の相談相手になって欲しいんですよ」

　スミレママは喜んで話を引き受けてくれた。よし、残るはフェルゼンの貴族達だ。日本人の玉虫色の解決ってのを見せてやる。

　脳みそをフル回転させて打開策を練る。説得する相手はファルコ伯爵とフェルゼン皇帝。どっちも大物で、小さなミス一つでも命取りになりかねない。

（話す内容は決まった。もう一押し何かがあれば……）

　問題はネルケの扱いだ。オリゾンでは爺ちゃんという後ろ盾があったから、無茶も通せた。しかし、フェルゼンで爺ちゃんのコネは通用しないと思う。使えるとしたらミケのコネくらいだ。でも、まだミケとの契約は公おおやけにしたくない。

　まずは疑問を一つ一つ整理していこう。

「そういえば、フェルゼン帝国の守護神使様は、どのようなお方なのですか？」

　ファルコ伯爵の情報は十分すぎるほど手に入れたから次の情報収集に移る。フェルゼンの神使の情報は厳重に管理されており、その存在は不確かだ。

「アルメー様？　アルメー様は質実剛健なお方で、軍人の手本となるお方だ」

（やっぱりフェルゼンにも、守護神使がいたのか……でも、ゲームでフェルゼンが魔族に襲われた時って、なす術もなく負けたんだよな）

　ジェネラル・グローリーのように国に愛着を持っている神使なら、何がしか抵抗したと思うんだけども。もっとも、ゲームとの相そう違い点てんが出まくっているから、過信は禁物だ。

「スミレママ、サキュバスって闇の魔石に潜ひそむ事って出来るんですか？」

「純度の高い魔石なら大丈夫よ」

　幸いな事に村民は完璧に回復しておらず、俺達とサキュバスのやり取りを見ている第三者はいない。ネルケの家が村外れにあった事も大きかった。これで証拠隠滅が出来るし、ブリスコラの目も誤魔化す事が出来ると思う。

「ボルフ先生、俺の荷物から闇の魔石を一つと光の魔石をあるだけ持って来てくれますか？」

「闇の魔石は分かるけど、光の魔石は何に使うんだ？」

「サンダ先生、光の魔石を触媒にして、ここら一帯を浄化して下さい。ミューエさんは、サキュバスは村ごと浄化したと報告してもらえますか？」

　何の準備もせずにあれだけの成果を発揮したサンダ先生の浄化魔法だ。ボーブル産の質の高い魔石を使えば、サキュバスの痕こん跡せきすら消してくれるはず。

「ほらよ。今回持ってきた中で一番でかい闇の魔石だ」

　ボルフ先生から闇の魔石を受け取ろうとしたら、誰かに横取りされた。

「スミレママ、この魔石なら大丈夫ですか？」

　魔石を横取りしたのはカリナだ。カリナは俺をみるとベッと舌を出してきた。

「あらー、若いっていいわねー。ほら、みんな行くわよ」

　サキュバス全員が闇の魔石に入ったのを確認して、サンダ先生に光の魔石を手渡す。

「それじゃサンダ先生、お願いします」

「お任せ下さい。農耕神ラヴーレよ。その御力で邪悪な気を浄化して下さい。農耕神の浄化ラヴーレライクニング」

　サンダ先生は光の魔石を胸に抱えながら祈りを捧げた……結果は凄すさまじいの一言である。空気は体がひりつくくらいに浄化されたし、地面には塵ちり一つ落ちていない。

「確かに、ここにサキュバスは存在出来ねーな。監視役のインキュバスは近付く事も出来ねーぞ。俺も金をくれるって言われても、ここには住みたくねーな」

　ボルフ先生の顔色はかなり悪く、無理しているのが分かる。元アサシンだけあり、清浄の地は肌に合わないようだ。

「白しら河かわの清きに魚も住すみかねてもとの濁にごりの田た沼ぬま恋こいしき……か」

　やり過すぎには気をつけよう。





　　　　　◇






　ファルコ伯爵の城に着いた頃にはもう日が暮れていた。俺はなんで他領に来てまで、こんなに遅くまで働いているんだろうか？　普通、貴族の孫を救ったら英雄扱いで、歓待を受けるはずだぞ。

　しかし、城に着くなり、ファルコ伯爵に呼び出しをくらった。

「ジョージ殿、イリスの顔がまだ晴れぬのだが、何か思い当あたる節ふしはないか？　前よりコーカツ公爵は〝私の孫、ジョージはなかなかの切れ者でして将来が楽しみです〟と自慢しておられた。イリスと年が近いそなたなら何か分かるであろう」

　爺ちゃん、外国で孫自慢するのは止めて下さい。孫の立場が悪化しています。

「ネルケの事が気になるんでしょうね。伯爵はネルケをどうしようと考えておられますか？」

　良くてネルケ君のみ処刑、下手したら一族全員処刑だろう。でも、それじゃブリスコラの思惑どおりになってしまう。

「無論、一族諸共処刑にする。ファルコ家の家名に泥を塗られたのだぞ」

　……これだからお貴族様は嫌なんだ。自分達が特別な人間で庶民と別物と思っていやがる。

「そんな事をしたらイリス様は生しよう涯がい笑わなくなりますよ。それどころか自殺しかねません。自分のせいで恋する男が家族諸共殺されてしまうのですからね」

「しかし、それではベガル殿に対して申し訳が立たぬぞ」

　若造に指摘されてムカついたのか、ファルコ伯爵がむっとしている。孫も大事だけど家名も大事と。つまりベガルに対する言い訳が出来れば問題なしと。

「イリス様とネルケの接点は庭のみと聞いております。放っておいても、じきに互いの粗あらが見えて恋も冷めますよ。ベガル様には『今回の件で孫は心身共に疲れきっており、とても嫁げる状態ではありません。しばし時間をもらえますか』と言ってみてはどうでしょうか？　なによりホートー様もラフィンヌ様もイリス様の事を心から心配されております」

　聞く分にはベガルは純情で恋愛に対してヘタレだ。権力を使って無理矢理婚姻を推おし進める事はないだろう。

「しかし、そう上手くいくかの？　それに何の罪にも問わないのは統治者としては難しい」

「ネルケとその一族を国外追放にしてはいかがでしょうか？　無論、ネルケとその家族は、別々の国に追放とします。政治犯のネルケが何の後ろ盾もない国に行けばどうなるかは、民衆も分かってくれますよ。ネルケの家族は、場合によっては親方もボーブルでお預かりと致いたしますが」

　ネルケにはすでにラフィンヌさんっていう、強力な後ろ盾があるんだけどね。でも、ファルコ伯爵がネルケを処刑しないならイリスさんは病まないと思う。

「そうしてもらえると助かる。ドルフは腕の良い庭師だし、何より我が家に永年尽くしてくれた忠義者だしな」

　腕の良い庭師ゲットだぜ。ドルフさんにはマナプラントの世話をしてもらおう。

「それとですね、ネルケの住んでいた村がサキュバスの被害に遭あっていました。私の部下が浄化したのでもう安心ですよ。それではイリス様の所に行きますか」

　俺の報告にムー君……ファルコ伯爵の顔が一瞬だけ歪ゆがんだ。
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　イリスさんの部屋を見ると、彼女がいかに大切にされていたのかが分かる。

「失礼致します。ジョージ・アコーギです。イリス様、こうしてお会いするのは初めてですね」

　まだフェルゼン帝国に帰ってきて数日しか経っていないからなのか、それともネルケの事が心配だからなのかイリスさんの表情はまだ若干硬かたい。

「私は皆様からジョージ様のお話を色々とお伺いしておりましたから、初めましてって感じが致しません。この度たびは本当にありがとうございました」

　イリスさんはそう言うと、俺に向かって深々と頭を下げてきた。ちなみに同室にいたカリナはあからさまに目をそむけている。

「イリス、ネルケの処分が決まった。彼奴きやつは国外追放とする」

　イリスさんの目に涙が浮かぶ。それを見たファルコ伯爵の顔にも苦く悶もんの色が浮かぶ。

「イリス様、大人は分かってくれないと思っておりませんか？　そうだとしたら、大きな誤解です。大人は人生を長く生きている分、どうなれば苦しい道のりになるのか分かっているんです。ですから大切な人に嫌われるのを覚悟で安全な道に導こうとするんですよ」

　まあ、こんなのは大人にならないと分からないんだけどね。何度何故もっと勉強しておかなかったんだと後悔したことだろう。

「おっしゃりたいことは分かりますが」

　イリスさんは、頭で分かっていても感情が付いていかないのかも知れない。

「旅の途中である女性から昔の恋の話を聞きました。彼女は思い人と種族身分が違うせいで、泣く泣く別れたそうです。でも、その女性は彼氏の事を恨うらんでいませんでしたよ。今でもムー君は私の胸の中にと……」

「ジョージ殿、もう夜も遅いです。話はこの辺で終わりにいたしませんか？」

　色々暴ばく露ろしようとしたらファルコ伯爵にストップをかけられました。ムー君は家庭教師プレイが好きだったまで言いたかったのに。

「カリナ、例の話はオッケーが出たから、話しておいてくれ」

　ファルコ伯爵に気付かれないよう、カリナに耳打ちする。俺の言葉にカリナが力強く頷く。ネルケが外国で頑張ると聞いたら、イリスさんも前を向いて歩きだすだろう。
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　宛あてがわれた部屋に戻った俺は、まず監視されていないか何度もチェックした。これから行う事を見られたら大問題だ。

　幸いな事に監視はなく、近くに人の気配も感じられない。

（覚悟を決めるぞ。棒で地面に図形を描くようにして踊るんだよな。グルグ……回りながら、踊ればいいはず）

　床に棒を付けてクルクルと回りながら、図形を描いていく。

「出いでよ、お腹周りを気にしている猫!!」

「おっさんがやったら、きもいっちゅうねん。それと儂わしはグラマラス体型な猫ちゃんや!!　……それで、今度は何の用や」

「フェルゼン帝国の神使アルメーに頼んで欲しい事がある。以下の三つの事を皇帝に命じろと。一つ目、ネルケの国外追放の容認。二つ目、今回の件でオリゾンと仲なか違たがいしない事。三つ目、ミューエ・レオパルドを軍事顧問としてボーブルに長期出張させる事。頼めるか？」

「相変わらず、神使づかいが荒いやっちゃの。普通、にゃんこは可愛がるもんやで。ほんま、猫の手でも借りたいわー」

　猫の手なら二本あると思うんだけど……ミケはぶつくさ言いながら消えていった。これは散々世話になったサンダ先生へのプレゼントなのだ。
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　落ち着かない。今すぐビールを注つぎに行きたい。

　パーティーはテーブル着席形式で、俺達の所には次々にフェルゼン帝国の貴族が挨あい拶さつにやってくる。一応、俺はゲスト扱いになっているから、自分から動くのはマナー違反らしい。でも前世からの習慣なのか、お客様扱いは落ち着かないのだ。こっちの世界に瓶びんビールがないのは分かっているが、どうにも落ち着かない。

　ようやくパーティーが終わると思ったら、誰かに肩を摑つかまれた。誰かと勘違いしているんだと思い軽く肩を動かして振ふり解ほどこうとしてみたが、結構な力で摑んでいるらしくピクリともしない。

　恐る恐る振り向くとそこにいたのは、ホートーとラフィンヌさん。正直、あまり嬉しくない組み合わせである。

「き、今日はありがとうございました。お陰でつつがなくパーティーを楽しむ事が出来ました。それではもう夜も遅いので、お先に失礼致します。ホートー様とラフィンヌ様もお疲れを残さないようにして下さい」

　サラリーマン時代の習慣なのか、テンパりながらもご苦労様でしたって言葉は出てこなかった。

「そう焦あせらなくてもいいだろ？　……それにここからが本番だ。我々は、王から預かった親書を皇帝陛下にお渡ししなくてはいけないのだ」

　しまった、ここはフランクにお先にドロンしますの方が正解だったんだろうか。

「我々とおっしゃいますとホートー様とラフィンヌ様、それに私の母でございましょうか？　それでしたら、私は一人で戻れますので、どうぞお気遣いなく」

　国の代表に混じって話し合いなんて冗談じゃない。下っ端は二次会の方が楽しみなんだぞ。

「お前が一番事情に詳くわしいんだ。さあ、行くぞ」

　ホートーの顔が全く笑っていないのを見て諦めがついた。

（詳しいって言われても前世の事を言う訳にいかないし、ミケの事も伏せておきたいんだよな）

　そうなると使えるカードは、マエストロ・グライツァーやフーマ三姉妹に会った事くらいだ。ここは魔族と思わしき者を見かけましたで通すか。

　人間とは思えねえ魔力、あれは絶対に魔族だ。オラ本当に見たんだよ……これじゃ、ＵＦＯを目撃したアメリカの農夫だよな。

「カリナ、悪いけどちょっとの間だけジョージ君を借りていくわね。もし、悪い虫が寄ってきても魔法で追っ払っておくから安心して」

「ラ、ラフィンヌ様!?　ジョージしゃまは、あたいのもんじゃにゃいです」

　ラフィンヌさんは、顔を赤らめながら嚙みまくるカリナを見てニヤニヤ笑っている。種族も地位も違う二人だけど親しい友人になれたようだ。ランドルでは家族もライバルと言うらしい。気を使わずに会話を楽しめる関係が、ラフィンヌさんは楽しいんだと思う。

　カリナと別れて軍人に案内されて着いたのは、飾り気のない部屋。王様の部屋ってより作戦本部と言った方がしっくりくる。

「皇帝陛下、オリゾン王より預かって参りました親書にございます。どうか、お納おさめください」

　ホートーがうやうやしく差し出した親書を一読すると、皇帝は深い溜め息をついた。その顔には悲壮感が漂っている。

「先刻、アルメー様より命令が下された。魔王軍、再出現の兆きざしあり。軍備を整えよとの事だ。オリゾン・ランドル・フェルゼン三国の同盟強化が必要だ。オリゾン・ランドルに対し親書をしたためるので、しばし待て……オリゾンはロカ・ペタロの処断に何か希望はあるか？」

　他国との戦を扇せん動どうしたんだ。普通なら死罪が妥だ当とうだと思う……でも問題はペタロ領がグルウペと隣接しているってことだ。

（ロカに死罪が言い渡されたら、ブリスコラはペタロ伯爵を離反させてグルウペに組み入れるだろうな）

　今回の事でペタロ家は国内に多くの敵を作ってしまった。まずは孫イリスを奴隷にされたファルコ伯爵。次男ベガルが大恥をかかされたコエルシオン公爵。だからフェルゼンの貴族でペタロ家に味方する人は皆かい無むだと思う。それに警戒態勢を取った事による経済的損害も大きい。

　ペタロ伯爵は離反を決意する可能性は十分にあると思う。問題はペタロ領がフェルゼンの首都と一本の道で繋つながっているって事だ。つまりペタロ領を取られたら、フェルゼンは首元にナイフを突きつけられた感じになる。

　さすがは魔王軍参謀と言うべきか、ブリスコラの策さくはどう転んでもオリゾン、フェルゼン両国にしこりが残るようになっていた。

（さて、ホートーはどんな答えを出すんだろうな）

「特にありませんよ。多分、ロカ様は悪霊か何かに取とり憑つかれたのだと思います。もしくは幻聴が聞こえてくる病気にかかられたのでしょう。しばらく政務から離れてお休みになるのをお勧めいたします」

　そうきたか。悪霊に取り憑かれたり、幻聴が聞こえるようになったりした者は政務から外されてしまう。早い話がロカを飼い殺しにしろって事だ。

「さすがはオリゾン王の懐ふところ刀がたなと呼ばれるだけあるな。サージュ・ルーナはどうするつもりだ」

　サージュは騙だまされたと言っても過言ではない。黒幕のロカが殺されないなら、サージュも殺さないんだろうか？

「死罪ですよ。まあ、国が殺さなくてもナイテック家が処断しますからね。どうせ死ぬなら責任を取らせた方がましです。ただ、ルーナ商会を潰すのだけは、勘弁してもらえますか？」

　今サージュは国の牢屋に入っているから、ナイテック家も手を出せない。でも、牢屋から解放された瞬間から、常にアサシンに命を狙われてしまうのか……。サージュ、むしろ牢屋から出たくないだろうな。

「ホートー殿は奴隷推進派なのか？」

「私はどの派にも属していませんよ。ただ、主がいない奴隷の処分が面倒なだけです。賠償金はサージュの私財から出させます」

　サージュ一人が死刑になれば、ルーナ商会の誰かが後を継つぐ。もし、ルーナ商会を潰してしまったら、奴隷の面倒は国が見なきゃいない。隷属の首輪を外すにしても、コストが莫大にかかってしまう。何より奴隷の扱い方で、各派閥から不満が出てしまう。

「サージュに賠償金を払わせたら、その倍近い金をペタロ家が払わなくてはいけなくなるな……最後にシャルル・ファルコの扱いだがどうしたら良いと思う？」

　この皇帝さん、武闘派かと思っていたがなかなかしたたかだ。自国の民の処罰をホートーに決めさせて、怨みの矛ほこ先さきを変えるつもりだな。二人の会話は為政者として、大いに参考になる。

「ジョージ、お前はどう思う？」

　勉強しようと思っていたら、ホートーからキラーパスが飛んできました。ホートーの果断な処断と違う玉虫色の提案をしてやる。

「そうですね。三国以外の国に嫁とつがせてはどうでしょうか？　出来ればフェルゼン帝国と国交があり、強力な海軍を持っている国が良いと思います」

　オリゾン・フェルゼン・ランドルのどの三国に嫁いでも、ロカの影が付きまとう。それなら、誰もシャルルさんを知らない国に嫁いだ方がましだ。何より強力な海軍を所有していれば、いざって時に援軍に期待出来る。

「しかし、そんな好条件な相手がいると思うか？　外に聞こえてくるのは、都合の良い話だけだぞ」

　嫁いだは良いが、相手がろくでなしだったなんて笑えない。そうなるとシャルルさんは、ロカに固こ執しつしてしまいフェルゼンとの仲が悪化しても良好にはならないだろう。

「私はギリアム商会と懇こん意いにさせてもらっております。ギリアム商会に命じ、シャルル様にピッタリな相手を探させてはいかがでしょうか？」

　ギリアム商会は各国に支店があり、その国の内情にも詳しい。ついでにミケに頼んで良縁を授さずけてもらえば大丈夫だろう。

「ホートーがオリゾン王の懐刀だとすれば、ホートーの懐刀はジョージなのだな」

　いや、勘弁して下さい。この刀は、ストレスに弱くて案外脆いんですよ。切れ味も良くないし、不人気ブランドですからお勧め出来ません。

「ええ、なかなか使い勝手が良い奴です。ただ、私と一緒で世間の評判はあまり良くないですが……よろしかったら皇帝陛下もお目をかけて頂けませんか？」

　こういうのは本人の意思も大事だと思います。赤衣の馬鹿息子と揶や揄ゆされるホートーの評判はあまり良くない。特にマリーナみたいな真面目人間からは嫌われている。

「よろしくも何もアルメー様からも同じ事を命じられた。ジョージ・アコーギに目をかけるようにとな」

　……そこまで言うのは、有あり難がた迷めい惑わくだ。これ以上仕事や軋あつ轢れきが増えれば、ダウンしても知らないぞ。本物のジョージに謝っておこう。色々と面倒に巻き込まれているし、大好きなマリーナとの仲は最悪と言っていいくらいにこじれているけど。
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　ようやくだ。

　ようやくオリゾンに帰れる。ズィーガーの港には、今回の旅で知り合った人達が見送りに来てくれていた……俺の知り合いはファルコ伯爵だけだったけど。

「ジョージ殿、今回は本当にお世話になった。私に出来る事があったら、何い時つでも言ってくれ」

　それでしたら、俺がフェルゼンに滞在した痕こん跡せきを消して下さい。

　不気味な事にブリスコラは沈黙を保たもったままだった。自分の企たくらみを潰したのが誰か探っているのだろうか。俺の表向きの役割はホートーの付つき添そいだったから、見逃してくれてたら嬉しいんだけど。

「そうだ。今度ボーブルに新しい店がオープンするんですよ。スミレさんって人がママをしてくれます。よろしかったら、来て下さいね。サキュバスなのに老けていますが、話が面白いからきっと気に入りますよ……昔の男に操みさおを立てて他の男の精せいを吸わないなんて奇特ですよね」

　スミレママが長老に選ばれたのは指導力が高かったかららしい。年が一番上だからではないって力説していた。

「……今さらどんな顔をして会えというのだ。私は彼女を捨てて、家を取ったのだぞ」

　ファルコ伯爵の表情は、ネルケ君と変わらないくらい純粋だった。厳いかめしい老人も初恋の相手を思う時は少年みたいな顔になるらしい。

「爺さんになった顔を見せればいいじゃないですか……きっと待っていますよ」

　ファルコ伯爵に店の情報をメモした紙を手渡す。そのまま踵きびすを返して、フライング・シップに向かうと、不安気な顔をしたサンダ先生とすれ違った。俺とすれ違った事に、気付かないくらいオロオロしている。

「お前、サンダにミューエが来る事を教えてないだろ？　全く、悪趣味だよな」

　ボルフ先生が呆れ顔で近付いてきた。でも、サプライズはギリギリまで内緒にしておいた方が効果があるのだ。

「言ったら全力で反対されますからね。ミューエ・レオパルドの兵を指揮する力はボーブルに必要なんですよ……もっとも、彼女を一番必要としているのはボーブルの真面目神官みたいですけど」

　ミューエさんがいれば軍事力がアップするだけでなく、働きすぎなサンダ先生のストレスも解消されると思う。フェルゼンとの繋がりも出来るから良い事ずくめだ……問題はますます女性陣が強くなってしまう事。

　ちなみに、ミューエさんの荷物は昨夜のうちに積み込んである。今は家族や部下と別れを惜おしんでいる頃だと思う。

「ジョージ殿、お待たせした。ミューエ・レオパルド、皇帝陛下の命により、本日付でボーブルの軍事顧問となる」

　サンダ先生は余程驚いたのか口をパクパクさせている。それを見て顔を赤らめるミューエさん。

「よろしくお願いします。詳しい事は内政担当のサンダ・チュウローと話して下さい……サンダ先生、お願いしますね。それじゃ、みんなしてボーブルに帰りますか」

　大きな問題が、思ったより早く解決出来たので夏休みを利用してワの国に行ってやる。

「ジョージ、水道が壊れたよ」

「マジかよ、パッキンがいかれてやがる」

　ゴムのないオリゾンで、パッキンを再現するのは至し難なんの業わざ……ワの国が遠のいた。
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　ボーブルに着くと、城の皆が笑顔で出迎えてくれた……特にロッコーさんとリーズンは最高の笑顔でした。

「不在中に溜たまった書類とミューエ・レオパルドの雇用に関する書類。サキュバスが運営する娼館とスナック開業に関する書類。それと開港準備の書類です。頑張って下さい」

　リーズンが笑顔で書類を積んでいく。

「ジョージ殿、軍改正に関する書類だ。サンダ先輩とすり合わせて作ったから完璧だぞ」

　ドヤ顔で書類を見せるミューエさん。サンダ先輩の件は甘さ全開です。

　きっと本当の俺は小学校五年生で、これは夢なんだ。起きたらスイカを食べて、プールに行くんだ。そして好きな女の子の水着姿を見てドキドキして、夜は花火をする……そうだ、きっとそうなんだ。

「ジョージ、ファルコ伯爵が来週ボーブルに来るってよ」

　そして俺の現実逃避を木こっ端ぱみじんにしてくれるボルフ先生。今日もボーブルは賑にぎやかです。

「決断早過ぎでしょ？　俺の休みがまた潰れますよね」

　嘆なげいている俺にロッコーさんが近付いてきた。きっと事務処理を肩代わりしてくれるんだ。

「ジョージ様、溜め池の水があったお陰で、ボーブルの作物は無事に成長出来ております……ただ、アーシック領の作物は全滅のようです」

　これは夏休み返上で対策を練らなきゃ駄目かな。

　一難去ってまた一難……いや、一難乗り越えたら二難三難が待っていました。ファルコ伯爵がボーブルに滞在するとなったら、休み返上でお相手をしなくちゃいけない。開港準備で、猫の手も借りたいほど忙しい時にこれは痛すぎる。しかも、相手は伯爵様で、俺から誘ったので文句なんて言えるわけがない。

　そしてアーシック領の作物が全滅したって話。

　アーシック領はここ数年作物が不作で、うちからも去年一昨年と無償援助をしている。まあ、無償の名の下に人材をスカウトしまくったから、トータルでみたらプラスなんだけど。

　でも、これ以上ドワーフだけが増えていくのは避さけたい。政治的バランスに配慮が必要になってきたのだ。

　何しろボーブルにあるドワーフの町ニューウッドは、領都ボーブル（仮）に次ぐ大きな町になっている。つまり、ボーブルにプチアーシック領が出来つつあるのだ。今もアーシック領からの移転希望が後を絶たたず、今期の募集は締め切りましたとお茶を濁している状態である。

　アーシック領の問題は会議にかけるとして、先に解決しなきゃいけない問題が発生してしまった。ある意味、今までで一番のピンチかも知れない。

（もうすぐトナーのインクが切れてしまう……それにＡ４コピー用紙も残りが僅わずかだ）

　このままじゃ、パソコンをいじれる時間が激減してしまう。俺しか書類の原本を印刷出来ないから、パソコンをいじっていても何も言われなかった。仕事中に関係ないプログラムを組んでも大丈夫だったのに。

　……ここは困った時の神ミ使ケ頼みか。

　今回準備するのは牛乳と鶏もも肉。そして、それにそれぞれを描いたカード。

「俺のターン。神牛より絞られしホワイトポーションと空を飛べぬ鳥の足を生いけ贄にえにして、神使歌を唄う猫ミケを召喚!!」

　パズルは組み立てていないけど、もう一人の自分が俺の中にいるかもしれないから召喚出来るはず。

「それは続編も出るんやからやめい。それと儂はグルメなにゃんこちゃんなんやで。きちんと調理してからお供ともせい。……それで、今日はなんの用や？」

　猫に人の食べ物をあげるのは塩分が強すぎて、危険だって聞いたから生肉のままお供えにしたのに。

「プリンターのインクとＡ４の紙が切れそうなんだ。無茶な頼みだってのは分かっている。どうにかして、新しい物が手に入らないか？」

　前は俺の私物だから転移も出来たけど、新品だと窃盗罪になってしまう。でも、インクもコピー用紙も大量に欲しい。販売店にしたら、大迷惑な話だ。

「安心せい。そろそろ切れる頃やと思うて先に準備しといたで」

　ミケはそう言うとしたり顔で静かに笑った。

「まじか？　何を準備すればいい？　魔石か？」

　異世界物のお約束なら、現地で手に入る魔石で買えたりする。でも、あれってどこで円に変えているんだろう。

「魔石？　そんな物で買えるわけがないやろ。必要なのは金や。金いうてもストーンやないで。日本円やで」

　見ると、ミケは親指と人差し指で輪っかを作っていた。いや、確かにそれが一番手っ取り早いんだろうけどさ。

「円って言われても、手持ちがないぞ。転生した時に何も持ってこなかったし」

「儂に抜かりはあらへん。これを使うんや」

　ミケが見せてきたのは見覚えのあるカード。でも、何でお前がそれを持っているんだ!?

「それ、俺のクレジットカードだろ!?」

　確かに俺のクレジットカードがあれば日本で買い物が出来る。でも、そうなると使える金額にも上限が出来てしまう。日本に帰れても、預金がゼロになっていたら悲ひ惨さんすぎる。家賃滞納して住む所もなくなっていたら、人生が詰つんでしまう。

「お前の物を買うんやから、当たり前やろ。ちょっと準備してくるから、待っとれ」

　ミケはそう言うと姿を消した。反論出来ないくらいの正論です。

（えっと残高は九十万くらいだよな。転生した時と同じ時間に戻れなかったら、解雇されるかもしれない。そうなると使える金額は多くないな）

　家賃や光熱費は三カ月分余裕を見ておこう。でも、三カ月も姿が見えなかったら、失踪届けを出されないか。今からどこに行っていたか言い訳を考えておかなくては……誰も探してくれていなかったら、どうしよう。

（しかし、ミケの奴遅いな。多分、あいつの事だから、ニャマゾンとかくだらないボケをかましてくるかもな）

「毎度、三み河かわニャです。ご用を聞きにきたで」

「そっちかよ!?」

　ミケは半はん纏てんと前掛けを身に着けて戻ってきた。芸が細かいというか何というか。

「今回入り用なのは、インクとコピー用紙やったな。ちなみに、手数料は高級キャットフードやで。しかし、お前の国のキャットフードは、ほんまにうまいの。にゃんこまっしぐらは噓うそやないで」

　いつの間に、キャットフードを買ったんだ？　待てよ……『なに、ちょっとお前の記憶で必要になった物があったんや。直接、会わんと正確な数字が分からんからの』……ってこのリアル泥棒猫!!

「お前、人の頭から暗証番号を盗んだな!?」

「きちんと試験運用してからやないと、お披露目出来んやろ。それに異世界に渡るのは、手続きが面倒なんやで。時間制限も厳しいし、これくらいの役得があってもええやろ」

　マジで御用聞きじゃないか。まぁ、きちんと金は払っているらしいし、窃盗罪にはならないから良しとしておくか。

「ちなみに三河ニャに制限はあるのか？」

　キャットフードが買えるなら、調味料も買えるはず。それが無理ならインスタントラーメンか缶詰を買ってきて欲しい。

「そりゃ、あるに決まっているやろ。基本お前のクレジットカードで買える物だけやで。そして食い物は儂らが住んでいる神界までしか持ち込めへん事になったんや」

　……マジで？　リヤンに改造してもらわなきゃ電化製品は動かない。それなら足踏みミシンやモーターはオッケーなんだろうか？

「その条件さえクリアすれば何を買ってもいいんだな」

　麹菌は食い物じゃないし、物の作り方が収められたＤＶＤを買ってもらえば、色んな物が製造出来るようになる。足踏みミシンなら、電気がなくても動くから大儲けが出来ると思う。

「言い忘れとったが、三河ニャで取り扱えるのは二種類までなんや。つまり、お前が買えるのは、インクとコピー用紙のみや」

　こいつ、絶対にわざと後出しにしただろ。確かにインクとコピー用紙より欲しい物があるかって言われたら、即答は出来ないけど。

「分かったぞ。俺が活躍すれば取り扱える品も増えるんだろ？」

　これぞ異世界転生物の王道パターンだ。そうだと信じたい。

「増える訳ないやろ!?　お前が色んな技術を導入したせいで、他の神使から苦情がきてるんやぞ」

　ミケの話によると、俺が照明器具を大量生産したせいで、ランプやロウソクの守護を担当していた神使が閑かん職しよくに追い込まれてしまったそうだ。神界も世せ知ち辛がらいんだな。

「分かった。取りあえず、インクとコピー用紙を、それぞれ三万円分買ってきてくれ」

「毎度あり！　三万円分なら高級キャットフード五千円分が手数料になるで。さーて、今度は舌平目を食うてみよ」

　人の足元を見てぼったくりやがって。しかし、いくら金を積んでも、レコルトでインクやコピー用紙は手に入らない。













　苦労が報むくわれるのは物語の中だけだと思う。思わず溜ため息いきが漏もれる。

「……フライング・シップの使用規制か」

　今朝、王室から手紙が届いた。フライング・シップを飛ばすさいは事前に申請書をあげるか、ホートーか爺じいちゃんの許可を取るようにとの事。理由は混乱を防ぐためらしい。

「取り上げられなかっただけマシだと思うぞ。それにお前がフライング・シップを持っているって知られたら、またわけの分からない罪を着せられるしな」

　ボルフ先生の言い分はもっともだ。不可思議な力を恐れ嫌う人は少なくない。

　空を飛ぶ船を持っていたら、泥棒の疑いをかけられる可能性は十分ある。

　折角、手に入れたのに残念だ。フライング・シップを色々と活用したかったのに……でも、それは贅ぜい沢たくな悩みなのかもしれない。

　ゲームとは違い、ミューエさんを味方に付ける事が出来た。

　ミューエさんだけじゃない。俺を指導育成してくれたボルフ先生サンダ先生の両先生。

　外交担当のロッコーさんに、内政を取り仕切ってくれているギリルさん。

　王様の懐ふところ刀がたなと言われているホートーや二大巨頭の爺ちゃんとイジワール公爵。

　そしていつも俺の隣となりにいてくれるカリナ。

　ゲームにはいなかった大勢の人達が俺の味方をしてくれている。

　もう、誰に嫌われても構わない。嫌われ者に転生してしまったけど、異世界で大切な仲間を手に入れたのだから。








あとがき




『嫌われ者始めました』も今作で三巻となります。ここまで来れるとは、正直思いませんでした。

　ファミ通文庫様から書籍化のお話を頂いた時、生意気にある条件を出させて頂きました。それはジョージをイケメンにしない事。かれい様のお陰かげで作者のイメージにぴったりなイラストが出来たのですが、『嫌われ者始めました』が本屋さんのラノベコーナーで、若じやつ干かん浮いている感じがして、今となっては結構無茶苦茶な条件だった感じがします。

　私事になりますが、出版という貴重な経験をさせて頂き様々な方と知り合う事が出来ました。東北の片かた隅すみに住んでいるおじさんには得え難がたい経験です。そして顔も知らない大勢の読者様が『嫌われ者』を手に取ってくれていると思うと嬉しくて仕方がありません。

　北は北海道から南は沖縄まで、東北のおじさんが生み出しした物語が届くのは奇跡以外の何物でもないと思います。

　いつかこの作品を読んで頂いた方のお言葉に耳を傾かたむける事が出来たら嬉しいです。

　また皆様に作品を届けれるよう頑張りたいと思います。


くま太郎　　　
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